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南部広域行政組合島尻教育研究所 教育研究所費 (R7)  ：31,872 千円 

こどもｻﾎﾟｰﾄﾙｰﾑ費 (R7)： 5,755 千円  

■事業主体：南部広域行政組合 

■事務所の位置：沖縄県島尻郡八重瀬町字東風平 965 番地  

■設置：平成６年４月１日 

■構成市町村：【島尻教育研究所】糸満市 豊見城市 南城市 八重瀬町 与那原町 

  南風原町 渡嘉敷村 座間味村 粟国村 渡名喜村 

【こどもサポートルーム しののめ】八重瀬町 与那原町 南風原町 

        渡嘉敷村 座間味村 粟国村 渡名喜村 

■事業内容：①教育に関する調査研究(教育研究員)  ②教育関係職員の研修 

      ③研究成果の普及及び教育相談  ④教育関係資料の収集及び活用 

      ⑤南部広域行政組合教育委員会が必要と認める事業 

■職員：所長兼主任指導主事 指導主事(小中１名、幼児教育１名) こどもｻﾎﾟｰﾄﾙｰﾑ支援員 

【事業主体】 
南部広域行政組合 
議会・理事会・事務局 

原籍校 

協力者会議 

スタッフ会議 

入室判定委員会 

【関係機関】 
市町村教育委員会 
沖縄県教育庁 

【関係機関】 
組合市町村 沖縄県 

【関係団体】 
校長会・教頭会・幼こ園会 
園長会・地区教育研究団体 

地区ＰＴＡ連合会 

こどもサポートルーム 
しののめ 

教育委員会 
事務局（教育課） 運営委員会 

【連携協定】琉球大学 
指導講師 

研究協力員 

【連携協定】沖縄女子短期大 

島尻教育研究所 

南部総合福祉センター 

【研修参加対象】 
 島尻域内教職員(保幼こ小中学校) 

心理的要因等による不登校 
児童生徒の社会的自立への支援 

【教育長】南風原町教育委員会教育長 

【短期研修】 校内研修支援事業  

市町村教育委員会連携講座 

離島出前講座 

・県内外の著名な専門家を講師に招聘 

・校種ごとのニーズに対応 

・教育研究団体や大学とのコラボ型の

講演会を実施、各団体活性化を支援 

・幼こ保、小、中学校教諭を対象に、

自主参加講座を実施 

・講師は琉大、沖女短等から招聘 

・調査研究の委託 

・公開保育、公開授業研究会の実施 

・先進事例、資料提供 

【長期研修】 テーマ研究 

【教育講演会】教育先進招聘型  

教育研究団体とのコラボ型 

【自主参加講座】校内研修支援事業  

市町村教育委員会連携講座 

離島出前講座 

【調査研究】教育先進地視察研修 

      調査研究園事業 

主な研修事業 

実施体制 
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★平成6年4月1日以前

    平成4. 9.30    島尻市町村教育長会に設置構想案が提案され承認される。

            10．2     南部振興会へ教育研究所の設置を要請する。

             10.15   南部広域行政組合議会において島尻教育研究所設置構想を説明する
　　　　　　　　　　　(一部事務組合の議会では共同事業の可否は議決できない｡決めるのは構成市町村)。

研究員数区分

年度

    平成5. 7.20    南部広域行政組合関係市町村長協議会で島尻教育研究所（仮称）設置構想が承認される。

                        南部市町村会総会にて島尻教育研究所設置を決定する（南部広域行政組合の共同事業の1つに加える）。

              8.23    県教育長へ島尻教育研究所設置を報告するとともに、県教育庁の協力を要請する。

    平成6. 2. 3    島尻教育研究所の設置許可を県に申請。

こどもｻﾎﾟｰﾄﾙｰ

ﾑ

負担金
（千円）

研究所
負担金
（千円） (県教委派遣)

指導主事 幼児教育担当

指導主事
所長 指導員

              2．9    島尻教育研究所設置許可（平成6年4月1日設置）｡

★平成6年4月1日以後

①②

宮城恒彦

③④

比嘉恒雄43,151

1,500

3,403

3,403

3,403

33,000

39,151

43,151

H6

H7

主任指導主事

H10

城間優子

仲里充代

41,151 3,403 ⑦

H11

備考

41,151 3,403
⑥
喜名盛文

安谷屋守松 金城留美子H15　専任事務局長兼教育次長配置

41,151 3,403
⑤
當山徳有

甲斐英児

賀数昌治

H15

(県教委派遣)

38,367 3,201

佐久本広志

3,201 金城勲

H26 38,367

大城麻里奈

38,367 3,201 奥土晴夫 大山万里奈

H30 31,411 3,255 大城朗 髙木眞治

    平成3. 2.28    島尻市町村教育長会定例会において糸満市教育長より教育研究所設置の要請を受け、同会理事会で
　　　　　　　　　　　協議することを決議する。

            10.30    南部市町村会総会に教育研究所の設置要請文が提案され、人材育成の事業推進から設置推進決議さ
　　　　　　　　　　　れる。

             12       南部広域行政組合関係市町村（20市町村）定例議会で島尻教育研究所の設置に関する､南部広域行政
　　　　　　　　　　　組合規約改正を行う。

仲村渠香苗

38,367 3,201 上原勝晴 上原周子 比嘉麻美

38,367 3,201 ⑩⑪⑫ 上江田敏博

38,367

H28 40,967 3,201 上原雅志 佐久本広志 梶原美紀

H29 40,967 3,201 ⑭ 比嘉由美子屋宜千登世

高良美奈子

瑞慶覧長洋

上原義仁

H27 38,367 3,201 2

3,201 2 6 2 10 嶺井洋子 玉城千沙子

H21

H22

H23

H24

H25 38,367 3,201 羽根田幸江

H16

H17

H18

H19

H20

盛山久美

38,367 3,201 古波蔵肇 砂川芳之助 平田清美 田場綾乃

38,367 3,201 ⑧⑨ 砂川芳之助

38,367 3,300 金城弘一 新垣千鶴子 川平美羽

H12

H13

H14

県1,500

H14　豊見城村市制施行

H12　研修定数(小中)年間14人から１１人
に減

41,151 3,403 宮城末義 山内修子

41,151 3,403 上原幸得

H8 41,151 4 11 2 17

6 2 10 ⑬ 大城美恵子 城間木実

H18　市町村合併。南城市、八重瀬町誕
生（構成市町村10、適応指導教室事業
9）報告会がプレゼンテーション形式の発
表に変わる
H19　研修定数(小中)年間１１人から１０
人に減
H20　研修定数(小中)年間１０人から8人
に減
H21　研修定数(小中)年間８人から6人に
減

H23　幼稚園の研修が4ヶ月になる（２ヶ
月は現場で実践研究）
H24　幼稚園の研修が6ヶ月に戻る。離島
幼稚園教諭研修始まる(２年)
H24　豊見城市、適応教室共同事業から
離脱（構成市町村8）
H26　研修定数(小中)年間６人から８人に
増。幼児教育担当主事（臨時教諭）の配
置
H26　南部広域行政組合教育委員会は
琉球大学教育学部、沖縄女子短期大学
と連携・協力に関する協定を締結
H26　研究所創立20周年
H28　離島幼稚園研修（１年）

野原廣子
上原幸得

H6　研究所開所（構成市町村14）
研究員後期から入所
所長（委託）

H8　適応指導教室「しののめ教室」開室
（島尻市町村教育長が事業主体）
H9　指導主事に主任指導主事を置く

H10　適応指導教室「しののめ教室」事業
主体を南部広域行政組合に移管（構成
市長村糸満市を除く１３）

H16　研究所創立１０周年
長期研修修了者連携組織「東雲の会」発
足

H9 43,151 2 12 2 16県1,500

沿 革
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61 203 77 341

R7 31,872 5,755

R6 29,490 5,060
⑰
神里一吉

末吉松祥 赤嶺優子

R5　南城市、適応指導教室共同事業か
ら離脱(構成市町村７)

R5 31,069 4,058

R4 31,749 3,791 大城讓次 勢理客美和子 稲嶺彰子 島袋祥子

R3 31,881 3,907 ⑯ 新垣誠

R2 31,270 3,625 宮城末義
R2　所長、幼児担当主事を会計年度任
用職員として配置

H31,R1 29,613 3,267 ⑮ 髙木眞治 神里美智子大城美恵子屋宜千登世

Ｒ７　・主任指導主事が所長を兼務
　　　・適応指導教室の名称変更
　　　　→こどもサポートルーム「しののめ」

島袋祥子
大嶺園子

稲嶺彰子
島袋祥子
儀間奈央

⑱末吉松祥

※こどもｻﾎﾟｰﾄﾙｰﾑ事業は、組合規約の規定に基づく共同事業ではなく、島尻教育研究所設置条例第3条3号（教育相談）の規定に基づく
事業であるが、規約規定に準ずる扱いをしている（議会手続きと県知事許可を経ないところが通常の共同事業と異なる）。

計
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 　設置構想
 

 １　目的と運営

 　(1)　島尻教育研究所設立趣旨

　　我が国は、明治以降欧米諸国に追いつくことを目指してきた。科学技術や経済の面で世界の最先

　端に至った今日、自らの手で豊かな社会における新しい文化を創造するために、創造性と個性を伸

 　ばし、国際社会の発展のために積極的に貢献できる日本人を育成することが求められている。

　　今回、改訂された新学習指導要領は、これらの要請を踏まえ、社会の変化に主体的に対応し、心

　豊かでたくましく生きることができる資質や能力の育成を図ることを基本的なねらいとしている。

　いわゆる、これまでの知識や技能を共通的に身につけることを重視した教育から、子どもが自ら考

　え、主体的に判断し行動できる資質や能力を重視する教育へと、学校教育の基調を変えることが求

 　められている。

　　さらにこのような、新しい方向を目指す学校教育において、最も大切なことは教師自身の意識の

 　変革と教育活動の質的転換、そして日常の実践教育における指導力の向上である。

　　教育公務員は、その職責を遂行するために、絶えず研究と修養に努めなければならないとされて

　いる。しかし現状として、管内教職員の研修意欲が旺盛であるにもかかわらず、毎年多数の研修希

　望者が県立教育センターに応募しているが、残念なことに、その需要を満たすことが出来ないのが

 　実情である。

　　そこで、本来は各市町村で研究所を設けて対応するのが望ましいが、小規模市町村の多い本地区

　においては単独市町村で設置することは困難と思われ、苦慮している状況であった。幸いながら島

　尻には南部広域行政組合が組織されており、各市町村教育委員会の共同事業として位置づけること

　が最良と思われ、ここに、南部広域行政組合教育委員会の新規事業として島尻教育研究所を設立す

 　る。

 

  　(2)　目的

　　教育に関する調査、研究及び教育関係職員の研修を行い、資料提供並びに教育相談等の事業をと

 　おして、 。島尻地区における教育研究の中核的存在とする

 

  　(3)　運営方針

 　　①　本地区の現状に即した教育研究を行い、その成果を教育関係者に提供する。

 　　②　教育職員の研修の機会をつくり、教育実践上の問題を解明するよう援助する。

　　③　教育研究のための資料を収集して、教育関係者に供するとともに、学校の調査研究の援助に

 　　　つとめる。

 　　④　各学校の教育活動や教育相談の援助につとめる。

 　　⑤　各教育団体との連携をはかる。

 

  　(4)　事業主体等

 　　①　事業主体（管理・運営）　　南部広域行政組合教育委員会

 　　②　開設年月日　　　　　　　　平成６年 ４月１日

 　　③　第１期教育研究員入所日　　平成６年 10 月１日

 　　④　名称　　　　　　　　　　　南部広域行政組合島尻教育研究所

 　　⑤　位置　　　　　　　　　　　東風平町字東風平 965 番地（南部総合福祉センター内）
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   運営方針

国や県の動向を踏まえ 「研修事業(長期・短期等)」において、島尻地区の教育研究の中核的存在、

 として、教職員の資質向上を図る。

研修については、幼児教育、保・幼・こ・小連携、 、ICT利活用等、学校課題や教職員のニーSDGs

 ズに応じた実践研究に対応する。

　「調査・研究事業」においては、琉球大学、沖縄女子短期大学との連携の下、教育課題に対応し

た実践的研究等を実施し、その成果等について、関係教育機関ならびに教職員への啓発を行い、島

 尻地区の教育力の向上に資する取り組みに努める。

、 「 」 、 、不登校の問題に対しては こどもサポートルーム しののめ の運営充実に努め 学校や保護者

専門機関等との連携を深め、心理的要因や発達の課題等によって登校できない児童生徒の居場所を

 つくり、社会的自立に向けて支援していく。

 

 　南部広域行政組合教育委員会・島尻教育研究所所員

   １　教育委員会

 教育長  金城 郡浩　（南風原町教育委員会）

 教育委員  赤嶺 美奈子　　垣花 英正　　金城 満　　

 　２　島尻教育研究所　　　　　　　　 　　　　 　３　こどもサポートルーム「しののめ」  

 所長（主任指導主事） 末吉  松祥 担当教諭 比嘉　孝子   

    指 導 主 事 勢理客 美和子 支援員    島袋　祥子

儀間　奈央  指導主事（幼児教育） 稲嶺 彰子

宮城　元子 臨床心理士

 

 　事業の四本柱

  調査研究

  　　　◯　小中学校の教育に関する実態調査

  　　　〇　研究協力員

   教 研　　修

  育 　　　◯　長期研修（テーマ研究）

  研 　　　◯　短期研修（各主任等研修会、自主参加講座、その他）

  究 　　　◯　教育講演会（教育先進招聘型、教育研究団体とのコラボ型）

  教育相談

      ◯　こどもサポートルーム しののめ の運営

情報・広報

                       ◯　ホームページ、研究所だより、各種広報誌等による教育情報の提供

 

 　事業概要
 

   研修事業

 　 １　長期研修（教育研究員、指導講師）

教育研究員 指導講師 

① 長嶺小学校 金城 一樹 ＩＣＴ 名桜大学 立津 慶幸 上級准教授  前

② 新城小学校 屋比久 咲 道徳 東風平小学校 仲座 千恵子 教頭 期 特 別 の 教 科

後 ③ 伊良波小学校 赤嶺 愛 図化工作 琉球大学 吉田 悦治 教授

期 ④ 北丘小学校 儀間 盛顕 体育 琉球大学 松浦 稜 講師

１ 年 南星中学校 比嘉 孝子 教育相談 学識経験者 宮城元子 公認心理師
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 　 ２　短期研修

 　 　(1)　校内研修支援事業

      　○  校内研修、園内研修支援（予算の範囲内で実施）

      　○  授業研究相談（島尻教育研究所指導主事による授業づくり講話・相談業務）  

 　 　(2)　市町村教育委員会連携講座（幼児教育）

   　 ○　基礎ステージ（年１回） 　

   　 ○　充実ステージ（年１回） 　

   　 ○　発展ステージ（年１回） 　

      　○　園長研修会　（年１回）

 　　 (3)　離島出前講座　（年２回程度）                                              

 

 　 ３　教育講演会

 

 　 ４　自主参加講座（琉球大学、沖縄女子短期大学との連携事業）

      (1)　小・中学校

 　　   　保護者相談・対応　　　　　　　○

      (2)　幼児教育

        ○　わくわく実技講座（３回）

 

 　 ５　教育研究団体支援事業

 　　 (1)　島尻地区教育研究団体連絡協議会（島教連）支援

 　　 (2)　東雲の会（研究所修了者の会）※令和 6 年度開催予定

調査研究事業

 　 １　 　２　教育先進地視察研修　　　３　各種データの整理・蓄積　　 蔵書一覧作成

情報･広報事業

 　 １　ホームページの発信と更新 ４　研修修了者等へのフォローアップ                    

  　２  刊行物の発行（要覧、研究報告書、所報等）    ５　書籍の貸し出し

    ３  広報活動（ポスター、チラシ作成と配布）

教育相談事業

 　 １　こどもサポートルーム しののめ の運営　 

 　 ２　域内教育支援センター等への支援等　

 　　　(1)　域内教育支援センター合同体験学習

       (2)　域内教育支援センター担当者連絡会（情報交換会）

 　　　(3)　沖縄県教育支援センター連絡協議会（沖適連）

その他

 　 １　教育研究所運営委員会

 　 ２　全県指導主事等連絡協議会（県教育委員会、県立総合教育センターとの連携強化）

 　 ３　市町村指導主事等研修会（市町村教育委員会等との連携強化）

 　 ４　県内大学との連携協定（琉球大学、沖縄女子短期大学との連携強化）

 　 ５　 国際協力機構 との連携（国際的な連携強化）JICA( )
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 　主な業務分掌
 

　研修事業 １　研究所の管理 ３                                

副 副               事業名 主 事業名 主

１　運営委員会 所長　　主事 １　定数調整 所長   

２　南部広域行政組合教育委員会 所長　　主事 ２　研究員募集 所長   

３　南部広域行政組合担当課長会議 所長　　主事 ３　指導講師依頼 所長研   

４　南部広域行政組合理事会 所長　　主事 ４　研修計画 主事究   

５　南部広域行政組合議会 所長　　主事 ５　入所前研修 主事 幼主事所   

６　島尻教育事務所との連携 所長　　主事 ６　オリエンテーション 主事 幼主事内   

７　管理者会 所長 ７　入所式 主事 幼主事の   

８　 所長 ／ 主事 ８　修了式 主事 幼主事管   要覧・沿革史・所報／研究報告書・便り

９　予算関係 所長　 ９　退所セレモニー 主事 幼主事理 長   

10  週報・月行事予定作成・調整 主事 10　指導講師連絡会 主事 幼主事  期

11  所内・組合内の日程調整 主事 11　研修に関する指導助言 主事 幼主事  研

12　研究に関する研修 主事 幼主事  修

    ２　関係機関との連携 13　各種検討会、ヒアリング

　　指導講師検討会 主事 幼主事               事業名 主 副  

１　沖縄県教育委員会 所長 14　所内研修 主事 幼主事    研

　　島尻教育事務所 15　所外研修 主事 幼主事 修

２　市町村教育委員会 所長 主事 16　クラブ活動 主事 幼主事    事

３　学校、園 所長 主事 17　検証保育・検証授業 主事 幼主事関 業   

４　九教連・全教連 所長 18　研究報告会 主事 幼主事係 

５　沖縄県教育研究所連盟 九教連 所長 19　研修日誌の作成 主事 幼主事機 （ ）

６　沖縄県教育支援セ指導教室連盟 所長 担教 20　報告書等作成 主事 幼主事関    

７　市町村教育長会 所長 １　校内研修支援事業 所長 幼主事と 短   

８　九州・全国研究所連盟研究会 所長     園内研修支援事業の 期 

９　全県指導主事等連絡協議会 所長 ２　琉球大学アドバイザリー 所長連 研  

10　校長研修会・校長会　　　 所長　　主事 　　スタッフ派遣事業連携携 修  

11　地区指導主事会 主事 ３　自主参加講座 主事 所長 小

12　域内支援教室連絡協議会 所長　　担教 ４　教育講演会 所長 主事 ・

13　ＪＩＣＡ研究員との交流会 主事 ５　研究主任等研修会 所長 主事中

６　市町村教委連携講座 幼 主事  幼

７　自主参加講座 幼 主事 ４　調査・研究事業

８　離島出前講座 幼 主事事業名 主 副 そ

１ 各種データの整理・蓄積 所長 ９　講師派遣・授業研究相談 各担当調 の

２　調査・研究協力員事業（委託） 所長 10　教育研究団体等支援事業 主事 幼主事査 他

　調査・研究協力園事業（委託） 所長　幼主事 11　その他 各担当研 ３

  究 ４　教育先進地域視察 所長

　教育相談事業５　データの収集、分析、資料提供 所長  ６

事業名 主 副                          

１　こどもサポートルーム 所長 ５　情報・広報事業 教  

               　　　しののめ の運営事業名 主 副 相

  情 １　ホームページの発信と更新 所長

　連携推進事業広 ２　刊行物の発行 所長　　主事  ７

事 事業名 主 副 ３　書籍の管理・貸し出し 主事                          

４　修了者へのフォローアップ 主事 １　県内大学と連携協定事業 所長　　主事業 他
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 　週時程の基本
 

 　研究所の運営１

   
担当事業名 内容等  

主 副

    研 １　各部屋、廊下の扉・窓 ■8:30～ 8:45の清掃活動（月、火、金） 全員

    究 　・小会議室　・大会議室   晴天時→屋外

    所 　・局長　　　・所長室   雨天時→屋内

    の 朝 　・組合室　　・湯茶室　 ※月曜日は室内

　・図書室運

    営 ２　環境整備 ■駐車場花壇の花の植栽管理 所長 主事

■しののめの花の植栽管理 幼主事

１　週報作成と配布 主事 

２　研究所日誌の記入 ■データで管理 所長 

毎 ３　受入文書の押印 ■所長 → 主事 → 幼主事 → 研究員 所長 

４　起案文書の押印 ■幼主事 → 主事 →（合義）→ 所長 → 課長 所長  

週 　→ 次長 → 教育長

５　出張、職免、休暇処理 ■所員　　本人 → 所長 → 次長 → 教育長 所長  （ ）

（ ）    ※（教育長）は出張のみ → 教育長■研究員　主事 → 所長 → 次長 

    １　ミーティング ■３分間スピーチ、スピーチに基づく話し合い 主事

   　・大会議室 　　※　ラウンドテーブルミーティング

  適 　・所長、主任、主事、

  　　幼主事、研究員、

  　　特別研修員

宜 　・開催日は指導主事が調整

２　クラブ活動 ■三線５回、琉舞５回 主事 

１　管理者会議（隔週） ■週行事の説明（所長） 所長   

   　・大会議室 ■研究所事業の説明・報告

    ・局長、所長、総務課長、 　※要項案を準備する

　　施設課長 糸豊 島尻 東部 ■協力・連携等の依頼  （ 、 、 ）

月 　  新炉室長、主事 

２　調整会議 ■月行事、週行事の検討・確認 ■事業の反省 主事      

  　・所長、主事、幼主事 ■事業の起案前調整 ■情報交換            

■事業の実施前調整

３　朝の会 ■週行事の説明（主事） 主事 幼主事   

   　・研究室 ■行事の確認　　■情報交換

　・主事、研究員 ■研究の進捗状況報告、意見交換

    火 １　朝の清掃活動 ■ボランティア活動 所長 幼主事

主事

     木 １　しののめスタッフ会議 ■こどもサポートルーム「しののめ」事業の検討 所長 担当

    　　（隔週） ■登室児童生徒の状況 教諭主事

    　・所長、主事、担当教諭、 ■指導方針、方法等の検討 支援員

　　臨床心理士 ■情報交換

所長 幼主事金 １　朝の清掃活動 ■ボランティア活動  

主事
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辞令交付式　オリエンテーション ヒアリング④（理論、授業構想） 教育相談①

前期研究員入所・初顔合わせ 教育相談員等研修会④(セ)

初顔合わせセレモニー 教育相談① 教職５年経験者研修③

新規採用職員辞令交付式 中学英語ＳＴＥＰ ＵＰ研 第51回地区中学校夏季体育大会② 理科観察・実験指導に関する研究協議会（小A）

前期入所式 １５:００～ ※［所外研修② 図書関連施設見学］ 指導講師検討会③～6日(指導案) 教育相談②

指導講師連絡会① 教職２年目研修②

教職３年目研修②

教育相談② 司書教諭・図書館主任等研修会 理科観察・実験指導に関する研究協議会（小B）

ヒアリング①（志望動機） クラブ（三線）⑤ 教育相談③

［所内講座① 研究の進め方］ 憲法記念日 教育相談①

［所内講座② 報告書の書き方］ 授業力アップ研究会②（中外国語）

初任者研修①（開講式） 発達障害研②（ｵﾝﾗｲﾝ） 中学校教科主任研修会（外国語）

教育事務所訪問（AM） ヒアリング⑥(板書計画・模擬授業) 幼児教育短期研修（充実ステージ）

みどりの日

教育相談②

地区市町村指導主事等研① 授業力アップ研究会①（算数） 小中連携合同研究会(算・数)

幼児教育自主参加講座①

こどもの日 検証保育･授業の学校への説明

教育相談③

授業力アップ研究会①（中外国語）

※琉球大学連携推進会議①AM

振替休日 ※指導講師連絡会②PM

共同学校事務室事務長・推進委員代表者会議①

［所内講座③ 学習指導要領］ クラブ（三線）スタート①

チャレンジ登校期間

県立学校始業式、入学式 教育相談③ 中学校教科主任研（保健体育）

ヒアリング②（テーマ　設定理由） ［所内講座⑤ 授業づくり・評価］

「しののめ」開室 沖教支セ担当者連絡会②（セ）

チャレンジ登校期間

［所内講座④ プレゼンの技法］ 室内検討会

教職２年目研修①(ｵﾝﾗｲﾝ) 小学校体育主任研

主幹教諭研修会 共同学校事務室事務長会②

ヒアリング⑦（検証・考察・まとめ）

沖教支セ担当者連絡会③（セ） スタッフ会議

中学校教科主任研（家庭科） 離島校訪問（粟国小中）～11日

※［所外研修① 組合関連施設見学］

域内合同食育教室

授業力アップ研（小国）

ミーティング開始 所内検討会③（指導案）

幼児教育短期研修（基礎ステージ）

地区定例教頭研(事業説明）① ※域内教支セ合同平和学習
◎教職員評価システム評価者研修会Ⅰ（教頭研修会に含む）

指導講師検討会②～16日（理論 授業構想） 学習指導案提出

クラブ（三線）② ミーティング②

教育相談員等研修会①（セ）

定例教頭研修会②

指導講師検討会①～18日（研究仮説まで）

市町村教育長研修会① 離島校訪問（慶留間小中）

沖教支セ担当者連絡会①（セ） 沖教支セ担当者研修会②

教員候補者選考試験第1次試験 教育相談員等研修会⑤(セ)

授業力アップ研①（中学国語） 第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」

検証保育･授業期間（～7/4）

沖教支セ連絡協議会 幹事会・総会

市町村幼児教育担当者連絡協議会①【オンライン】 離島校訪問（阿嘉小中）

所内研修「所長講話Ⅰ」

　

教育相談員等研修会③(セ)

全国学力・学習状況調査（小６・中３） 第３土曜日「おきなわ地域教育の日」 中学校教科主任研（音楽） ☆市町村幼児教育アドバイザー等スキルアップ研修会①【ｵﾝﾗｲﾝ】

※沖縄女子短期大学連携推進会議①

県指導主事等連絡協議会① 第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」 中学校教科主任研（技術） 第３金曜日「少年を守る日」

室内検討会

[ICT]教育情報化推進講座（島尻）

第３土曜日「おきなわ地域教育の日」 定例校長研② 教職５年目研修②（ｵﾝﾗｲﾝ） 第３土曜日「おきなわ地域教育の日」

クラブ（三線）③

　 ※域内教支セ合同体育

[ICT]校務の情報化講座A

第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」 中堅教諭等資質向上研② 地域連携担当者等研修会 第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」

「しののめ」新規入室申請受付開始

ヒアリング③（研究仮説・検証計画） 海の日

地区市町村指導主事等研修会② 第３土曜日「おきなわ地域教育の日」 第52回県中学校総合体育大会（～26日）

第１回島尻教育ＤＸ推進員研修会 指導講師検④～25日（検証考察まとめ）

沖教連担当者連絡協議会PM スタッフ会議

教員候補者選考試験第１次試験（予備日） 特支・通級教室担当悉皆研（～8/1）

初任者研修③(学級経営等） 特支二種免許法認定講習（～8/29）

室内検討会 所内検討会②（理論、授業構想） ※沖女短大学生との交流

※域内教支セ教室合同体育 慰霊の日

特支教育コーディネーター養成研①

中堅教諭等資質向上研①(開講式） 指導主事補等研修会① 学校安全指導者育成講習会

JICA研究員との交流会 14:00～ 第1回「しののめ」入室判定委員会

スタッフ会議

初任者研修②（教育相談等） 中堅教諭等資質向上研③ 中高キャリア教育講座【島尻】

所内検討会①（テーマ・仮説・研究計画）

※域内教支セ担当者連絡会② 沖教支セ担当者研修会①

[ICT]校務の情報化講座B

定例校長研①（施策説明） 離島校訪問（座間味小中） 初任者研修⑤

［所内講座⑥ 検証計画］

スタッフ会議

９年間の学びを繋ぐ小中キャリア充実事業① 管理職選考第1次試験

教職５年経験者研修①（ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ） 初任者研修④（ｵﾝﾗｲﾝ）

クラブ（三線）④

[ICT]校務の情報化講座C

地区授業改善アドバイザー研（公開授業）

教職３年目研修① 中学校教科主任研①（社会）

［所内講座⑦　指導案作成・板書計画］

夏季ダンス実技研修会

授業力アップ研究会①（中数） 幼児期の学びを生かした授業改善研修会（生活科）【ｵﾝﾗｲﾝ】

ヒアリング⑤（指導案） 幼児教育短期研修（発展ステージ）

昭和の日

科学の甲子園ジュニア島尻地区代表選考会

発達障害研① 「新たな教師の学びの姿」学習会【ｵﾝﾗｲﾝ】

小中自主参加講座①

児童生徒支援加配教員連絡会②

校内自立支援室支援員連絡会②

児童生徒支援関係職員合同研 地区事務職員研修会① 教務主任研修会 幼稚園小学校運動実技指導者講習会

室内検討会

小学校体育実技指導者講習会

第51回地区中学校夏季体育大会① 中堅教諭資質向上研④⑤

31 土 木 31

30 水 金 月 水 30

29 火 木 日 火 29

火 金 日 27

28 月 水 土 月 28

27 日

26 土 月 木 土 26

25 金 日 水 金 25

24 木 土 火 木 24

23 水 金 月 水 23

水 土 月 21

22 火 木 日 火 22

21 月

20 日 火 金 日 20

19 土 月 木 土 19

18 金 日 水 金 18

17 木 土 火 木 17

木 日 火 15

16 水 金 月 水 16

15 火

14 月 水 土 月 14

13 日 火 金 日 13

12 土 月 木 土 12

11 金 日 水 金 11

金 月 水 9

10 木 土 火 木 10

9 水

8 火 木 日 火 8

7 月 水 土 月 7

6 日 火 金 日 6

5 土 月 木 土 5

土 火 木 3

4 金 日 水 金 4

3 木

４　月 ５　月 ６　月 ７　月

2 水 金 月 水 2

1 火 木 日 火 1

年間行事計画
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小中自主参加講座② 教育相談① 後期研究員入所・初顔合わせ

沖縄県幼児教育合同研修会【オンライン】 オリエンテーション　初顔合わせセレモニー

初任者研修（本庁）オンデマンド 後期入所式   １５:００～

中堅教諭等資質向上研⑥⑦ 教職３年目研修③ 指導講師連絡会①

教育相談② ヒアリング①（志望動機） 　

管理職選考１次(予備）

初任者研修⑧

報告会リハーサル 教育事務所挨拶訪問

教育相談③ ［所内講座①　研究の進め方］ 文化の日

沖教支セ担当者連絡会④（セ） ［所内講座②　報告書の書き方］

小学校英語ステップアップ研修会①

琉舞クラブ①　ヒアリング④（理論、授業構想）

令和８年度長期研究員募集開始

教育相談①

リフレッシュ・ウィーク（～8/8） 旧盆（ウンケー） 沖縄県学力向上推進フォーラム【オンデマンド】

［所内講座⑤　授業づくり・評価］

沖教支センタースポーツ交流会

教育相談②

学校閉庁日（～8/8） 教育相談③

沖縄県保幼こ小架け橋期のカリキュラム検討会議②

旧盆（ウークイ） 県小・中学校長研究大会（那覇大会）

［所内講座③　学習指導要領］

　 ヒアリング②（テーマ・設定理由）

沖教支セ担当者連絡会⑤（セ）

県小・中学校長研究大会（那覇大会）

児童会・生徒会担当者研修会

ヒアリング③（仮説・検証計画）

教員候補者選考試験第２次試験

※［所外研修①　図書関連施設見学］ 指導講師検討会②～14日（理論、授業構想）

教員候補者選考試験第２次試験

共同学校事務室事務長会③ 小学校英語ステップアップ研修会②

修了式リハーサル 琉舞クラブ②

山の日 スタッフ会議 沖教支セ担当者連絡会⑥（セ）

授業力アップ研究会②（中数）

中学校教科主任研修会（数学）

所内検討会④（検証・考察・まとめ構想） 前期報告会　前期修了式

スクールカウンセラー等連絡協議会② 道徳教育パワーアップ研究協議会

児童生徒支援加配教員等連絡会③ ※渡嘉敷いきいきキャンプ～8日

ヒアリング⑧（まとめ・プレゼン）

　　 スポーツの日 スタッフ会議

管理職候補選考試験２次試験 県到達度調査（小）～12/11

体力つくり体育指導改善講習会 県公立小中学校教頭会研究大会(中頭)

幼児教育自主参加講座②

県到達度調査（中）～12/12

沖縄県保幼こ小架け橋期のカリキュラム検討会議① 定例校長研修会③・人事異動説明会 県公立小中学校教頭会研究大会(中頭)

第２回沖教支セ担当者研修会（宜野湾） ［所内講座④　プレゼンの技法］

9 敬老の日 指導講師検討会①～21日（研究仮説まで） 県中学校駅伝大会（那覇･久米島）

第３金曜日「少年を守る日」 第３土曜日「おきなわ地域教育の日」

所内研修「所長講話Ⅱ」

スタッフ会議

教員候補者選考試験第２次試験（予備日） 沖教支セ担当者連絡協議会講演会

第３土曜日「おきなわ地域教育の日」 中学校教科主任研修会（美術） 第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」

室内検討会

教員候補者選考試験第２次試験（予備日）

第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」 第３金曜日「少年を守る日」

指導講師検討会⑤～22日（まとめ・プレゼン） 研究報告書ホームページアップ用原稿提出 琉舞クラブ③

教育講演会（国研:藤原文雄氏） ※職業人講話①

中堅教諭等資質向上研修⑧⑨ ※子どもの読書活動推進フォーラム

島尻地区事務職員研修会② 第３土曜日「おきなわ地域教育の日」

所外研修③（学校施設等見学）

初任者研修（教育センター） ※子どもの読書活動推進フォーラム

第３金曜日「少年を守る日」 第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」

第３土曜日「おきなわ地域教育の日」 授業改善アドバイザー研修会（公開授業）② 授業力アップ研究会②（小国）

室内検討会 所内検討会②（理論、授業構想）

☆市町村幼児教育担当者連絡協議会②【オンライン】 防犯教室講習会(那覇・島尻地区) 地区小学校音楽発表会

初任者研修⑥ 第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」 理科観察・実験指導に関する研究協議会（中A） 第３金曜日「少年を守る日」

市町村教育長研修会② 理科観察・実験指導に関する研究協議会（中B）

秋分の日 勤労感謝の日

中学校教科主任研修会②（社会）

後期研究員入所前研修会 所内検討会①（テーマ・仮説・研究計画）

研究報告書ホームページアップ ※域内教支セ合同体育 振替休日

地区園長等運営管理協議会（ｵﾝﾗｲﾝ） 地区市町村指導主事等研修会③

［所内講座⑥　検証計画］

チャレンジ登校期間～9月5日 スタッフ会議 琉舞クラブ④

児童生徒支援加配教員連絡会④

初任者研修⑦（ｵﾝﾗｲﾝ） 校内自立支援室支援員連絡会③

室内検討会 退所セレモニー

※域内教支セ合同体育

授業力アップ研②（算数）

幼児教育短期研修（指導ステージ）〔園長〕 　 ミーティング開始 ［所内講座⑦指導案作成・板書計画］

ヒアリング⑤（指導案、模擬授業）

スタッフ会議

県立中学校入学願書受付（～10/31） 初任者研修⑨（代表授業）

所内検討会（プレゼン） [所内研修　所長講話Ⅰ]

第２回島尻教育ＤＸ推進員研修会 　　

地区幼児教育研究協議会 地区中学校音楽発表会

報告書・所報原稿入稿（最終原稿） 所外研修④（組合関連施設見学）

第51回地区中学校新人総合体育大会（～2/1）

前期研究員退所

スタッフ会議

中学校教科主任研（国語）

授業力アップ研②（中学国語） 　

県立中学校入学者選抜出願締切

８　月 ９　月 １０　月 １１　月

1

火土

月 水 土 1

木 日 2

金

木

日

月

水 金 月 3

土 火 4

土

月

7

8

水

金 日 水 5

月 木 6

火

金

日 火 金 7

水 土 8

木

11

日 水 12

月

水

土9

10

11

日

火 木 日 9

金 月 10

金

日

12

13

14

火

木 土 火

木

土 月 木 13

火 金 14

水

17

土 火 18

日

火

金15

16

17

土

月 水 土 15

木 日 16

木

土

18

19

20

月

水 金 月

水

金 日 水 19

月 木 20

火

23

金 月 24

土

月

木21

22

23

金

日 火 金 21

水 土 22

水

金

24

25

26

日

火 木 日

火

木 土 火 25

日 水 26

月

27

28

29

木

土 月 木 27

火 金 28

2

3

4

5

6

金 3131 日

火30 土

月 水 土 29

木 日 30

金

日

水
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指導講師検討会③（～5日）（指導案） 　

ヒアリング⑥（板書計画・模擬授業） 元　日

中学校英語STEP UP研修会② 県立高校卒業式

琉舞クラブ⑤ 先進校視察研修（1～2月で調整）

教育相談① 県立高校願書受付①

沖教支セ連絡会⑦（セ）

沖教支セ体験活動交流会 教育相談①

教育相談② 県立高校願書受付② 教育相談①

指導講師連絡会②

教育相談③ 　 教育相談②

授業力アップ研②（小算数） 教育相談② 県立高選抜学力検査１日目

幼児教育自主参加講座③ 検証保育・授業～23日 室内検討会

仕事始め式 スタッフ会議 スタッフ会議

チャレンジ登校期間 教育相談③ 教育相談③

教育相談① 県健康教育研究大会 県立高選抜学力検査２日目

報告会リハーサル

第31回沖縄県中学校総合文化祭 ※合同体育(予備）

県立中学校入学者選抜適性検査 教育相談② 県立高校志願変更申し出①

教育相談③

県立中学校入学者決定通知期限

室内検討会

県立高校併設型入学希望届提出期限

長期研究員募集締切

定例教頭研修会③（ｵﾝﾗｲﾝ）

県立高校併設型入学結果通知期限 県立高校志願変更申し出② 県立学校入学者選抜学力検査追検査

所内検討会④（検証・考察・まとめ構想）

チャレンジ登校期間 　

※域内教支セ合同工作教室

スタッフ会議 建国記念日

所内検討会③（指導案） 修了式リハーサル

成人の日

沖教支セ担当者連絡会⑨（セ）

中堅教諭等資質向上研⑩（ｵﾝﾗｲﾝ） チャレンジ登校期間

ヒアリング⑧（まとめ・プレゼン） 後期報告会・後期修了式

沖教支セ担当者連絡会⑧（セ） 令和8年度長期研究員選考委員会

第３回島尻教育ＤＸ推進員研修会

第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」 第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」

「しののめ」閉室セレモニー

沖縄県指導主事等連絡協議会②

第３金曜日「少年を守る日」 県立高校願書取り下げ・再出願①

学習指導案提出・学校への説明 所外研修②［学校施設等見学］ 所内研修「所長講話Ⅱ」

沖教支セ担当者連絡会⑩（セ）

大学入学共通テスト①
第３土曜日「おきなわ地域教育の日」 県立高校願書取り下げ・再出願② 県立学校合格発表

指導講師検討会⑤～20日（まとめ・プレゼン）

大学入学共通テスト② 児童生徒支援加配教員連絡会⑤

第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」 校内自立支援室支援員連絡会④ 県立学校２次募集願書受付①

※年末清掃

スタッフ会議 スタッフ会議

沖縄県保幼こ小架け橋期のカリキュラム検討会議③ 市町村教育長研修会③ 県立学校２次募集願書受付②

第３金曜日「少年を守る日」 地区市町村指導主事等研④ 県立学校修了式

琉球大学連携推進会議② 春分の日

県立中学入学選抜検査（追検査） 県立高校連携型入学確約書提出期限

第３土曜日「おきなわ地域教育の日」 第３金曜日「少年を守る日」 第３金曜日「少年を守る日」

※所外研修⑤（沖女短学生との交流）

第３日曜日「家庭の日・ファミリー読書」 第３土曜日「おきなわ地域教育の日」 第３土曜日「おきなわ地域教育の日」

ヒアリング⑦（検証・考察・まとめ）～25日

スタッフ会議

９年間の学びを繋ぐ小中キャリア充実事業②【ｵﾝﾗｲﾝ】 初任者研修⑩

天皇誕生日

県立中学校入学確約書提出 県立高校２次募集志願変更再出願

室内検討会

中堅教諭等資質向上研⑪

令和８年度前期研究員入所前研修会

スタッフ会議 研究報告書ホームページアップ

退所セレモニー

島尻地区事務職員研修会③

仕事納め式 指導講師検討会④～30日（検証・考察・まとめ）

しののめ感謝祭

初任者研修⑪（教育講演・閉講式）

年末年始休（～1月4日） 所内検討会⑤（まとめ・プレゼン）

※沖縄女子短期大学連携推進会議②

幼稚園・認定こども園2年目研

教職２年目研修③（研究発表会） 県立高校２次募集合格発表

市町村幼児教育担当者連絡協議会③

定例校長研修会④

後期教育研究員退所

退職者辞令交付式

１２　月 １　月 ２　月 ３　月

日

2 2

月

金 月 月火

1 1木 日

土 3

月

4

火 火

4

水

日 水 水木

3

7

6

8

木 木

6

金

火 金 金土

5 5

水 土 土

8

日

木 日 日月

7

金 9

日

10

月 月

10

火

土 火 火水

9

13

12

14

水 水

12

木

月 木 木金

11 11

火 金 金

14

土

水 土 土日

13

木 15

土

16

日 日

16

月

金 月 月火

15

19

18

20

火 火

18

水

日 水 水木

17 17

月 木 木

20

金

火 金 金土

19

水 21

金

22

土 土

22

日

木 日 日月

21

25
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 　関係例規
 

 南部広域行政組合島尻教育研究所設置条例

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　              　　　　　　　　　　　　　　　平成 6 年 3 月 8 日

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　              　　　　　　　　　　　条例第 6 号

 (設置)

第 1 条　地方教育行政の組織及び運営に関する法律(昭和 31 年法律第 162 号)第 30 条の規定に基づき、教育に関する

      調査、研究及び教育関係職員の研修を行うため、南部広域行政組合島尻教育研究所(以下「研究所」という。)

       を設置する。

 (名称及び位置)

 第 2 条　研究所の名称及び位置は、次のとおりとする。

名称 南部広域行政組合島尻教育研究所

位置 島尻郡八重瀬町字東風平 965 番地

 (事業)

 第 3 条　研究所は、第 1 条の目的を達成するため、次の各号に掲げる事業を行う。

 　(1)　教育に関する専門的及び技術的事項の調査研究に関すること。

 　(2)　教育関係職員の研修に関すること。

 　(3)　研究成果の普及及び教育相談に関すること。

 　(4)　教育関係資料の収集及び活用に関すること。

 　(5)　前各号に掲げるもののほか、南部広域行政組合教育委員会が必要と認める事業に関すること。

 (職員)

 第 4 条　研究所に必要な職員を置く。

 (委任)

 第 5 条　この条例に定めるもののほか、研究所の組織及び運営その他必要な事項は、教育委員会規則で定める。

 附　則　この条例は、平成 6 年 4 月 1 日から施行する。

 附　則(平成 18 年条例第 2 号)　この条例は、平成 18 年 4 月 1 日から施行する。

 
南部広域行政組合島尻教育研究所設置条例施行規則

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 平成 14 年 3 月 1 日

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　教委規則第 4 号

南部広域行政組合島尻教育研究所設置条例施行規則(平成 6 年南部広域行政組合教育委員会規則第 1 号)の全部を改正

 する。

 (趣旨)

第 1 条　この規則は、南部広域行政組合島尻教育研究所設置条例(平成 6 年南部広域行政組合条例第 6 号。以下「条

　　　例」という。)第 5条の規定に基づき、南部広域行政組合島尻教育研究所(以下「研究所」という。)の組織及

 　　　び運営に関し必要な事項を定めるものとする。

 (職員)

 第 2 条　研究所に、次の各号に掲げる職員を置くことができる。

 　(1)　所長　　　　　(2)　主任指導主事　　　(3)　指導主事　　　(4)　教育相談員

 　(5)　前各号に掲げる職員のほか、必要な職員

 (職務)

 第 3 条　所長は、上司の命を受け、所務を掌理し、所属職員を指揮監督する。

、 、 、 、2　主任指導主事は 上司の命を受け 研究所の企画運営及び指導業務を掌理するとともに 所長が不在(所長が出張

　病気その他の理由又は欠けたことにより決裁又は決定することができない状態をいう。)のときは、その職務を代

 　理する。

 3　指導主事は、上司の命を受け、研究所の企画運営及び指導業務に従事する。

 4　教育相談員は、上司の命を受け、研究所の専門的相談業務に従事する。

 5　必要な職員は、上司の命を受け、担任の事務に従事する。

 (所長の専決事項)

 第 4 条　所長が専決できる事項は、次のとおりとする。ただし、所長の県外出張については、この限りでない。

 　(1)　常例に属する公表、認定、証明、報告、申請、照会及び回答に関すること。

 　(2)　研究所に関係する機関及び団体間の常例的連絡調整に関すること。

 　(3)　関係市町村の学校その他の教育機関に対し 研究所運営上必要とする調査資料等の提出の依頼に関すること、 。

 　(4)　研究所の施設及び備品の使用許可に関すること。

 　(5)　前各号に掲げるもののほか、軽易な事項に関すること。

 (報告)

 第 5 条　所長は、研究所の業務について、常例又は随時に教育長及び教育次長に報告しなければならない。

 (教育研究員)

 第 6 条　研究所に 教育に関する調査研究のため 教育研究員(以下 研究員 という )を入所させることができる、 、 「 」 。 。
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 2　研究員は、教育職員のうちから教育長が選考し、決定する。

3　研究員の入所期間は、1 年以内とする。ただし、渡嘉敷村、座間味村、粟国村及び渡名喜村の幼稚園及び幼保連

 　携型認定こども園については、2 年以内とする。

 (修了証書)

 第 7 条　研究所において所定の研究を修了した者に対し、修了証書(別記様式)を授与する。

 (研究協力員)

 第 8 条　研究所の事業を推進するため、必要に応じ研究協力員(以下「協力員」という。)を置くことができる。

 2　協力員は、教育職員のうちから教育長が委嘱する。

 3　協力員の任期は、2 年以内とする。ただし、再任を妨げない。

 (指導講師)

 第 9 条　研究員及び協力員の研究活動に指導及び助言を与えるため、必要に応じ指導講師を置くことができる。

 2　指導講師は、教育長が委嘱する。

 3　指導講師の任期は、研究員の指導講師にあっては 1 年以内、協力員の指導講師にあっては 2 年以内とする。

 4　指導講師は、再任されることができる。

 (その他)

 第 10 条　この規則に定めるもののほか、研究所の管理及び運営に関し必要な事項は、別に定める。

 附　則

 1　この規則は、平成 14 年 4 月 1 日から施行する。

2　この規則の施行の際現にこの規則による改正前の南部広域行政組合島尻教育研究所設置条例施行規則の規定に基

 　づいて行われた手続等は、この規則の規定に基づいて行われたものとみなす。

 附　則(平成 19 年教委規則第 1 号)　この規則は、公布の日から施行する。

 附　則(平成 22 年教委規則第 1 号)　この規則は、平成 22 年 4 月 1 日から施行する。

 附　則(平成 24 年教委規則第 2 号)　この規則は、平成 24 年 4 月 1 日から施行する。

 附　則(平成 28 年教委規則第 1 号)　この規則は、平成 28 年 4 月 1 日から施行する。

 附　則(令和 ２ 年教委規則第 2 号)　この規則は、令和 ２ 年 4 月 1 日から施行する。

 別記様式(第 7 条関係)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

南部広域行政組合島尻教育研究所教育研究員に関する規程

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　平成 14 年 3 月 1 日

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　教委訓令第 3 号

 (趣旨)

第 1 条　この規程は、南部広域行政組合島尻教育研究所設置条例施行規則(平成 14 年南部広域行政組合教育委員会規

　　　則第 4 号)第 10 条の規定に基づき、南部広域行政組合島尻教育研究所(以下「研究所」という。)の教育研究員

 　　　(以下「研究員」という。)について必要な事項を定めるものとする。

 (応募資格)

 第 2 条　研究員の応募資格は、次の各号のいずれかに該当する者とする。

　(1)　研究員は、島尻教育事務所管内の幼稚園、幼保連携型認定こども園、小学校又は中学校(以下「学校等」とい

 　　う。)の教育職員で教職経験 3 年以上経過したものであること。

 　(2)　県内外の研究機関における長期研修修了後 3 年以上経過した者であることを原則とすること。

 (応募方法)

第 3 条　研究員に応募する者は、教育研究員申込書、希望研究テーマ、所属長の推薦書を添えて、当該教育職員が所

 　　　属する市町村教育委員会を経て南部広域行政組合教育委員会に提出するものとする。

 

- 13 -



 (研究方法及び報告)

第 4 条　研究員は、研究所の研究計画のもとに学校等及び個人の課題に基づき、研究テーマを設定して研究するもの

 　　　とする。

2　研究員は、それぞれの研究の修了日までにその研究経過及び研究結果を報告書にまとめ、所長に提出するととも

 　に、研究発表を行うものとする。

 (経費)

 第 5 条　研究員の研究に必要な経費は、予算の範囲内で支出し、それを超える経費については研究員の負担とする。

 (服務)

 第 6 条　研究員の服務は、それぞれの研究員が所属する学校等の職員服務規程を準用する。

 附　則

 1　この訓令は、平成 14 年 4 月 1 日から施行する。

 2　島尻教育研究所教育研究員に関する要項(平成 6 所長訓令第 1 号)は、廃止する。

3　この訓令の施行前に島尻教育研究所教育研究員に関する要項の規定に基づいて行われた手続等は、この訓令の規

 　定に基づいて行われたものとみなす。

 附　則(平成 16 年教委訓令第 1 号)　この訓令は、平成 16 年 4 月 1 日から施行する。

 附　則(平成 28 年教委訓令第 1 号)

 
 

南部広域行政組合島尻教育研究所運営委員会規則

                                                 　　　　　　　                         平成 14 年 3 月 1 日

                                                               　　　　　　　              教委規則第 5 号

 (趣旨)

第 1 条　この規則は、南部広域行政組合の附属機関の設置に関する条例(平成 14 年南部広域行政組合条例第 7 号)第 3

　　　条の規定に基づき、南部広域行政組合島尻教育研究所運営委員会(以下「運営委員会」という。)の組織及び運

 　　　営に関し必要な事項を定めるものとする。

 (所掌事項)

 第 2 条　運営委員会は、所長の諮問に応じ、次の事項について審議し、答申する。

 　(1)　島尻教育研究所(以下「研究所」という。)の管理運営に関する事項

 　(2)　その他所長の諮問事項

 (組織)

 第 3 条　運営委員会は、10 人以内の委員で組織する。

 2　委員は、次に掲げる者のうちから教育長が委嘱する。

 　(1)　学識経験者　　　(2)　教育職員　　　(3)　前 2 号に掲げる者のほか、教育長が必要と認める者

 
 (任期)

 第 4 条　委員の任期は、2 年とする。ただし、再任を妨げない。

 2　補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。

 (委員長及び副委員長)

 第 5 条　運営委員会に委員長及び副委員長を置き、委員の互選によりこれを定める。

 2　委員長は、運営委員会を代表し、会務を総理する。

 3　副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき、又は委員長が欠けたときは、その職務を代理する。

 (会議)

 第 6 条　運営委員会の会議(以下「会議」という。)は、委員長が招集する。

 2　運営委員会は、委員の半数以上の出席がなければ会議を開くことができない。

 3　会議の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは委員長がこれを決する。

4　委員長は、運営委員会において必要があると認めるとき、関係者の出席を求め、必要な資料を提出させ、説明又

 　は意見を聴くことができる。

 (庶務)

 第 7 条　運営委員会の庶務は、研究所において処理する。

 (その他)

 第 8 条　この規則に定めるもののほか、運営委員会に関し必要な事項は、委員長が運営委員会に諮って定める。

 附　則

 1　この規則は、平成 14 年 4 月 1 日から施行する。

 2　南部広域行政組合島尻教育研究所運営委員会設置要項は、廃止する。

3　この規則の施行前に南部広域行政組合島尻教育研究所運営委員会設置要項の規定に基づいて行われた手続等は、

 この規則の規定に基づいて行われたものとみなす。

 附　則(平成 18 年教委規則第 3 号)　この規則は、平成 18 年 4 月 1 日から施行する。
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南部広域行政組合島尻教育研究所における不登校児童・生徒のこどもサポートルームの設置及び運営に関する規則

                                                                       　　　　　　　   平成 10 年 4 月 1 日

                                                                             　　　　　　　教委規則第 1 号

 (趣旨)

第 1 条　この規則は、南部広域行政組合島尻教育研究所設置条例(平成 6 年南部広域行政組合条例第 6 号)第 5 条の規

　定に基づき、同条例第 3 条第 3 号の事業に関し、不登校児童・生徒の社会的自立を促進するため設置するこどもサ

 ポートルーム(以下「ルーム」という。)について、必要な事項を定めるものとする。

 (教室の名称及び位置)

 第 2 条　ルームの名称及び位置は、次のとおりとする。

  名称  しののめ

  位置  島尻郡八重瀬町字東風平 965 番地

 (支援対象)

第 3 条　支援の対象となる者は、心理的要因等によって登校できない南部広域行政組合教育委員会管内(南部広域行

（ ） 。 「 」　政組合負担金条例 平成 26 年南部広域組合条例第 1 号 別表第 6項に規定された市町村 以下 管内教育委員会

　という。)の小・中学校在籍の児童・生徒で、第 9 条第 1 項の規定により教室における指導が望ましいと判定され

 　たものとする。

 (開室日)

 第 4 条　開室日は、公立小・中学校の授業日に準ずる。

2　南部広域行政組合島尻教育研究所長(以下「研究所長」という。)が特に必要と認めた場合、あらかじめ南部広域

　行政組合教育委員会(以下「教育委員会」という。)の承認を得て、前項に規定する授業日以外の日を授業日とする

 　ことができる。

 (指導方針、指導計画等の作成及び公表)

第 5 条　研究所長は、教室の指導方針、指導計画等を作成し、教育委員会の承認を得て、管内教育委員会に公表しな

 　ければならない。

 第 6 条　教室に担当教諭のほか、必要に応じ支援員を置くことができる。

 2　担当教諭は、沖縄県教育委員会からの派遣教諭をもって充てるものとする。

 3　支援員は、教育委員会教育長(以下「教育長」という。)が適当と認めた者をもって充てるものとする。

 (指導者の職務)

 第 7 条　担当教諭は、上司の命を受け、教室の運営及び児童・生徒の支援に当たる。

 2　支援員は、上司の命を受け、担当教諭を補佐する。

 (こどもサポートルーム協力者会議)

第 8 条　ルームの運営及び児童・生徒への支援に当たり、助言を得るため、こどもサポートルーム協力者会議(以下

 　「協力者会議」という。)を置く。

 2　協力者会議は、10 人以内の委員(以下「協力員」という。)で組織し、次に掲げる者の内から教育長が委嘱する。

 　(1)　学識経験者　　　(2)　学校関係者　　　(3)　教育行政関係職員　　　(4)　管内教育委員会の教育相談員

 3　協力員の任期は 2 年とし、再任を妨げない。ただし、補欠協力員の任期は、前任者の残任期間とする。

 (入室判定委員会)

 第 9 条　教育委員会に入室判定委員会を置き、児童・生徒の教室への入室判定を行う。

2　入室判定委員会は、研究所長、指導主事、担当教諭のほか、前条第 2 項第 3 号に規定する教育長が委嘱した教育

 　行政関係職員及び精神科医師又は臨床心理士等で組織する。

3　第 1 項の規定により、入室を判定された者は、教育委員会がその者の属する管内教育委員会及び当該学校長に通

 　知する。

 (その他)

 第 10 条　ルームの運営に関し必要な事項は、教育長が別に定める。

 附　則　この規則は、平成 10 年 4 月 1 日から施行する。

 附　則(平成 13 年教委規則第 4 号)

この規則は、公布の日から施行し、改正後の南部広域行政組合島尻教育研究所における不登校児童生徒のこどもサポ

 ートルームの設置及び運営に関する規則の規定は、平成 13 年 4 月 1 日から適用する。

 附　則(平成 14 年教委規則第 7 号)　この規則は、公布の日から施行する。

 附　則(平成 16 年教委規則第 1 号)　この規則は、平成 16 年 4 月 1 日から施行する。

 附　則(平成 18 年教委規則第 4 号)　この規則は、平成 18 年 4 月 1 日から施行する。

 附　則(平成 24 年教委規則第 1 号)　この規則は、平成 24 年 4 月 1 日から施行する。

 附　則(令和 5 年教委規則第 1 号）  この規則は、令和 5 年 4 月 1 日から施行する。

 附　則(令和 7 年教委規則第 1 号）  この規則は、令和 7 年 4 月 1 日から施行する。

 附　則(令和 7 年教委規則第 2 号）  この規則は、令和 7 年 4 月 1 日から施行する。
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 　長期研修員募集要項
 

 
 令和７年度教育研究員　募集要項（幼稚園・こども園）

 １　事業目的

　　公立幼稚園・こども園における今日的教育課題を解決していくために、幼児教育に関する理論研究と実践力の向上及び教育職員としての教養の深化を図り、使命感

 　を持った人材を育成して島尻教育の活性化と発展に資する。

 ２　応募資格

　(1)　南部広域行政組合教育委員会域内の公立幼稚園・公立認定こども園の教育職員（幼稚園教諭・こども園保育教諭）で、公立保育所勤務も含めて経験３年以上経過

 　　していること。

 　(2)　原則として県内外の研修機関における長期研修修了後３年以上経過していること。

 　(3)　中堅教諭等資質向上研修の対象者、教員免許状更新講習の対象者を除く。

 　(4)　沖縄県立総合教育センターの長期研修応募との併願は、原則として認めない。

 　(5)　本教育研究所が計画する研修（宿泊研修を含む）を受講することができること。

 　(6)　教育研究員の派遣に係る代替教員等の加配については、派遣元が負担すること。

 ３　研究期間

　前期 令和７年 ４月１日 ～ 令和７年 ９月30日 (６ヶ月)  
 　後期 令和７年 10月１日 ～ 令和８年 ３月31日 (６ヶ月)

 ４　研究内容

　　幼稚園・こども園における今日的教育課題を踏まえ、理論研究及び実践研究を行い、その具体的な成果を広く現場に還元できる内容とする。また、研究内容は報告

 　書にまとめる。

 　(1)　研究領域　　　幼稚園教育要領、こども園教育・保育要領を踏まえた研究とする。教育課程内の領域とする。

 　(2)　研究テーマ　　研究テーマは、島尻教育研究所指定テーマから選択するか、または、応募者が設定する任意のテーマとする。

島尻教育研究所指定テーマ 教育課題に関する理論研究及び実践研究 
応募者が設定する任意テーマ 幼稚園教育要領、認定こども園教育・保育要領が求める保育 

 　(3)　島尻教育研究所指定テーマ   

指定テーマ番号 対　 象 指定テーマ 指定テーマの内容

① 　教　　諭 保幼こ小連携 保幼こ小連携の指導の充実と体制づくり

 　(4)　検証保育　　　実践研究のための検証保育を所属園において実施する。

 　(5)　研究員の指導

       ① 研究の進め方、内容等については、島尻教育研究所指導主事を中心に指導する。

 　　② 域内の幼稚園・こども園園長、教頭（主任 、連携大学教員、学識経験者等を指導講師に委嘱し、研究テーマに関わる指導を依頼する。  ）

 ５　募集人員（予定）

　前期 幼稚園教諭・こども園保育教諭　１名　程度 
 　後期 幼稚園教諭・こども園保育教諭　１名 程度  

 ６　応募方法

 　(1)　応募者は、応募書類（様式１、２）を園長に提出する。

 　(2)　園長は、応募書類（様式１、２）に推薦書（様式３）を添え、厳封して設置自治体の主管課長（教育委員会教育長または福祉部局長）に提出する。

      　● 様式１：教育研究員申込書　　　● 様式２：希望研究テーマ　　　● 様式３：推薦書　　　　　　

 　　　※　様式１～３は、島尻教育研究所のホームページからダウンロード可

 　(3)　教育委員会は、応募書類を確認の上、教育研究所所長宛に様式１・様式２・様式３を提出する。

   　　福祉部局は、応募書類を確認の上、教育委員会を通して教育研究所所長宛に様式１・様式２・様式３を提出する。

 ７　応募書類の提出方法・期日

 　(1)　幼稚園から市町村教育委員会へ提出は、 までとする。令和６年12月27日（金）

       認定こども園から市町村福祉部局へは、 までとし、福祉部局は、 までに市町村教育委員会に提出する。令和６年12月20日（金） 令和６年12月27日（金）

 　(2)　市町村教育委員会は福祉部局からの応募も取りまとめ、島尻教育研究所へ、 までに提出する。令和７年１月10日（金）

 ８　教育研究員の決定通知

     決定通知を島尻教育研究所長から各市町村教育委員会、福祉部局に通知する。(令和７年３月上旬予定)

 
 令和７年度教育研究員　募集要項（公立小・中学校）

 １　事業目的

　　小・中学校における今日的教育課題を解決していくために、各教科・領域等並びに教育課題に関する理論研究及び実践研究を行い、実践力の向上や教育職員として

 　の教養の深化を図り、使命感を持った人材を育成して島尻教育の活性化と発展に資する。

 ２　応募資格

   (1) 南部広域行政組合教育委員会域内の小学校・中学校の教育職員(教諭、養護教諭、栄養教諭)で、教職経　　験３年以上経過していること。

   (2) 原則として県内外の研修機関における長期研修修了後３年以上経過していること。

 　(3) 中堅教諭等資質向上研修の対象者、教員免許状更新講習の対象者を除く。また、原則として教職５年経験者研修の対象者も除く。

 　(4) 沖縄県立総合教育センターの長期研修応募との併願は、原則として認めない。

 ３　研究期間

　前期 令和７年 ４月１日 ～ 令和７年 ９月30日 (６ヶ月)  
 　後期 令和７年 10月１日 ～ 令和８年 ３月31日 (６ヶ月)

 ４　研究内容

　　教科・領域等において、今日的教育課題を踏まえ、理論研究及び実践研究を行い、その具体的な成果を広く学校現場に還元できる内容とする。研究テーマに沿って

 　仮説検証型あるいは実践研究型の研究を行い、検証授業を行うとともに、本教育研究所が計画する研修（宿泊研修含む）を受講する。研究内容は報告書にまとめる。

 　(1)　研究領域　　　学習指導要領を踏まえた研究とする。教育課程内の教科･領域、教育課題とする。 

 　(2)　研究テーマ　　研究テーマは、島尻教育研究所指定テーマから選択するか、または、応募者が設定する任意のテーマとする

島尻教育研究所指定テーマ 小・中学校の教育課題に関する理論研究及び実践研 
小・中学校の各教科、領域等並びに教育課題に関する理論研究及び実践研究 応募者が設定する任意テーマ

 　(3)　島尻教育研究所指定テーマ   

指定テーマ番号 対　 象 指定テーマ 指定テーマの内容

① ＳＤＧＳ ＳＤＧＳの理念に基づく学校づくり・授業づくり 
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② ＩＣＴ コンピュータ等や情報通信ネットワークなどを適切に利用した学習活動 
③ 教　　諭 保幼こ小連携 保幼こ小連携の指導の充実と体制づくり

④ 特別支援教育 子ども一人ひとりの教育的ニーズを把握し、その持てる力を確認して伸ばし、学習や生活に適切な指導や支援を行う

⑤ 養護教諭 健康相談 いじめ、不登校、性同一性障害等の心の健康問題に関する健康相談活動の充実と養護教諭の役割と連携

⑥ 栄養教諭 食に関する指導 望ましい食習慣や食生活を形成する指導の充実と栄養教諭の役割と連携

 　(4)　検証授業　　原則として、仮説検証、実践研究のための検証授業を、所属校において実施する。

 　(5)　研究員の指導

 　　①　研究の進め方、内容等については、島尻教育研究所指導主事を中心に指導する。

 　　②　域内の校長、教頭、連携大学の教員、学識経験者等を指導講師に委嘱し、研究テーマに関わる指導を依頼する。

 ５　募集人員（予定）

前　期 小・中学校　４名　程度  
後　期 小・中学校　４名　程度  

 ６　応募方法

 　(1)　応募者は、応募書類（様式１、２）を校長に提出する。

 　(2)　校長は応募書類（様式１、２）に、推薦書（様式３）を添え、厳封して教育委員会教育長に提出する。

        ● 様式１：教育研究員申込書　　　● 様式２：希望研究テーマ　　　● 様式３：推薦書　　　　　　

        ※ 様式１～３は、島尻教育研究所のホームページからダウンロード可

 　(3)　教育委員会は、応募書類を確認の上、教育研究所所長宛に様式１・様式２・様式３を提出する。

 ７　応募書類の提出方法・期日

 　(1) 学校から市町村教育委員会へは、　 までとする。  令和６年12月27日（金）

 　(2) 市町村教育委員会から島尻教育研究所へは、 までとする。  令和７年１月10日（金）

 ８　教育研究員の決定通知

   　沖縄県教育委員会の研究員定数通知を受けて、令和６年度の教育研究員の決定通知を島尻教育研究所長から各市町村教育委員会並びに所属長宛に通知する。

 　　(令和６年３月上旬予定)

 
 令和７年度教育研究員　募集要項（離島幼稚園教諭・こども園保育教諭）

 １　事業目的

　　島尻教育研究所域内の離島公立幼稚園教諭・こども園保育教諭に対し、当該幼稚園・こども園に勤務しながら長期（１年間）研修を実施し、幼児教育に関する理論

 　研究と実践力の向上等、教職員の資質向上を図る。

 ２　応募資格

 (1) 南部広域行政組合教育委員会域内の離島公立幼稚園・公立認定こども園の教育職員（幼稚園教諭・こども園保育教諭）で、保育所勤務も含めて経験３年以上経過 
 　　していること。

   (2) 原則として県内外の研修機関における長期研修修了後３年以上経過していること。

 　(3) 中堅教諭等資質向上研修の対象者、教員免許状更新講習の対象者を除く。

 　(4) 沖縄県立総合教育センターの長期研修応募との併願は、原則として認めない。

   (5) 本教育研究所が計画する研修（宿泊研修を含む）を受講することができること。 
 ３　研究期間 

１年 令和７年 ４月１日 ～ 令和８年 ３月31日 (１年)    
 ４　研究内容

　　幼稚園・こども園における今日的教育課題を踏まえ、理論研究及び実践研究を行い、その具体的な成果を広く現場に還元できる内容とする。また、研究内容は報告

 　書にまとめる。

   (1)  研究領域　　　幼稚園教育要領、こども園教育・保育要領を踏まえた研究とする。教育課程内の領域とする。

   (2)  研究テーマ　　研究テーマは、島尻教育研究所指定テーマから選択するか、または、応募者が設定する任意のテーマとする。

島尻教育研究所指定テーマ 教育課題に関する理論研究及び実践研究 
応募者が設定する任意テーマ 幼稚園教育要領、認定こども園教育・保育要領が求める保育 

   (4)　島尻教育研究所指定テーマ   

指定テーマ番号 対　 象 指定テーマ 指定テーマの内容
① 教　　諭 保幼こ小連携 保幼こ小連携の指導の充実と体制づくり

   (5)　検証保育　　　原則として、実践研究のための検証保育を、所属園において計画的に実施する。

   (6)　研究員の指導　 ① 研究の進め方、内容等については、島尻教育研究所指導主事を中心に指導する。    
        　　　　　　　　 　② 域内の幼稚園園長、教頭（主任 、連携大学教員、学識経験者等を指導講師に委嘱し、研究テーマに関わる指導を依頼する。）

 ５　募集人員　　１名（予定）

 ６　応募方法

   (1)  応募者は、応募書類（様式１、２）を園長に提出する。

   (2) 園長は、応募書類（様式１、２）に推薦書（様式３）を添え、厳封して設置自治体の主管課長（教育委員会教育長または福祉部局長）に提出する。  
      　● 様式１：教育研究員申込書　　　● 様式２：希望研究テーマ　　　● 様式３：推薦書　※　様式１～３は、島尻教育研究所のホームページからダウンロード可

    (3) 教育委員会は、応募書類を確認の上、教育研究所所長宛に様式１・様式２・様式３を提出する。

   　　福祉部局は、応募書類を確認の上、教育委員会を通して教育研究所所長宛に様式１・様式２・様式３を提出する。

 ７　応募書類の提出方法・期日

    (1) 幼稚園から市町村教育委員会へ提出は、 までとする。令和６年12月27日（金）

 　　　認定こども園から市町村福祉部局へは、 までとし、福祉部局は、 までに市町村　教育委員会に提出する。令和６年12月20日（金） 令和６年12月27日（金）

    (2) 市町村教育委員会は福祉部局からの応募も取りまとめ、島尻教育研究所へ、 までに提出する。令和７年１月 10 日（金）

 ８　教育研究員の決定通知　　 (令和６年３月上旬予定)決定通知を島尻教育研究所長から各市町村教育委員会、福祉部局に通知する。

 ９  研修について

   (1) 研修の実際

 　　① 研究員は、所属幼稚園･こども園に勤務しながら、長期（１年）にわたり研修を行い、前期・後期研究員と同様に研究を行う。  
 　　② 研究員は、各自の研修テーマについて、指導主事の指導助言及び指導講師との緊密な連携のもとに、自発的・自主的に研修を行う。  

 　　③ 研究員は、当研究所が計画する研究所での研修や講座を受講する。  
 　　④ 検証保育については、指導講師を所属幼稚園に派遣し、助言を受ける。また、必要に応じて、指導講を派遣する。  

 　　⑤ 研究員は、研究成果を報告書にまとめ、研究所の計画する報告会において、口頭で発表する。  
 　　⑥ 研究員は、研究所が計画する前期入所式及び後期修了式、研究成果報告会へ参加する。  
 　　　　その他、前期・後期研究員に実施する研修については、園との調整により受講できる。
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   長期研修の概要

 
 
 
 
 
 

 １　研修の流れ（６ヶ月）
       ４月／10月　　　　５月／11月　    ６月／12月　    ７月／１月　     ８月／２月　   ９月／３月

 
 
 
 
 
 

 ２　主な所内研修
 

 　　■ 研究テーマに基づく指導法工夫･改善研究
 　　　［ 研究報告書　　12 頁 ］授業研究を行い、仮説検証型の報告書を作成します
 　　　［ ヒアリング　　 ８ 回 ］研究所の主事が研究の進捗状況を聞き、助言します

 　　　［ 指導講師検討会 ５ 回 ］指導講師が専門的な立場で助言します
 　　　［ 所内検討会　　 ５ 回 ］テーマ、理論、検証授業等について発表･検討します

 
 　　■ 教育研究員の資質向上に係る研修

 　　　［ 所内講座・講義 10回 ］研究の進展に合わせ、研究の進め方、まとめ方など学級経営や
 　　　　　　　　　　　　　　    授業づくり等に関する講座があります　

 
 　　　　　　　(講座例)・研究の進め方、報告書の書き方　　・英語科の授業づくり

 　　　　　　　　　　　・主体的･対話的で深い学びの授業　 ・幼児教育
 　　　　　　　　　　　・授業プランシートと発問、板書　　・学習指導案と模擬授業　　　

 　　　　　　　　　　　・プレゼンテーションの技法　　　　・学級集団づくり
 

 　　■ 短期研修、教育講演会、研究団体等研究発表会への参加
 
 

 ３　主な所外研修
 

 　　■ 視察研修
 　　　［ 先 進 校 視 察 ］教育先進校の研究発表会等に積極的に参加します

 　　　［ 授 業 研 究 会 ］教育研究団体の研究会、学習回への参加を推進します
 　　　［ 教育先進地視察 ］教育先進地や学校を視察訪問し、視野を広げます

 　　　［ 特別支援学校視察 ］特別支援学校や関係施設を訪問し、教育相談や特別な
 　　　　　　　　　　　　　　支援を要する児童生徒への対応について学びます

 
 　　■ その他の所外研修

 　　　［沖女短特設授業］沖縄女子短期大学の講義「先輩教師に学ぶ」にゲストティーチャーとして参加し
 　　　　　　　　　　　　学生との交流を通して、自らの教師としての在り方を再確認します

 　　　［JICA研修生交流］教育研修のために来日しているJICA研修生と交流します
 
 

 ４ クラブ活動　
 　　■  三線　講師の先生の語りも楽しく、５回の講習会で、４～５曲習います

 　　■  琉舞　５回の講習会で 「かぎやで風」を美しく舞うようになります、
 

 ５ 教育研究員の声　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 　  ○　島尻教育研究所の長期研修について、概要を説明します
    ○　長期研修は、幼、小、中学校の教諭が、半年間、本教育研究所に籍を置き、

　   各自のテーマに沿った研究や、教師としての知見を広める修養などの研修を行い

 入所式　ヒアリング

 研修計画　文献収集

 所内講座〔授業づくり〕

 先行研究

 指導講師検討会

 所内検討会

 指導案作成

 視察研修 クラブ

 教育講演会

 検証授業　講座

 視察研修　講話

 検証のまとめ

 研究報告会

退所式

 研究報告書のまとめ

 プレゼン作成

 所外研修

 ■　自分が学びたいことを思う存分学べ
 　ます自分の指導法に自信がない人にも

　是非お薦めします

 ■　忙しさを言い訳に教材研究から目を
 　背けてきた日々に終止符！　理論研究
 　から授業づくりまで、じっくり取り組

　むことができますよ！

 ■　指導講師、指導主事の先生から助言
 　を受けながら教科の指導方法を深く研
 　究することができ、スキルアップに繋

　がります

 ■　校種を超えて情報を交換したり、授
 　業を見たりできる貴重な機会となって

　います

前期２名　後期２名　特別研究員１名
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 　長期研修　所内講座実施計画
 

主な所内講座〉※日程や内容は、研究員の研究の状況に応じてその都度調整する。　〈

回 期　日 講座名 主な内容（予定） 担　当

    ① 　４／　１ 入所 ■研修の概要　　■日程確認 所長

１０／　１ オリエンテーション ■服務規律 指導主事

　４／　３ 講座① ■研究のゴールを理解し、見通しを持つ 主事②    
   １０／　３ 「研究の進め方」 　・半年間スケジュール　・報告書のつくり  　　　

  　・研究発表会のビデオを見る　・研究行程　　　　

　・仮説検証の進め方

    ③ 　４／　３ ヒアリング① ■志望動機、研究したい内容の聞き取り 所長

１０／　２ 「志望動機」 　・志望動機　・研究主題　・主題設定理由 指導主事  
　・具体的な手だて　・研究仮説

  ４／　４ 講座② ■報告書の様式について理解する 主事④    
１０／　３ 「報告書の書き方」 　・報告書の様式確認　・パソコンの設定

  ４／　８ 講座③ ■新学習指導要領が求める授業づくり 所長⑤    
  １０／　７ 「学習指導要領」 　・未来の社会像・目指す人物像と資質･能力

 　（研究構想図） 　・目指す教育像（新学指が求める授業づくり）

 　・授業の現状（子供の様子から）と課題

　・解説総則編の読み合わせ　・めざす授業像

    ⑥ 　４／　８ ヒアリング② ■研究構想図作成の進捗状況 所長

１０／　７ 「テーマ・設定理由」 　・研究構想図 指導主事

　４／１１ 所外研修① ■南部広域行政組合関連施設の見学等を通して、環境保 全員⑦   
１０／３０ 「組合関連施設見学」 　全対策等について理解し、重要性を学び、日常生活及

　び学校教育活動において主体的に取り組む意識を高める

　４／　９ 講座④ ■効果的なプレゼンの方法について知る 所長⑧    
１０／１５ 「プレゼンの技法」 　・パワーポイントの操作　・効果的プレゼン

  ４／１４ 指導講師検討会① ■専門的見地から指導･助言を仰ぐ 指導講師⑨  
１０／１５

    ⑩   ４／２１ ヒアリング③ ■テーマ・仮説･研修計画 所長

１０／　９ 「研究仮説」　 　・研究主題　・サブテーマ　・主題設定理由　　　 指導主事  
　・研究仮説　・研究計画　

　４／２３ 室内検討会① ■所内検討会のための事前の意見交換と練り上げ 研究員⑪  
１０／２１

⑫ 　４／２５ 所内検討会① ■研究計画を確定する 全員   
   １０／２４ 「テーマ・仮説・研究 　・研究テーマ　・サブテーマ  

計画」 　・テーマ設定理由　・研究仮説　・研究計画

  ４／１７ 所内研修 所長⑬   
１０／２８ 「所長講話Ⅰ」

　５／　８ 講座⑤ ■授業づくりと評価 所長⑭    
  １１／　５ 「授業づくり・評価」 　・ 見方･考え方を働かせる」　・ 問い」　　　　「 「

 　・めざす資質･能力　・学習過程　・発問　　　　

 　・めあて、活動、まとめ、振り返り、評価

■授業の課題の確定　■めざす授業像の確定

    ⑮   ５／　１ ヒアリング④ ■理論・授業構想 所長

１１／　４ 「理論・授業構想」 　・見方・考え方　　・主体的～深い学び　 指導主事  
　・めざす資質能力　・手だて、授業構想

  ５／１３ 指導講師検討会② ■専門的見地から指導･助言を仰ぐ 指導講師⑯  
１１／１１

  ⑰   ５／　２ 所外研修②「図書関連施 ■中心文献、参考文献を決める

１０／１０ 設見学」 ■手だてを絞る

　５／１９ 室内検討会② ■所内検討会のための事前の意見交換と練り上げ 研究員⑱  
１１／１８

　５／２３ 所内検討会② ■理論・授業構想 全員⑲   
１１／２１ 「理論・授業構想」

  ８／１８ 教育講演会 学校現場の喫緊の課題に関する講演会 全員⑳   
　　　

  ５／２６ 講座⑥ ■検証内容、検証の場面、検証方法について見通しを 主事㉑    
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  １１／２７ 「検証計画」 　持ち、計画を立てる

  　・研究仮説　・検証内容　・検証の場面

  　・めざす児童生徒の姿　・検証方法

■アンケートの内容

  ５／２８ 講座⑦ ■学習指導案をつくる 主事㉒    
  １１／２７ 「指導案作成・板書計画」 　・指導案の型　　・学習指導案の書き方

■模擬授業

   ㉓   ５／２９ ヒアリング⑤ ■指導案・模擬授業 所長

１１／２７ 「指導案・授業構想」 指導主事

  ６／　６ 指導講師検討会 ■専門的見地から指導･助言を仰ぐ 指導講師㉔  
１２／　１

実態調査 ■事前アンケートの実施 研究員㉕   
　・アンケート実施　・データの集約、分析

　６／　９ 室内検討会③ ■所内検討会のための事前の意見交換と練り上げ 研究員㉖  
１２／　８

　６／１２ 所内検討会③ ■学習指導案 全員㉗  
１２／１２

    ㉘   ６／　４ ヒアリング⑥ ■板書計画と模擬授業 所長

１２／　１ 「板書計画・模擬授業」 　・板書をかき、模擬授業を行う　・授業構想、プラ　 指導主事  
　ンシート、板書　・学習指導案の修正

　６／　４ 学習指導案提出 ■学習指導案を指導主事、学校に提出 研究員㉙    
  １２／１７ 学校への説明 　・学習指導案を指導主事に提出

　・学習指導案を校長に提出、説明

   ㉚   ６／　９ 先行実践許可 ■先行実践 所長

　１／１４ ■本単元の指導スタート 指導主事

  ７／　２ 所外研修③ ※前期のみ 全員㉛   
「JICA研修員と交流」

　６／２４ 所外研修④ ■特設事業「先輩教師に学ぶ」 全員㉜   
　１／２２ 「沖女短学生と交流」

  ㉝ 先進校視察研修 任意 指導主事

　２／　１ 研究員

本検証授業 ■本検証授業の実施 全員㉞ 6/16 ～ 7/4  
■検証データの収集1/5 ～ 1/23

    ㉟ 　７／１０ ヒアリング⑦ ■検証、考察、まとめの構想 所長

　１／２２ 「検証・考察・まとめ」 　・データ、写真、映像、実物、アンケートの提示 指導主事

  ７／２２ 指導講師検討会④ ■専門的見地から指導･助言を仰ぐ 指導講師㊱  
　１／２６

　７／３１ 室内検討会④ ■所内検討会のための事前の意見交換と練り上げ 研究員㊲  
　２／　４

　８／１３ 所内検討会④ ■検証、考察、まとめの構想 全員㊳  
　２／１０

    ㊴ 　８／１４ ヒアリング⑧ ■まとめ、プレゼンテーション 所長

　２／１６ 「まとめ・プレゼン」 　・まとめの検討　　・プレゼン内容の構想 指導主事

  ８／１８ 指導講師検討会⑤ ■専門的見地から指導･助言を仰ぐ 指導講師㊵  
　２／１９

　８／２６ 室内検討会⑤ ■所内検討会のための事前の意見交換と練り上げ 研究員㊶  
　２／２４

  ８／２８ 所内検討会⑤ ■まとめ、プレゼンテーション 全員㊷  
　２／２７

  ㊸ 　９／　３ 報告会リハーサル 全員

　３／　６

  ９／　９ 教委等あいさつ訪問 研究員㊹   
　３／１０

   ㊺ 　９／１２ 研究報告会 ■研究報告会 全員

　３／１３ ■修了式

   ㊻ 　９／１８ ホームページアップ用 所長

　３／２５ 原稿提出 指導主事

     ㊼ 　９／１７ 所外研修⑤ ■通信制、私立等学校施設見学 全員

　２／１７ 「学校施設等見学」 　

  ９／１９ 所内研修 所長㊽   
　３／１７ 「所長講話Ⅱ」
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 　教育研究員研究テ－マ一覧
 

　１　教育研究員（半年）

学校名 氏名 研究領域 研究テーマ 

     平成６年度後期 1 豊見城村立 ｼﾝｶﾞｷ　ﾀﾀﾞﾕｷ 小学校 問題行動傾向児の自己指導能力育成の試み　　
研究報告書第１号 上田小学校 新垣　忠是 教育相談 －部活動における自己概念の変容を通して－ 
     2 豊見城村立 ｵﾉﾃﾞﾗ　ｷﾖｺ 小学校 生活科における年間計画の工夫　　　　　　　　　　

上田小学校 小野寺　清子 生活科 －地域素材の教材科を通して－ 
   3 糸満市立 ｶﾐﾑﾗ ｲﾂｺ 小学校 道徳の時間における個を生かす指導　 　 　 　　　　　　　

真壁小学校 神村　逸子 道徳 －実態把握のあり方と意図的指名を通して－　
　 　 　 　　　　　　　　　　　　　　　   4 糸満市立 ﾓﾛﾐｼﾞｬ ﾋﾛｼ 小学校 やる気を育てる学級経営  

米須小学校 諸見謝　弘 学級経営 －個人目標の認知･実践･定着化を通して－　
   5 南風原町 ﾆｶﾜﾄﾞﾘ ﾁｶｺ 小学校 個を生かす学習指導の工夫　 　 　　 　　　　　　　　　　　　　

北丘小学校 荷川取　千賀子 算数 －算数科におけるティーム・ティーチングを通して－
    6 豊見城村立 ﾉﾑﾗ ﾄﾓｱｷ 中学校 生徒一人一人の自己教育力を育てるための授業の創造　　

長嶺中学校 野村　朝昭 国語 －説明的文章における課題解決学習を通して－
     平成７年度前期 7 豊見城村立 ﾄﾐﾀ ｻﾖｺ　　 幼稚園教育 幼児一人一人の豊かな表現力を育てるための援助の工夫

研究報告書第２号 上田幼稚園 富田　佐代子 －絵本とのかかわりを通して－ 
   8 糸満市立 ｻｸﾏ ﾐｻｺ 幼稚園教 幼稚園における望ましい統合保育のあり方　 　 　　　 　　

糸満南幼稚園 佐久間　美佐子 育 － － 教師と障害児、健常児、三者のかかわりあいを通して
   9 糸満市立 ｶｶｽﾞ ｲﾄﾐ 小学校 筋道を立てて話す子を育てる指導の研究　 　 　 　 　　　　

光洋小学校 賀数　五十美 国語 － －　 児童の「話すこと」(内容、順序性・音声・態度)についての一考察
    10 与那原町立 ﾃﾙﾔ ﾀｶﾖ 小学校　 　 自ら考え、進んで活動しようとする意欲を育てる学級経営

与那原小学校 照屋　孝代 学級経営 －一人一人のよさを生かす係活動の工夫を通して－
   11 大里村立 ｶﾜｻｷ ﾖｼｺ 小学校 一人一人が意欲的に取り組む作文指導　 　 　 　　　　　

大里南小学校 川崎　佳子 国語 －意見文の指導を通して－
    12 南風原町立 ｺﾊﾂ ｸﾐｺ 小学校 いじめに関する基礎的研究と指導の一視点　　　 　　

北丘小学校 小波津　久美子 教育相談 －個をとりまく学級集団の指導を通して－
　 　　　　　　　　　　　　　　　   13 具志頭村立 ﾔﾏﾀﾞ ﾋﾛｼ 中学校 生徒の心の迫る教育相談   

具志頭中学校 山田　宏 教育相談 －自己教育力を高めるかかわり－
    平成７年度後期 14 豊見城村立 ﾖﾅﾐﾈ ﾀｷｺ　　　 幼稚園教育 幼児が話を聞く、話す楽しさや喜びを味わうようになるための援助の工夫

研究報告書第３号 豊見城幼稚園 與那嶺　多喜子 －日常生活の中の遊びを通して－ 
    15 糸満市立 ﾏﾀﾖｼ ﾉﾘｺ　 　 　 　 幼稚園教育 幼児一人一人の発達に応じる生活のあり方についての実践的研究

兼城幼稚園 又吉　ノリ子 －保育記録の整理と活用に着目して－ 
    16 豊見城村立 ﾋﾗﾀ ｷﾖﾐ 小学校 豊かに読み取る力を育てる問題解決学習の深め方　　 　

伊良波小学校 平田　清美 国語 －文学教材の読みを通して読書生活へ－
   17 糸満市立 ｶﾒｶﾞﾜ ｾｲﾋﾞﾝ 小学校 自ら学ぶ意欲を育てる問題解決学習の深め方　 　 　

兼城小学校 亀川　盛敏 算数 － －個人差に応じる指導と数学的考え方を通して（5年図形の面積）
   18 糸満市立 ｼﾝｼﾞｮｳ ｴｲｺ 小学校 内面に根ざした道徳性の育成と実践をめざす道徳教育　 　 　

糸満小学校 新城　栄子 道徳 －体験を生かした授業実践を通して－
   19 糸満市立 ﾅｶﾑﾗ ｶﾂﾐ 小学校 楽しくうるおいのある学級をめざして　 　 　 　　　　　

真壁小学校 仲村　克美 特別活動 －歌声、身体表現で深める人間関係づくりを通して－
   20 玉城村立 ｲﾉｳｴ ﾘﾂｺ 中学校 自己教育力を育てる学級経営　 　 　 　　　　　　　　　　　

玉城中学校 井上　律子 学級経営 －生徒理解と教育相談を通して－
　　 　平成８年度前期 21 豊見城村立長 ﾄｳﾒ ﾉﾘｺ 幼児が充実した園生活を過ごすための援助の工夫   幼稚園教育

研究報告書第４号 嶺幼稚園 當銘　ノリ子 － 身近な素材と環境にかかわらせながら － 　 　
　 　 　 　　　　       22 佐敷町立 ﾀﾏｷ ﾐｴｺ 幼児の発達を促すための環境構成の工夫幼稚園教育

佐敷幼稚園 玉城　美慧子 －戸外における遊具の活用を通して－ 
   23 糸満市立 ｷﾝｼﾞｮｳ ｹｲｺ 小学校 思考力を育てる学習指導の工夫　 　 　 　　　　　　　　　　

　喜屋武小学校 金城　佳子 国語 －一人学習を生かした物語文の授業実践を通して
   24 東風平町立東 ｻｸﾓﾄ ﾋﾛｼ 小学校 主体的に学ぶ学習指導の工夫　　 　　　　　　　　　　　

風平小学校 佐久本　広志 社会 －謝花昇の教材化を通して －　
   25 糸満市立 ﾄｸﾑﾗ ﾏｻﾀｶ 小学校 一人一人を生かす学級経営　 　 　 　　　　　　　　　　　　　

西崎小学校 徳村　政宜 学級経営 －学級経営年間指導計画の作成を通して －　
　 　 　 　　　　　　　　26 糸満市立 ｵｵｼﾛ ﾉﾘｺ 小学校 一人一人の活動意欲を育てる学級経営  

高嶺小学校 大城　典子 学級経営 －学級活動における集会活動の計画･実践を通して－
   27 糸満市立 ﾄｳﾊﾞﾙ ｱｻｺ 小学校 学校生活におけるよりよい適応を目指す援助のあり方　 　 　

光洋小学校 桃原　アサ子 教育相談 －登校拒否児、場面かん黙児の事例を通して－
   28 豊見城村立豊 ｷﾝｼﾞｮｳ ｾｲｺ 中学校 異文化コミュニケーション能力｣を育てる指導法の工夫　

見城中学校 金城　正子 英語 －言語や文化についての学習指導を通して －　
    平成８年度後期 29 豊見城村立伊 ｳｴﾊﾗ ﾉﾘｺ 言葉の豊かな幼児をめざして　 　　　　　　　　　　　幼稚園教育

－聞く、話す楽しさを味わうようになるための環境構成と援助の工夫－研究報告書第５号 良波幼稚園 上原　則子 
    30 糸満市立 ﾔﾋﾞｸ ﾄｼｺ 心情の豊かな幼児の育成　 　 　　 　　　　　　　　　　　　　　　幼稚園教育

高嶺幼稚園 屋比久　トシ子 －地域の民話やわらべ歌の教材化を通して － 　
   31 糸満市立 ｷﾝｼﾞｮｳ ｷﾝﾔ 小学校 一人一人が自ら意欲的に学ぶ国語科学習指導の工夫　 　 　

糸満南小学校 金城　欽也 国語 －音読･朗読を重視した学習過程を通して －　
   32 大里村立 ﾖﾅﾐﾈ ﾏｻﾋﾃﾞ 小学校 自ら学ぶ意欲を育てる算数科学習指導の工夫　 　 　

大里北小学校 與那嶺　政秀 算数 －問題解決の過程における自己評価活動を通して－
   33 糸満市立 ｸﾒ ﾖｳｺ 小学校 豊かな心と主体的実践力を育てる指導の工夫　 　 　　 　 　

喜屋武小学校 久米　洋子 道徳 －総合的学習指導の実践を通して －　
   34 知念村立 ﾀﾏｼﾛ ﾄﾓｺ 小学校 主体的に活動する児童を育てる学級活動　 　 　 　　　　

知念小学校 玉城　智子 特別活動 －係活動の活性化の工夫を通して －　
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   35 糸満市立 ﾏﾀﾖｼ ｶｵﾘ 小学校 複式学級における自ら学ぶ力を育てる学習指導の工夫　 　 　
潮平小学校 又吉　かおり － －へき地教育 算数科における主体的な学習の仕方の指導を通して

   36 糸満市立 ﾀｲﾗ ﾓﾄｺ 小学校 知的障害児における文字指導の工夫　 　 　 　　　　　　　
糸満小学校 平良　幹子 特殊教育 －ＵＭ児のひらがな学習を通して －　

   37 南風原町立南 ｻﾞｶﾋﾞ ｻﾁｴ 中学校 音声言語表現能力を育てる国語科学習指導の工夫　　
－音声言語指導の場の設定と年間指導計画への位置付けを通して－星中学校 座嘉比　幸枝 国語

      
　 　 　 　　　　　　　　平成９年度前期 38 知念村立 ｲﾄｶｽﾞ ｻﾕﾘ 小学校 主体的な表現意欲を育てる授業の工夫   

研究報告書第６号 知念小学校 糸数　佐百合 国語 －2年教材「スイミー」の学習指導を通して － 　
    39 与那原町立与 ﾐﾔｷﾞ ﾘｴｺ 小学校 豊かな体験を通して生き生きと活動する児童の育成　

－一人一人の思いや願いを生かした生活科授業の創造－ 那原東小学校 宮城　利恵子 生活科
　 　 　　 　　　　　　　40 糸満市立 ｸﾞｼ ｻﾁｴ 小学校 主体的に活動する意欲を育てる学級活動  

糸満小学校 具志　幸恵 特別活動 －話し合い活動の支援の工夫 －　
　 　 　 　41 糸満市立 ﾄﾐﾅｶﾞ ﾏﾁｺ 小学校  一人一人が楽しく充実した生活のできる学級経営をめざして

糸満南小学校 富永　真智子 学級経営 －個を生かす学級経営の改善･工夫を通して －　
　 　 　 　　　　　　　　　　　42 糸満市立 ﾃﾙﾔ ｼｽﾞｴ 小学校 校内研究を活性化させる学校経営  

兼城小学校 照屋　静江 学校経営 －組織･運営の工夫を通して －　
　 　　　　　43 豊見城村立豊 ｼﾓｼﾞ ﾖﾈｺ 小学校 望ましい人間関係を育てるための教育相談  

見城小学校 下地　米子 教育相談 －いじめ問題とその対策を通して －　
　　 　 　　　　　　　　　　44 与那原町立 ｲｲ ｼｭｳｼﾞ 中学校 生徒の自己教育力を高める教育相談   

与那原中学校 伊井　秀冶 教育相談 －不登校生徒の理解と援助の在り方を通して －　
　 　 　 　　　　平成９年度後期 45 糸満市立 ｳｴﾊﾗ ｼﾞｭﾝｺ 豊かな心を育てるための保育実践をめざして   幼稚園教育

－幼児一人ひとりが友達とのかかわりの中で育ち合う援助を通して－研究報告書第７号 潮平幼稚園 上原　順子 
　 　 　　　　　　　　　　　　　    46 南風原町立 ﾅｶｻﾞﾄ ﾀｹｺ 思いやりを育てる援助の在り方幼稚園教育

 北丘幼稚園 仲里　竹子 －身近な人々や自然との触れ合いの中から － 　
　　　 　 　　47 糸満市立 ｳｴﾊﾗ ﾁｱｷ 小学校 主体的に表現する力を育てる学習指導のあり方  

喜屋武小学校 上原　千秋 国語科 － －2年教材｢こんなお話を考えたよ」の作文指導を通して
　　　 　 　　　　　　　　　　48 糸満市立 ｲｼｶﾜ ﾅｵﾐ 小学校 楽しく読み深めるための授業の工夫  

潮平小学校 石川　なおみ 国語科 －物語教材｢お手紙｣の学習を通して －　
　　　 　　 　 　　　　　　　　　　49 糸満市立 ﾋﾗﾀ ｶﾂﾉﾘ 小学校 ｢交信する子ども｣を育む授業の創造  

　 　　　　　　　　　　　　　光洋小学校 平田　勝典 国語科 －文学教材の学習を通して －
　　　 　　 　　　　　　　　　　　　　　50 佐敷町立 ﾀﾏﾅﾊ ｱｹﾐ 小学校 読書意欲を高める指導の工夫  

佐敷小学校 玉那覇　明美 国語 －読書記録を通して －　 　
　　　 　　 　　　　　51 糸満市立 ﾒｶﾙ ｼｹﾞｵ 小学校 主体性を育てるＩＥＰを生かした学習指導  

糸満小学校 銘苅　繁雄 特殊教育 －自然の素材を目指して －　
　 　 　　　　　　　52 東風平町立 ﾏｴｻﾞﾄ ｱｹﾐ 小学校 内面に根ざした道徳性の育成を目指して  

白川小学校 前里　朱美 道徳 －モラルジレンマの授業を実践して －　
　 　　 　　　　　53 東風平町立 ﾋｶﾞ ﾄﾓﾔ 中学校 数学的な見方や考え方を育てる指導の工夫  

東風平中学校 比嘉　智也 数学 －自力解決の場における支援を通して －　
　　　 　 　　　　　　　　平成10年度前期 54 糸満市立 ﾐﾔｷﾞ ｼﾉﾌﾞ 小学校 社会科を核とした国際理解教育の工夫   

研究報告書第８号 潮平小学校 宮城　しのぶ 社会科 －体験的学習を通して － 　
　　　 　 　　　　　　　　　　　 55 糸満市立 ﾅｶｻﾞﾄ ﾀｶｼ 小学校 一人ひとりを生かす学習指導の工夫   

光洋小学校 仲里　孝 社会科 －「くらしのなかの水（4年 」の指導を通して － ） 　
　 　 　　　　　56 具志頭村立 ﾄｸﾓﾄ ﾋﾛﾐ 小学校 主体的な学び手が育つ授業の創造にむけて  

具志頭小学校 徳元　ひろみ 国語科 － －4年説明的文章教材｢ｷｮｳﾘｭｳをさぐる｣の指導を通して
　 　　 　　　　　　　57 豊見城村立 ﾋｶﾞ ﾌﾐｴ 小学校 創造活動に意欲的に取り組む授業の工夫  

－中学年における｢材料を基にした造形活動｣の学習を通して－豊見城小学校 比嘉　史江 図画工作
   58 南風原町立 ｲﾄｶｽﾞ ﾏｻｺ 小学校　 　 一人ひとりが表現の喜びを味わうことのできる学習指導の工夫

津嘉山小学校 糸数　昌子 図画工作 －自由に発想をめぐらす絵の指導を通して －　
　 　 　　　　　59 南風原町立 ｼﾏﾌﾞｸﾛ ｹﾝ 小学校 その子らしさを生かす学級経営をめざして  

翔南小学校 島袋　健 学級経営 －構成的グループカウンターを通して －　
　　　 　 　　　　60 玉城村立 ﾄﾓﾖｾ ﾔｴｺ 小学校 自発的、自治的な実践力を育てる児童会活動  

船越小学校 友寄　弥栄子 特別活動 －異学年交流を通して －　
　　　 　 　平成10年度後期 61 糸満市立 ﾀﾏｷ ｷﾖｺ 主体的･意欲的な幼児の生活を促す園行事の工夫   幼稚園教育

研究報告書第９号 真壁幼稚園 玉城　紀代子 －お誕生会を通して－ 
　　　 　 　　　　　　　　   62 知念村立 ﾀﾏｷ ﾋｻｺ 思いやりのある子を育てる援助の工夫幼稚園教育

知念幼稚園 玉城　久子 －共に生活する中で人とのかかわりを通して－ 
　　　 　 　　　　　　　　　　　63 糸満市立 ﾅｶﾑﾗ ﾋﾃﾞﾔ 小学校 個のよさが生きる学習指導の工夫  

米須小学校 仲村　秀也 体育科 －集団跳び箱運動を通して－
　　　 　 　　　　　　　　　　　64 糸満市立 ｱﾗｶｷ ﾋﾛｼ 小学校 共通理解を図る教育相談のあり方  

糸満南小学校 新垣　弘 教育相談 －全校体制の取り組みを通して－
　　　 　 　　　　　　　　　　65 糸満市立 ﾍﾝｻﾞﾝ ﾖｼﾔｽ 小学校 ｢自己教育力｣の育成を図る学校経営  

真壁小学校 平安山　良康 学校経営 － 総合的な学習の教育課程の編成を通して－　
　　　 　 　　　　　　　　　　66 糸満市立 ｷﾝｼﾞｮｳ ﾁｱｷ 小学校 望ましい人間関係を育てる学級経営  

光洋小学校 金城　千秋 学級経営 －心の通い合う学級づくりの工夫を通して－
　　　 　 　　　　　　　67 玉城村立 ﾅｶﾞﾔﾏ ｷﾐｺ 小学校 主体的に活動する児童を育てる学級活動  

船越小学校 永山　公子 特別活動 －話し合い活動における支援の工夫を通して－
　 　 　　68 南風原町立 ﾀﾏｷ ｻﾁｺ 小学校 気になる児童の好ましい人間関係を育てる援助  

津嘉山小学校 玉城　幸子 教育相談 －構成的グループ･エンカウンターの実践を通して－
   69 知念村立 ﾁﾊﾞﾅ ｱﾔｺ 中学校 語彙を豊かにし、表現力･理解力を高める授業の工夫　　　 　

知念中学校 知花　綾子 国語科 －ことば遊びの指導を通して－
　　　 　　 　　　　　　　　　　　　　　　　平成11年度前期 70 大里村立 ﾖﾅﾐﾈ ﾔｽｼ 小学校 生きる力を育てる道徳教育   

研究報告書第10号 大里南小学校 與那嶺　靖 道徳 －道徳性の育成を図るｸﾛｽｶﾘｷｭﾗﾑの単元構成を通して－ 
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　 　　 　　　　   71 東風平町立 ｲｹｲ ﾄｸｾﾞﾝ 小学校 子どもの自立を助ける生徒指導体制のあり方
白川小学校 伊計　徳善 教育相談 －多種多様な事例研究会を通して － 　

　 　 　　　　　　　　72 東風平町立 ｶﾒｶﾞﾜ ﾁｱｷ 小学校 多様な考えを生かした学習指導の工夫  
東風平小学校 亀川　千明 算数科 － －練り合いを深める支援の計画を通して（3年わり算）

　　　 　 　 　73 糸満市立 ｼﾓｼﾞｮｳ ｿｴﾐ 小学校 一人ひとりが生き生きと活動する学級経営の工夫  
糸満南小学校 下門　添美 学級経営 －個々のよさを生かした場づくりを通して －　

　　　 　　 　74 糸満市立 ｲﾚｲ ｴﾐｺ 小学校 ｢気になる子（多動児）｣への支援を図る教育相談  
西崎小学校 伊禮　恵美子 教育相談 －事例研究会を通して－

   75 与那原町立 ﾐﾔｷﾞ ｱｹﾐ 小学校　 　 一人ひとりを生かし自ら学ぶ力を育てる問題解決学習の創造　
－社会科から発展し地域の特色に応じた総合的な学習を通して－与那原東小学校 宮城　アケミ 総合的な学習

　　　 　 　　　　　　　　　　76 糸満市立 ﾎﾘｶﾜ ﾒｸﾞﾐ 中学校 学級担任としての教育相談の在り方  
西崎中学校 堀川　恵 教育相談 －不登校の事例を通して－

　　　 　 　平成11年度後期 77 糸満市立 ｶﾐﾔﾏ ﾁｽﾞｺ 幼児の望ましい発達を促すための環境構成の工夫   幼稚園教育
研究報告書第11号 喜屋武幼稚園 神山　千鶴子 －ターザンロープやスクーター遊びを通して－ 

　 　 　　　　　   78 豊見城村立 ｱｶﾐﾈ ﾕｳｺ 心豊かに充実した園生活を送るための工夫幼稚園教育
座安幼稚園 赤嶺　優子 －絵本の読み聞かせと関わった表現活動を通して－ 

　　　 　 　　　　　　　　　　　　　79 糸満市立 ﾅｶﾆｼ ｴｲｼﾝ 小学校 人間関係を豊かにする生徒指導  
喜屋武小学校 仲西　栄信 生徒指導 －小規模校における担任の関わりを通して－

　　　 　　 　　　　　　　　　　　80 糸満市立 ﾄﾅｷ ｼﾝ 小学校 自ら学ぶ意欲を育てる指導の工夫  
高嶺小学校 渡名喜　信 算数科 －教材･教具の活用を通して－

　　　 　　 　　　　　　　　　　　　　　81 糸満市立 ﾉﾄ ﾐﾁｺ 小学校 不登校児童への援助のあり方  
西崎小学校 能登　美智子 教育相談 －学級担任の役割を通して－

　 　 　　　　　　　　　　82 豊見城村立 ｳｴﾊﾗ ﾋﾛﾐﾂ 小学校 豊かな人間関係を育てるための支援  
豊見城小学校 上原　弘充 教育相談 －教育相談的アプローチを通して－

　 　 　83 与那原町立 ｷﾝｼﾞｮｳ ｷﾖﾐ 小学校 一人ひとりの思いや願いを生かす学習活動の工夫  
与那原小学校 金城　清美 生活科 －身近な人々や自然とのかかわりを通して－

　　　 　 　84 糸満市立 ﾅｶﾑﾗ ｱｲｺ 中学校 意欲的に活動する生徒を育てる学級経営のあり方  
西崎中学校 中村　愛子 学級経営 －係活動・自己点検表の活用を中心に－

　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　85 与那原町立 ｻｷﾔﾏ ｷﾖｺ 中学校 自己教育力を育む教育相談  
与那原中学校 崎山　喜代子 教育相談 －個を伸ばす学級集団づくりを通して－

　　　 　 　　　　　　　　　　　　　　平成12年度前期 86 糸満市立 ｵｵｼﾛ ｻﾁｺ 喜んで登園できる幼児の育成   幼稚園教育
研究報告書第12号 高嶺幼稚園 大城　幸子 －園歌とかかわる環境や遊びの工夫を通して－ 

　　　 　　 　　　　　　　   87 玉城村立 ﾖﾅﾐﾈ ｹｲｺ 小学校 発達課題を抱える児童の心理理解と援助
玉城小学校 與那嶺　啓子 教育相談 －教師による描画法を通して－ 

　　　 　 　　　　　　　　　　88 糸満市立 ﾊｼｶﾜ ﾕﾐｺ 小学校 望ましい人間関係を育てる学級経営  
光洋小学校 橋川　由美子 学級経営 －グループ活動の工夫を通して－

　 　　 　　　　　　　　　　89 東風平町立 ﾋｶﾞ ｹｲｺ 小学校 不登校児童への支援を図る教育相談  
東風平小学校 比嘉　恵子 教育相談 － －個別的アプローチと人間関係を育てる援助を通して

　　　 　　 　　　　　　　90 糸満市立 ﾋｶﾞ ｹｲｺ 小学校 児童が意欲的に取り組む作文指導の工夫  
－五感を働かせて観察したことを文などに表す指導を通して－糸満南小学校 比嘉　恵子 国語

　　　 　　　 　　　　　　　　　　　91 糸満市立 ｶｾ ﾐﾁｺ 中学校 「共に生きる」を考える学級経営  
西崎中学校 加勢　美智子 学級経営 －対話･交流活動を通して－

　　　 　 　　　　　　　　　　　　　平成12年度後期 92 知念村立 ｸﾛｼｵ ｱｷﾗ 小学校 学校の活性化を図るための方策   
研究報告書第13号 知念小学校 黒潮　彰 学校経営 －スクールリーダーの役割と機能の充実を通して－ 

　 　　 　　　　　　　   93 南風原町立 ﾖﾅﾐﾈ ﾅｶﾞｺ 小学校 地域に愛着をもつ児童の育成をめざして
南風原小学校 与那嶺　永子 生活科 －地域の人々との主体的なかかわりを通して － 　

   94 南風原町立 ﾀｲﾗ ｺｽﾞｴ 小学校 主体的に活動する児童を育てる特別活動の指導の工夫　 　　
翔南小学校 平良　梢 特別活動 －学級活動における｢話合いの活動｣を通して－

　　　 　　 　　　　　　　　　　　　　　　　95 糸満市立 ｶﾃﾞｶﾙ ﾕｳｺ 小学校 郷土を大切にする心の育成  
真壁小学校 嘉手苅　友子 道徳 －地域素材の教材化を通して－

　 　　　 　　96 豊見城村立 ﾖｾﾀﾞ ﾉﾘｺ 小学校 自分の思いを伝え合うことのできる児童の育成  
上田小学校 與世田　典子 国語科 －「話すこと･聞くこと」の指導を通して－

　　　 　　 　　　　　　　　　　97 糸満市立 ﾂｶｻﾞﾝ ｻﾕﾘ 中学校 好ましい人間関係の確立をめざして  
糸満中学校 津嘉山　さゆり 教育相談 －構成的グループエンカウンターの手法を生かして－

　 　 　 　　　　平成13年度前期 98 東風平町立 ｸﾆﾖｼ ｶｽﾞﾐ 一人一人のよさや可能性を生かす援助の工夫   幼稚園教育
－その子なりの表現を大切にした｢夏の遊びを楽しむ｣活動を通して－研究報告書第14号 白川幼稚園 国吉　和美 

　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   99 南風原町立 ｳｴﾊﾗ ｱﾔｺ 心豊かな幼児の育成幼稚園教育
津嘉山幼稚園 上原　綾子 －郷土の民話やわらべうたを通して－ 

   100 糸満市立 ｽｴﾂｸﾞ ｴﾂｺ 小学校 ｢読むこと｣の基礎・基本の定着を図る学習指導の工夫　　　 　
糸満南小学校 末次　悦子 国語科 －声に出して読む活動を中心に－

　 　 　　　　　101 東風平町立 ﾏﾀﾞﾝﾊﾞｼ ﾊﾂｺ 小学校 よりよく生きるための生活単元学習の工夫  
白川小学校 真玉橋　初子 特殊教育 －読書活動における個別指導を通して－

   102 知念村立 ﾄｳﾔﾏ ｿﾉﾖ 小学校 身近な人々や自然に進んでかかわる学習指導の工夫　　　 　
知念小学校 當山　園代 生活科 －海たんけんを通して－

   103 南風原町立 ｷﾞﾏ ｾｲｼﾝ 中学校　 　　 社会科における主体的に学ぶ意欲を育む学習指導の工夫
南星中学校 儀間　盛伸 社会科 －問題解決的な学習における表現活動を通して－

　　　 　 　　　　　　　　　　104 知念村立 ｱﾗｻｷ ﾖﾘｱｷ 中学校 生徒の自己指導力を高める教育相談  
知念中学校 新崎　順明 教育相談 －一人一人の内面理解を通して－

　　　 　 　　　　　　　平成13年度後期 105 糸満市立 ﾅｶﾞﾐﾈ ﾊﾂﾐ 幼児が豊かな言葉で表現する援助の工夫   幼稚園教育
研究報告書第15号 高嶺幼稚園 長嶺　初美 －自分の思いや考え、感動体験を話す活動を通して－ 
     106 与那原町立 ｷﾝｼﾞｮｳ ｼﾞｭﾝｺ 小学校 一人一人の思いや願いを生かし、生き生きと活動する児童の育成

金城　淳子 生活科 －公共物や公共施設の利用を通して－ 与那原東小学校
　 　　107 玉城村立 ﾐﾈｲ ﾉｿﾞﾐ 小学校 児童が生き生きと活動していく学習指導の工夫   

百名小学校 嶺井　のぞみ 生活科 －地域素材の教材化を通して－
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　　 　　　　　108 与那原町立 ﾖﾅﾐﾈ ﾏｻｺ 小学校 興味・関心を持って楽しく学ぶ児童の育成   
与那原小学校 與那嶺　正子 社会 －社会科学習における「つかむ」段階の指導を通して－

　 　　　　　　　　　　109 糸満市立 ｳｴﾊﾗ ﾔｽﾋﾃﾞ 小学校 見通しを持ち、自ら学ぶ児童の育成   
潮平小学校 上原　康秀 －総合的な学習における課題作りを通して－総合的な学習

    110 糸満市立 ｶﾐｻﾄ ﾐﾁｺ 中学校 基礎的・基本的な内容の定着を図る学習指導の工夫　
糸満中学校 神里　美智子 数学 －問題解決的な学習を通して(1年方程式)－

　 　　111 豊見城村立 ﾄｳﾏ ｷﾖｼ 中学校 生徒が主体的に学習に取り組む学習指導の工夫   
豊見城中学校 唐真　清 数学 －図形領域におけるコンピュータの活用を通して－

    平成14年度前期 112 与那原町立 ｶ ﾃ ﾞ ｶ ﾙ ｽ ﾐ ｴ　 伸び伸びと自己表現できる援助の工夫　 幼稚園教育
研究報告書第16号 嘉手苅　すみ江 － 地域行事を生活に取り入れることを通して－ 与那原東幼稚園
     113 大里村立 ｵｵｼﾛ　ﾐｴｺ 幼稚園教育 幼児の「しなやかな心と体」を育てるためのﾃｨｰﾑ保育の工夫

大里南幼稚園 大城　美恵子 － 園内研修の充実を通して－ 
     114 糸満市立 ｽﾅｶﾞﾜ　ﾐﾂﾙ 小学校 基礎的・基本的事項の定着を図る学習指導の工夫

－少人数による個に応じた指導とﾜｰｸｼｰﾄの活用を通して(5年小数のかけ算)－米須小学校 砂川　充 算数
    115 糸満市立 ﾏｴｱﾗ　ﾏﾁｺ 小学校 児童が生き生きと活動する生活科授業の創造

－ 一人一人の思いや願いを生かした「地域探検活動」を通して－光洋小学校 前新　マチ子 生活
    116 東風平町立 ｷﾝｼﾞｮｳ　ﾋﾛﾐ 小学校 一人一人のよさを認め合える人間関係を育てる学級経営

－班活動を中心にした学級行事「お誕生会」への取り組みを通して－東風平小学校 金城　博美 級経営
    117 糸満市立 ﾄﾅｷ　　　ﾙﾐｺ 小学校 進んでｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを楽しむ英語活動の試み

－ 学習材の作成と体験的な活動の工夫を通して（4年「英語で遊ぶ ）－西崎小学校 渡名喜　留美子 総合的な学習 」
    118 糸満市立 ﾅｶﾏ　　ﾄﾓﾔｽ 中学校 生徒が意欲的に取り組む学習指導の工夫

－ 個に応じた少人数指導を通して（1年正の数・負の数）－西崎中学校 名嘉眞  朝靖 数学
     平成14年度後期 119 糸満市立 ﾋｶﾞ　ﾕﾐｺ 意欲的に遊ぶ幼児を育てる環境構成と援助の工夫幼稚園教育

研究報告書第17号 西崎幼稚園 比嘉　由美子 － 楽器遊びを通して－ 
     120 南風原町立 ｱｶﾐﾈ　ﾘﾂｺ 豊かな心を育てる幼稚園を目指して幼稚園教育

北丘幼稚園 赤嶺　律子 － 自然環境を生かした工夫と援助を通して－ 
    121 知念村立 ﾐﾈｲ　ｼﾞｭﾝｺ 小学校 読書意欲を高める学習指導の工夫

知念小学校 嶺井　順子 国語 －アニマシオンの手法を取り入れた読書活動を通して－
    122 糸満市立 ｼﾝｶﾞｷ　ﾉﾘﾋｺ 小学校 算数的活動の楽しさを味わわせる学習指導の工夫

糸満南小学校 新垣　典彦 算数 － 関数の考えを用いた問題作りの活動を通して－
    123 豊見城市立 ﾅｶﾝﾀﾞｶﾘ　ﾕﾘｺ 小学校 学びを発展させる生活科の学習指導の工夫

とよみ小学校 仲村渠　ゆり子 生活 － １年「むかしあそび」の単元を通して－
    124 糸満市立 ｻｷﾊﾗ　ﾀｶｺ 小学校 よりよい人間関係をはぐくむ支援の在り方

－ ｿｰｼｬﾙｽｷﾙ教育と構成的ｸﾞﾙｰﾌﾟｴﾝｶｳﾝﾀｰの統合を通して－光洋小学校 崎原　貴子 教育相談
    125 糸満市立 ﾐﾔｷﾞ　ﾉﾌﾞｺ 中学校 基礎的・基本的な事項の定着を図る学習指導の工夫

－「伝え合う力」を高めるための話す・聞く活動を通して－西崎中学校 宮城　伸子 国語
    126 糸満市立 ｼﾓｼﾞ　ｻﾅｴ 中学校 実践的ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力の基礎を養う学習指導と評価の工夫

－「聞くこと・話すこと」を中心とした言語活動を通して－糸満中学校 下地　早苗 英語
     平成15年度前期  127 大里村立 ﾔｶﾞ　ﾏﾂｴ 人とかかわる力を育てるための援助の工夫幼稚園教育

研究報告書第18号 大里南幼稚園 屋我　松枝 － 遊びの中での感情体験を通して－ 
     128 南風原町立 ｵﾅｶﾞ　ﾚｲｺ 心豊かな幼児の育成をめざした援助のあり方幼稚園教育

－ 保育ｶﾝﾌｧﾚﾝｽを基にした幼児理解と自然環境や援助の工夫を通して－ 南風原幼稚園 翁長　麗子
    129 糸満市立 ﾄｳﾒ　ｹｲｺ 小学校 生き生きと楽しんで書くことのできる子を育てる指導の工夫

－思いを伝える「手紙を書くこと」の言語活動を通して－兼城小学校 當銘　恵子 国語
    130 知念村立 ﾋｶﾞ　ﾖﾘｺ 小学校 伝えたいことをよく分るように話すことのできる児童の育成

－教材の選定、相手・目的意識の明確化、言語環境の整備を通して－知念小学校 比嘉　頼子 国語
    131 糸満市立 ｸﾘﾏ　ｶﾂｴ 小学校 基礎的・基本的な内容の定着を図る学習指導の工夫

真壁小学校 來間　勝枝 算数 －習熟度別指導による少人数授業を通して－
    132 糸満市立 ｱｶﾐﾈ　ﾕｷﾉ 中学校 実践的ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力を伸ばす学習指導の工夫

潮平中学校 赤嶺　幸乃 英語 － 選択教科での会話表現の指導を通して－
    133 東風平町 ｺﾊﾞｼｶﾞﾜ　ｱﾕﾐ 中学校 よりよい人間関係をはぐくむ授業の工夫

東風平中学校 小橋川　あゆみ 教育相談 － 授業に生かすｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞの手法を通して－
     平成15年度後期  134 与那原町立 ﾃﾙﾔ　ﾉﾌﾞｺ 人とかかわる力が育つための援助の工夫幼稚園教育

研究報告書第19号 与那原幼稚園 照屋　信子 － 日々の遊びと保育参加を通して－ 
     135 糸満市立 ｲﾅﾐﾈ　ｼｮｳｺ 豊かな感性を育てるための援助の工夫幼稚園教育

兼城幼稚園 稲嶺 彰子 －劇遊びを通して－ 　
    136 知念村立 ｲｹｼﾛ　ﾐﾁｺ 小学校 考えを広げたり、深めたりする「読むこと」の学習指導の工夫

知念小学校 池城　路子 国語 －文学教材の重ね読みと考えの相互交流を通して－
    137 玉城村立 ｳｴﾊﾗ　ｼﾞｭﾝｺ 小学校 確かな学力の向上を図る指導方法の工夫

－T･Tを生かした学習形態と算数的活動を通して（６年比例）－船越小学校 上原　純子 算数
    138 豊見城市立 ﾊﾅｼﾛ　ﾐﾄﾞﾘ 小学校 リズムダンスの楽しさを味わう学習指導の工夫

豊見城小学校 花城 みどり 体育 －選曲や場の設定、支援の仕方を通して－　
    139 南風原町立 ﾏﾀﾖｼ　ﾀｶｺ 小学校 望ましい人間関係の確立をめざして

－総合的な学習の時間における開発的カウンセリングを通して－翔南小学校 又吉　孝子 教育相談
    140 南風原町立 ﾉﾊﾗ　　ﾏｷ 中学校 基礎的・基本的内容の定着を図る学習指導の工夫

－「読むこと」における音読と多様な言語活動を通して－南星中学校 野原　麻紀 国語
    141 糸満市立 ﾂﾉﾀﾞ　ﾙﾘ 中学校 互いを認め合う学級集団をつくる工夫

－構成的グル－プエンカウンタ－とグル－プワ－クトレ－ニングを通して－糸満中学校 角田　るり 教育相談
     平成1６年度前期 142 糸満市 ﾉﾎﾞﾙ　ﾉﾘﾐ 園内研修充実のための工夫幼稚園教育

研究報告書第20号 糸満南幼稚園 登　紀美 身近な自然物を使った造形遊び－ －
     143 糸満市 ﾐﾔｷﾞ　ﾐﾁｺ 小学校 伝え合う力を高める話し合う活動の指導

光洋小学校 宮城　美智子 国語 －話材の選定や学習形態の工夫を通して－ 
    144 大里村 ﾄﾞｲ　ﾄｵﾙ 小学校 夢や希望を育てる道徳の授業の工夫

大里南小学校 土居　徹 道徳 －構造化方式の道徳授業の実践を通して－
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    145 糸満市 ﾌﾙｹﾞﾝ　ﾐｻｴ 小学校 望ましい人間関係をはぐくむ支援の在り方
－構成的ｸﾞﾙｰﾌﾟｴﾝｶｳﾝﾀｰとｿｰｼｬﾙｽｷﾙ教育の統合を通して－糸満南小学校 古堅　みさえ 教育相談

    146 豊見城市 ﾏﾂｼﾀ　ｹｲｺ 中学校 自ら学び、自ら考える力を育てる社会科学習指導の工夫
－適切な課題を設けて行う学習と自己評価能力の育成を通して－長嶺中学校 松下　啓子 社会

    147 具志頭村 ｳｴﾊﾗ　ｱﾂｼ 中学校 ＡＤHD理解と支援の在り方
－自己肯定感の育成とよりよい学級集団づくりを通して－具志頭中学校 上原　淳 教育相談

     平成1６年度後期  148 玉城村立 ｲｼﾞｭ　ﾂﾈｺ 一人一人が豊かに表現する力を育む援助の工夫幼稚園教育
研究報告書第21号 玉城幼稚園 伊集 恒子 －身近な素材にかかわり活動することを通して－ 　
     149 南風原町立 ﾐﾔﾋﾗ　ﾔｽﾐ 小学校 自分の思いや考えを伝え合うことによって、学び合い、深め会う国語科の授業

北丘小学校 宮平　やすみ 国語 －読み取ったことを伝え合う感想交流を通して－ 
    150 豊見城市立 ﾅｶﾑﾗ　ﾀﾓﾂ 小学校 社会認識を育てる問いの構造化による学習指導の工夫

－発問や資料の工夫、体験的な学習や考えを深める場の設定を通して－長嶺小学校 仲村 保 社会　　
    151 豊見城市立 ﾓﾘ　　ﾁｶﾗ 小学校 基礎・基本の確実な定着を図る算数科指導のあり方

とよみ小学校 森 力 算数 －個に応じた指導のための評価の工夫を通して－　　　
    152 佐敷町立 ｱﾗｶｷ　ﾗﾝｺ 小学校 一人一人の思いや願いを生かす学習展開の工夫

佐敷小学校 新崎　蘭子 生活 － 地域素材（佐敷干潟）の教材化を通して－
    153 豊見城市立 ﾋｶﾞ　　ﾏｻｷ 中学校 自ら学び考え、楽しさを実感できる授業の工夫

伊良波中学校 比嘉　正樹 社会 － 学び方を学ぶ学習と討論学習を通して－
    154 豊見城市立 ﾄｳﾊﾞﾙ　ﾋﾃﾞﾐ 中学校 基礎的・基本的事項の定着を図る学習指導の工夫

－ ワークシートを活用した「書く」活動の指導を通して－長嶺中学校 桃原　秀美 英語
    平成１７年度前期 155 東風平町立 ｵｵｼ　ｱｹﾐ 小学校 読むことの能力を育てるための指導の工夫

研究報告書第22号 東風平小学校 大城　明海 国語 － 「声に出して読むこと」の活動を通して－ 
     156 座間味村立 ｷﾝｼﾞｮｳ　ｱｹﾐ 小学校 数についての感覚を豊かにする指導の工夫

－十進位取り記数法の理解を図る算数的活動を通して－ 阿嘉小学校 金城　明美 算数
    157 豊見城市立 ﾀｲﾗ　　ｼﾝｼﾞ 小学校 数学的な考え方を育てる指導の工夫

長嶺小学校 平良　振二 算数 － ワークシートの活用と算数的活動を通して －
    158 豊見城市立 ﾈﾛﾒ　　　ﾐﾄﾞﾘ 中学校 積極的にコミュニケーションを図ろうとする生徒の育成

－構成的グループエンカウンターの手法を取り入れた言語活動を通して－豊見城中学校 根路銘　みどり 英語
    159 知念村立 ｵｵﾜﾝ　ｻﾄﾙ 中学校 学年の協働体制の確立を目指す学年経営

－総合的な学習の時間における学校支援組織との連携を通して－知念中学校 大湾 悟 経営　　
     平成１７年度後期 160 糸満市立 ｷﾝｼﾞｮｳ　ｱｹﾐ 友達とのかかわりを深めるための援助の工夫幼稚園教育

研究報告書第23号 潮平幼稚園 金城　明美 －自己発揮と自己抑制を促す援助を通して－ 
     161 糸満市立 ｻｸｶﾞﾜ　ｶﾂｴ 小学校 数学的な考え方を育てる指導の工夫

－算数的活動と学び合いの場の設定を通して（２年「かけ算(2) ）－ 米須小学校 佐久川　かつ枝 算数 」
    162 糸満市立 ﾀﾏﾅﾊ　　ﾐﾁﾖ 小学校 道徳的価値の自覚を深める道徳の授業の工夫

潮平小学校 玉那覇　三千代 道徳 －体験を生かして道徳的価値形成を図る指導－
    163 豊見城市立 ﾐﾔｸﾞﾆ　ｻﾀﾞｱｷ 小学校 通常学級に在籍する特別な支援を必要とする児童への指導

－個別の指導計画の作成とチームによる支援を通して－上田小学校 宮国　定明 特別支援
    164 南城市立 ﾐｳﾗ　ﾘｶ 小学校 単学級におけるよりよい学級集団の育成

百名小学校 三浦　リカ 教育相談 －リレーションの確立とマナーの確立を通して－
    165 糸満市立 ｶﾐﾔ　ｷﾐｺ 中学校 生活の中で自ら健康を考え、実践しようとする態度の育成

潮平中学校 神谷　公子 保健体育 －選択教科における課題学習を通して－
    166 糸満市立 ｶｷﾉﾊﾅ　ﾋﾃﾞﾏｻ 中学校 やる気を持って学習活動に取り組む生徒を育てる学年経営

高嶺中学校 垣花　英正 学年経営 －目標設定の指導と学年の協働支援を通して－
    平成１８年度前期 167 糸満市立 ｼﾏｿﾞｴ　ｼｮｳｺ 遊びの充実感を味わうための環境構成と援助の工夫幼稚園教育

研究報告書第24号 高嶺幼稚園 島添　章子 －幼児の遊び能力に応じたボール遊びを通して－ 
     168 八重瀬町立 ﾋｶﾞﾐｽﾞｴ 小学校 読書の範囲を広げようとする態度を育てる指導の工夫

東風平小学校 比嘉　瑞恵 国語 －読書アニマシオンの手法を通して－ 
     169 糸満市立 ﾅｶｻﾞ　ﾀﾀﾞｼ 小学校 安全な生活を営もうとする児童を育てる指導の工夫

－「けがの防止」における課題解決的な学習と横断的な学習を通して－西崎小学校 仲座　正 保健体育
    170 南城市立 ﾀﾏｼﾛ　ｹｲｺ 小学校 総合的な学習の時間における「学び方技法」を身に付けさせる指導の工夫

－学習ヒントのあるワークシートとルーブリックの活用を通して－知念小学校 玉城　桂子 総合的な学習
    171 南城市立 ｳｴﾊﾗ　ﾏｻﾄﾓ 中学校 基礎的・基本的事項の定着を図る学習指導の工夫

佐敷中学校 上原　正寛 数学 －ルーブリックを活用した指導と評価を通して－
    172 八重瀬町立 ﾋｶﾞ　 ﾄﾓｺ 中学校 難聴生徒における人間関係形成能力を培う支援の工夫

－ＶＬＦプログラムとソーシャルスキルトレーニングを通して－具志頭中学校 比嘉　智子 特別支援教育
     平成１８年度後期 173 豊見城市立 ｳﾁﾏ   ﾋｶﾙ 小学校 社会的な思考力・判断力を育てる学習指導の工夫

研究報告書第25号 長嶺小学校　 内間　晃 社会 －複線型授業と問いの構造化を通して－ 
     174 南城市立 ｼﾛﾀ   ｻﾄｼ 小学校 自ら跳び箱運動の楽しさを味わう体育学習の工夫

大里南小学校 城田　聡 体育 －系統性のある学習と基礎感覚づくり運動を通して－ 
    175 糸満市立 ｼﾓｼﾞ  ﾒｸﾞﾐ 小学校 「思いやりの心を持ち，行動しようとする力」を育てる指導の工夫

－個の発達段階を高めるＶＬＦ授業を核にした総合単元的な道徳学習を通して－潮平小学校　 下地　恵 道徳
    176 東風平町立 ｵｸﾊﾗ  ｴﾘｺ 中学校 発展的に考える力を育てる数学指導の工夫

－「考える足場」を活かす授業と発展のきっかけとなる発問を通して－東風平中学校 奥原  絵理子 数学
    177 糸満市立 ﾀｲﾗ   ﾏｻﾅﾘ 中学校 命の危機に対応できる生徒を育てる指導の工夫

－自己効力理論を応用した「応急手当」の学習を通して－潮平中学校　 平良  真也 体育
   178 八重瀬町立 ﾄｳﾊﾞﾙ ｾﾂｺ 教育相談 支え合う人間関係づくりの支援の工夫

具志頭中学校 桃原  節子 －学級内のピア・サポート活動を通して－
    平成１９年度前期 179 糸満市立 ﾏﾂﾊﾞﾗ ｱｻｺ 主体的に活動するための環境構成と援助の工夫－幼稚園教育

研究報告書第26号 糸満幼稚園  松原　麻子 地域行事のごっこ遊びを通して－ 
     180 南風原町立 ﾂﾊ    ﾄﾓﾐ 小学校 低学年において叙述に即して読む力を育む学習指導の工夫

南風原小学校 津波　友美 国語 －説明的文章における書く活動を通して－ 
     181 南風原町立 ﾅｶﾓﾄ  ﾕｶﾘ 小学校 児童が生き生きと活動する学習指導の工夫

翔南小学校　 仲本  ゆかり 生活 －「地域探検活動」を通して－ 

- 25 -



     182 与那原町立 ﾃﾙﾔ   ｵﾘｴ 小学校 道徳的価値の自覚を深める道徳の授業の工夫
照屋  オリエ 道徳 －読み物資料の分割提示・表現活動を通して－ 与那原東小学校

     183 糸満市立 ｵｵｼﾛ  ﾕﾐｺ 小学校 小学校における英語活動の推進をめざして
潮平小学校　 大城  由美子 英語 －英語活動の調査と資料提供を通して－

    184 糸満市立 ｷﾀﾔﾏ  ｱｲ 中学校 主体的に考え，道徳的な価値判断ができる力を育む道徳の授業の工夫
－葛藤を引き起こすための「ゆさぶり」の方法を通して－高嶺中学校 北山　愛  道徳

     平成１９年度後期 185 糸満市立 ﾅｶﾑﾗ  ｻﾖｺ 小学校 発達段階に応じた題材や活動等の 系統付けを通して
－発達段階に合った系統的な題材や活動の選定を通して－研究報告書第27号 光洋小学校　 仲村  佐代子 英語 

    186 南城市立 ｱﾗｶｷ  ﾀｶｼ 教育相談 望ましい人間関係づくりの支援と工夫
－開発的カウンセリングとブリーフセラピーの技法を通して－馬天小学校 新垣　隆 

   187 豊見城市立 ﾁﾈﾝ   ｶｵﾘ 教育相談 互いに認め合う学級集団づくりの工夫
－教科・領域の指導にＳＧＥやＳＳＴの活用を通して－長嶺小学校 知念　香

    188 糸満市立 ｱｶﾐﾈ  ﾅｵﾐ 中学校 実践的コミュニケーション能力 を育てる学習指導の工夫
－小学校英語活動を基盤としたペアワーク・グループワークを通して－高嶺中学校 赤嶺  直美 英語

   189 糸満市立 ﾏｴｶﾜ  ｽｶﾞｺ 教育相談 生徒との信頼関係を築きやる気 を引き出し高める支援の工夫
－「コーチング」の傾聴と質問スキルの活用を通して－糸満中学校 前川  菅子 

    平成２０年度前期 190 南城市立 ﾋｶﾞｼｵﾝﾅ ﾁｶｺ 遊びを深めて楽しめるような援助の工夫幼稚園教育
－植物との関わりを遊びに取り入れていくことを通して－研究報告書第28号 佐敷幼稚園 東恩納  智賀子 

     191 南風原町立 ｷﾝｼﾞｮｳ ﾓﾓｴ 小学校 想像を広げる読みの力を育てる学習指導の工夫
北丘小学校 金城　百枝 国語 －書く活動と発表し合う活動を活かして－ 

    192 南城市立 ﾏｴｶﾜ  ｼﾝﾔ 小学校 既習学習を活用する力を育てる指導の工夫
－相互交流と確認問題を取り入れた授業実践を通して－船越小学校 前川　真哉 算数

    193 南風原町立 ｱﾗｶｷ  ﾘｮｳｺ 小学校 小学校英語活動指導案の作成
南風原小学校 新垣　涼子 英語 －体験的なコミュニケーションを取り入れて－

    194 糸満市立 ﾅｶﾔﾏ  ﾋﾛﾐ 小学校 授業に参加する意識を高め、基礎・基本の定着を図る指導の工夫
糸満中学校　 中山　宏美 社会 －社会科自学ノートと基礎プリントの活用を通して－

     平成２０年度後期 195 八重瀬町立 ﾐﾔｻﾞﾄ ﾏｻﾖ 小学校 感じたことを自分らしく絵に表す喜びを味わわせる指導の工夫
研究報告書第29号 東風平小学校 宮里  雅代 図画工作 －学習カードの活用と個に応じた指導を通して－ 
     196 豊見城市立 ｵｵｼﾛ  ﾋﾄﾐ 小学校 道徳の時間の指導の充実

とよみ小学校 大城　仁美 道徳 －資料の提示と発問の工夫を通して－ 
    197 南城市立 ﾖﾅﾊ     ﾉﾘｺ 小学校 小学校英語活動指導案の作成

－関わりを大切にしたコミュニケーション活動を取り入れて－佐敷小学校　 與那覇  紀子 英語
    198 南城市立 ｷﾝｼﾞｮ ﾍｲｼﾛｳ 中学校 愉しく意欲的に取り組む理科の学習を目指して

－科学の有用性を実感できる教材・教具集づくりと活用を通して－佐敷中学校 金城  兵四郎 理科
     平成２１年度前期 199 南城市立 ｵｵﾀ   ﾒｸﾞﾐ 小学校 話す能力，聞く能力を育てる指導の工夫

－スピーチの系統的指導プランの作成と活用を通して－研究報告書第30号 船越小学校 大田　恵  国語 
    200 糸満市立 ﾖｻﾞｷ  ﾕｳｺ 小学校 言葉の力を高めるための学習指導の工夫

糸満南小学校 與崎  優子　 国語 －言葉遊びを取り入れた授業を通して－
    201 南風原町立 ｶｶｽﾞ  ﾃﾂﾔ 総合的な 食を大切にする心情を育てる取り組み

－総合的な学習の時間を中心とした4つの実践を通して－南星中学校 賀数  哲也 　 学習
    平成２１年度後期 202 糸満市立 ｼﾝｶﾞｷ ﾏｷ 幼児が主体的に活動できる環境の工夫幼稚園教育

研究報告書第31号 西崎幼稚園 新垣  麻紀　　 －表現活動を通して－ 
     203 南風原町立 ｱﾒｸ   ﾐﾁﾖ 小学校 活動の愉しさを味わう学習指導の工夫

北丘小学校　 天久  三千代　 算数 －ふきだし法の実践を通して－ 
    204 南風原町立 ｻｷﾔﾏ  ｲｽﾞﾐ 中学校 興味関心を持たせるための教材の工夫

南風原中学校 﨑山　泉　　　 国語 －古典「奥の細道」のデジタル化を通して－
    205 糸満市立 ｲﾊ    ﾅﾂｷ 中学校 基礎的・基本的な知識を習得させるための授業の工夫－

西崎中学校　 伊波　奈月 理科 教材・教具の作成・活用を通して－
     平成２２年度前期 206 南城市立 ｱﾐｼｷ  ﾌｼﾞﾖ 小学校 主体的に読む力を育てる指導の工夫

研究報告書第32号 馬天小学校 網敷  藤代 国語 －一人学びを取り入れた学習を通して－ 
     207 南城市立 ﾃﾙｷﾅ     ﾏﾘｺ 小学校 価値の内面化を図る道徳授業の工夫

大里北小学校 照喜名  真理子 道徳 －読み物資料の効果的活用を通して－ 
   208 南風原町立 ｵｵｼﾛ  ﾏｻｱﾂ 学年経営 生徒一人ひとりの良さや可能性を活かす学年経営

南星中学校 大城  正篤 －アンケート調査と実践事例を通して－
    平成２２年度後期 209 南風原町立 ﾏﾂﾓﾄ  ｻﾀﾞｺ 人とかかわる力をはぐくむための援助のあり方幼稚園教育

研究報告書第33号 津嘉山幼稚園 松本  完子 －園生活の遊びを通して－ 
     210 糸満市立 ｷﾝｼﾞｮｳ ﾕｳｺ 小学校 確かな読みの力を育てる指導の工夫

糸満小学校 金城  裕子　 国語 －説明的な文章をの学習を通して－ 
    211 南城市立 ｵｵｼﾛ  ﾉﾘﾏｻ 小学校 社会科の学び方を育てる指導の工夫

大里南小学校 大城  憲政 社会 －地域探検学習を通して－
    212 与那原町立 ﾖｼﾓﾄ  ﾔｽｵ 中学校 学ぶ意欲を高めるための教材の工夫

与那原中学校 吉元  康王 数学 －図形学習のデジタル教材の作成を通して
    平成２３年度前期 213 豊見城市立 ﾋｶﾞ   ﾕｳｺ 聞く・話す楽しさを感じるための援助の工夫幼稚園教育

研究報告書第34号 伊良波幼稚園 比嘉  裕子 －友達と一緒に遊ぶことを通して－ 
    214 糸満市立 ﾖｷﾞ   ｸﾐｺ 幼稚園教育 幼児が友達のよさに気づき，かかわって遊ぶ楽しさを味わうための環境や援助の工夫

高嶺幼稚園 与儀  久美子 －協同的な遊びを通して－ 
    215 南城市立 ｼﾛﾏ   ﾏﾕﾐ 好奇心や探究心を育む環境構成と援助の工夫幼稚園教育

玉城幼稚園 城間  真由美 －身近な自然素材を生かした遊びを通して－ 
    216 与那原町立 ｶﾜﾊﾞﾀ  ﾜｶｺ 幼稚園教育 友達と一緒に遊びを進める喜びや楽しさを味わうための援助の工夫

川端  和歌子 －幼児の主体性を生かした集会を通して－ 与那原東幼稚園
    217 南城市立 ﾂﾁﾔ   ｾｲｺ 小学校 自分の思いや考えを論理的に表現する子の育成

－「話すこと・聞くこと」の領域における表現スキルを育てる授業作りを通して－知念小学校 土屋  勢子 国語
    218 与那原町立 ｼﾛﾀ    ﾓﾄｺ 小学校 児童一人一人の言葉の力を育むための指導の工夫

－「話すこと・聞くこと」におけるワークショップ型の授業展開を通して－与那原小学校 城田  モト子 国語
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   219 南風原町立 ﾏｴ  ﾉﾌﾞｼ 小学校 数学的な「思考力・判断力」を育てる工夫
北丘小学校 前　信司 算数 －学び合い」の場の活性化を通して－

    平成２３年度後期 220 豊見城市立 ﾀｲﾗ   ﾄﾓｺ 伝え合うことの楽しさを味わわせる環境構成と幼稚園教育
研究報告書第35号 座安幼稚園 平良  智子 援助の工夫　－様々な体験活動を通して－ 
    221 豊見城市立 ﾅｶﾓﾄ  ｶﾂｺ 食べる喜びや楽しさを味わうための援助の工夫幼稚園教育

とよみ幼稚園 中本  勝子 －身近な野菜の栽培活動を通して－ 
一人一人のよさを生かした協同して遊ぶようになるための環境構成と援助の工夫  222 八重瀬町立 ｶﾐｻﾞﾄ  ﾏﾘｺ 幼稚園教育

白川幼稚園 神里  真利子 －共通の目的に向かって一緒に遊ぶことを通して－ 
223 南風原町立 ﾄｳﾊﾞﾙ  ﾁｶｺ 表現する喜びを味わわせるための環境や援助の工夫  幼稚園教育

北丘幼稚園 桃原  真子 －友達と一緒に創る表現遊び－ 
算数科における基礎的・基本的な知識及び技能の定着を図る指導の工夫    224 南城市立 ｲｸﾞﾁ  ｹﾝｼﾞ 小学校
－「教えて考えさせる授業」を取り入れた一単位時間における授業展開の工夫を通して－ 馬天小学校 井口  憲治 算数

     225 南城市立 ｵｻﾞｷ  ﾕｳｺ 小学校 自分の思いや考えを論理的に表現できる学習指導の工夫
－書く活動と交流を取り入れた学級新聞作りを通して－大里北小学校 尾崎  優子 国語

226 南城市立 ｵｵｼﾛ  ﾖｼﾌﾐ 興味・関心を高める栽培実習における学習指導の工夫  技術家庭科
佐敷中学校 大城  喜史 －コンテナガーデン作成実習を通して－

    平成２４年度前期 227 糸満市立 ｵｵｼﾛ  ﾐｶｺ 幼稚園教育 先生や友達とたのしく食べるための環境構成や援助の工夫
研究報告書第36号 糸満南幼稚園 大城  美加子 －身近な野菜の栽培活動を通して－ 
    228 糸満市立 ｽﾅｶﾞﾜ  ﾕﾐｺ 動活別特 集団の一員としてよりよい生活を築こうとする態度を育成する指導の工夫

兼城小学校 砂川   由美子 －言語活動の充実を図るワークシートの工夫を通して－
    229 八重瀬町立 ｶﾐｻﾞﾄ　ﾘｭｳｼﾞ 中学校 コミュニケーション能力の基礎を養う英語学習指導の工夫

東風平中学校 神里　竜司 英語 －効果的な語彙指導を通して－
    平成２４年度後期 230 八重瀬町立 ﾂﾊ     ﾘｴｺ 幼稚園教育 幼児が自己を発揮し、共通の目的を見つけて遊ぶ楽しさを味わうための環境構成と援助の工夫

研究報告書第37号 東風平幼稚園 津波  利恵子 －友達と一緒に遊ぶことを通して－ 
     231 豊見城市立 ｱﾗｶｷ  ｴﾘｺ 小学校 読む力を生かして言語活用力を高める学習指導の工夫

豊崎小学校　 新垣  江利子 国語 －説明的な分掌の学習を通して－ 
    232 糸満市立 ｷﾝｼﾞｮｳ ｶｽﾞﾐ 小学校 思いやりの心を育む道徳教育

糸満南小学校 金城  和美 道徳 －思いやり育成プログラムを通して－
   233 南城市立 ｼﾏﾌﾞｸﾛ ﾄﾓｺ 特別活動 よりよい生活や人間関係を築こうとする自主的、実践的な態度の育成

－教師のファシリティブな関わりに関する係活動の活性化を通して－船越小学校　 島袋  朋子
    234 糸満市立 ｼﾏﾂﾞﾂ ﾀﾀﾞｼ 中学校 児童生徒の図画工作・美術への興味・関心・意欲を高める手立てを探る

兼城中学校　 島筒　格　 美術 －図画工作と美術の作品の相互鑑賞を通して
    平成２５年度前期 235 糸満市立 ｳｴﾊﾗ  ﾔﾖｲ 人と関わる力を育てるための環境構成と援助の工夫幼稚園教育

研究報告書第38号 西崎幼稚園 上原  弥生 －仲間とかかわり群れて遊ぶ姿を通して－ 
    236 豊見城市立 ﾄｳﾏ   ﾌｻｴ 幼稚園教育 イメージしたことを表現する楽しさを味わわせるための環境構成と援助の工夫

とよみ幼稚園 當眞  房江 －幼児が自ら作ろうと思うきっかけを探ることから－ 
     237 糸満市立 ﾐﾔｷﾞ  ｻﾈｺ 小学校 読解力を育てる説明文の学習指導の工夫

真壁小学校　 宮城  実子 国語 －考えを交流させる場の設定を通して－ 
     238 豊見城市立 ｷﾝｼﾞｮｳ ﾕｷｺ 小学校 数学的に考える力や表現する力を伸ばす学習指導の工夫

豊見城小学校 金城  由紀子 算数 －図形を見る視点を身に付けさせる活動を通して－
     239 豊見城市立 ﾊﾃﾙﾏ    ﾅｶﾞｷ 中学校 小学校外国語活動から中学校英語への段階的連結の工夫について
伊良波中学校 波照間  永樹 英語 －コミュニケーションを重視した文法指導の試み－

   235 渡嘉敷村立 ｶﾞｷﾔ     ﾅｵﾐ 幼児の遊びの発展や充実を図るための幼保小連携幼稚園教育
渡嘉敷幼稚園 我喜屋  なおみ －渡嘉敷島のよさをいかした交流活動を通して－

    平成２５年度後期 241 南城市立 ﾅｶﾓﾄ  ﾙﾐｺ 幼稚園教育 幼児が主体的に活動し創造性を豊かにするための環境構成と援助の工夫
－なりきって遊ぶ表現遊び「ごっこ遊び」から「劇遊び」までの過程を通して－研究報告書第39号 大里北幼稚園 仲本  留美子 

    242 八重瀬町立 ﾅｶﾑﾗ   ｻﾕﾘ 幼稚園教育 友達と一緒に遊ぶ楽しさを味わうための環境構成と援助の工夫
東風平幼稚園 仲村  小百合 －互いのよさに気付き認め合える仲間づくりを通して－ 

     243 糸満市立 ﾖﾍﾅ     ﾖｳｺ 小学校 伝え合う力を高める学習指導の工夫
兼城小学校　 饒平名  陽子 国語 －説明的な文章における単元を貫く活動を通して－

    244 南城市立 ﾎｶﾏ   ﾏｷﾉ 中学校 伝えあう力を高める国語科学習の工夫
知念中学校　 外間  牧乃 国語 －地域の歌碑「手水の縁」の教材化を通して－

    245 八重瀬町立 ｶｷﾉﾊﾅ  ﾅﾙﾐ 中学校 思考力・判断力・表現力を育てる学習指導の工夫
具志頭中学校 垣花  奈留美 英語 －「書く」ことを中心とした言語活動を通して－

    平成２６年度前期 246 与那原町立 ｷﾝｼﾞｮｳ ﾑﾂｺ 幼稚園教育 幼児がイメージを豊かにし、友達と遊びを広げたり、深めたりしていくための環境構成や援助の工夫
研究報告書第40号 金城  睦子 －絵本の活用を通して－ 与那原東幼稚園
     247 糸満市立 ｳｴﾊﾗ  ｶｵﾘ 小学校 読解力を育てる学習指導の工夫

－説明的な文章の学習における単元を貫く言語活動を通して－ 潮平小学校　 上原　馨 国語
    248 豊見城市立 ｼﾓｼﾞ   ｺｽﾞｴ 小学校 思いや考えを表現する力を育てる授業づくり

上田小学校　 下地  こず恵 国語 －読み手に伝わる作文指導を通して－
    249 糸満市立 ﾅｶｼﾞｮｳ ﾏﾅﾌﾞ 小学校 数学的な思考力・表現力を育てる学習指導

－「数量関係」における批判的に読み取る課題の設定を通して－兼城小学校　 仲門　学 算数
   250 豊見城市立 ﾖｺﾀ   ｼﾞｭﾝｺ 特別活動 望ましい人間関係を形成する学級活動の指導の工夫

－学級の一員として主体的に実践　する生徒の活動を通して－長嶺中学校　 横田  純子
     平成２６年度後期 251 糸満市立 ｲﾅﾐﾈ  ｱﾕﾐ 幼稚園教育 幼児が表現する楽しさを味わうための環境構成と援助の工夫

研究報告書第41号 糸満南幼稚園 稲嶺　あゆみ －つくったり、かいたりする造形遊びを通して－ 
      252 糸満市立 ｱｻﾞﾅ    ﾕﾘ 小学校 道徳的価値の自覚及び自己の生き方についての考えを深める道徳授業の工夫

－よりよいものの見方や考え方を見出す話合い活動を通して－ 米須小学校 安座名　有里 道徳
     253 南城市立 ｾﾘｷｬｸ   ﾀｶﾕｷ 小学校 運動に親しむ資質や能力の基礎を育てる学習指導の工夫

－基本的な動きづくりとステージ型の学習過程を取り入れた「幅跳び」を通して－ 大里南小学校 勢理客　貴之 体育
254 南風原町立 ﾋｶﾞ   ﾄｼｵ 小学校 数学的な思考力・表現力を高める学習指導の工夫    

－「小数のかけ算」における説明する活動を通して－津嘉山小学校 比嘉　俊雄 算数
    255 南城市立 ｺｼﾞｬ  ｴｲｺ 中学校 自己表現力の基礎を育む学習指導の工夫

－自分との関わりで段階的にまとまりのある英文を書くことの指導を通して－大里中学校 古謝　栄子 英語
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    平成２７年度前期 256 糸満市立 ｷﾝｼﾞｮｳ ｻｸﾗ 幼稚園教育 幼児が友達と共に遊ぶ楽しさを味わうための環境構成と援助の工夫
研究報告書第42号 糸満南幼稚園 金城 さくら －触れ合い、かかわる集団遊びを通して－ 
     257 糸満市立 ｵｵｼﾛ  ｱﾂｼ 小学校 図形領域における基礎的・基本的な知識及び技能の定着を図る指導方法の工夫

真壁小学校 大城　厚 算数 －操作、比較・観察の学習活動を通して－ 
    258 糸満市立 ﾅｶﾞﾄ  ﾃﾙﾉ 小学校 多様な考えに触れ、思考を深める道徳授業づくり

潮平小学校 長門  照乃 道徳 －授業のねらいに迫る発問の工夫－
    259 南城市立 ｸﾞｼｹﾝ   ﾄﾓﾐ 小学校 運動に親しむ資質や能力を育む学習指導の工夫

－運動の基礎技能づくりを取り入れた「ゴール型ゲーム」の授業を通して－大里南小学校 具志堅  智美 体育
    260 南風原町立 ﾌﾙﾔ   ｾｲｲﾁ 中学校 生徒が主体的に学習する態度を育てる指導の工夫

－生徒の「問い」を活かした問題解決の授業を通して－南星中学校 古屋  誠一 数学
    平成２７年度後期 261 南風原町立 ｸﾆﾖｼ  ｱﾔ 幼稚園教育 幼児が協同して遊ぶようになるための環境構成と援助の工夫

研究報告書第43号 北丘幼稚園 国吉　亜矢 －思いを伝え合い友達とかかわる遊びを通して－ 
     262 豊見城市立 ﾋｶﾞ   ﾖﾘｺ 小学校 児童が主体的に取り組み、自らの考えを深める道徳授業づくり

－心の響く教材の開発・活用と意見交流の場の設定を通して－ 長嶺小学校 比嘉　頼子 道徳
    263 与那原町立 ｸﾀﾞｶ  ﾕｳﾔ 小学校 自分の考えを広げたり、深めたりする学習指導の工夫

与那原東小学校 －「読むこと」における単元を貫く言語活動を通して－久髙　友弥 国語
    264 八重瀬町立 ﾌﾅｺｼ    ﾕｷ 小学校 数学的な思考力・表現力をはぐくむ指導の工夫

東風平小学校 冨名腰　由紀 算数 －互いの考えを伝え合う協働的な学習活動を通して－
    265 南城市立 ﾊﾃﾙﾏ    ｾｲｺ 小学校 科学的な思考力・表現力を高める指導方法の工夫

大里中学校 波照間　生子 理科 －教材・教具を活かした問題解決学習を通して－
     平成２８年度前期 266 糸満市立 ｳｴﾊﾗ  ﾂｶｻ 小学校 児童一人一人が運動に親しむ学習指導の工夫

－ゴール型ゲームに階層的な教材を活用した指導の工夫を通して－研究報告書第44号 兼城小学校 上原　司 体育 
     267 南城市立 ｸﾎﾞﾀ    ﾘｷﾔ 小学校 自他の考えの違いやよさに気付き、自らの考えを深める授業づくり

－思考を深める発問の工夫と対比的･構造的な板書の工夫を通して－ 佐敷小学校 久保田　力也 道徳
     268 八重瀬町立 ﾔﾏｼﾛ  ﾏｻﾖｼ 小学校 児童が主体的に読む力を育むための指導の工夫

－説明的な文章における学び合い活動の工夫を通して－ 白川小学校 山城　昌義 国語
    269 糸満市立 ｼﾓｼﾞ  ﾋﾃﾞﾀｶ 中学校 生徒が主体的に運動に親しむ態度を育む指導方法の工夫

－｢知識構成型ジグソー法｣を取り入れた空間を活用したバスケットボールの授業を通して－西崎中学校 下地　秀隆 体育
    平成２８年度後期 270 八重瀬町立 ﾓﾄﾌﾞ  ｼｮｳｺ 幼稚園教育 幼児同士が共通の目的を見いだして遊ぶようになるための環境構成と援助の工夫

－思いやイメージを伝え合いながら遊ぶことを通して－研究報告書第45号 東風平幼稚園 本部　笑子　 
    271 渡嘉敷村立 ｻｷﾊﾏ  ﾀｶｺ 幼稚園教育 幼児が食べる喜びや楽しさを味わうための環境構成と援助の工夫

渡嘉敷幼稚園 崎濱　貴子 －身近な食べ物への興味や関心を高めることを通して－ 
     272 南城市立 ｸﾞｼｹﾝ   ﾉﾌﾞﾄｼ 小学校 児童一人一人が積極的にコミュニケーションを楽しむ指導の工夫

佐敷小学校 具志堅　惣敏 外国語 －プロジェクト型外国語活動を通して－ 
     273 南風原町立 ﾐﾔｷﾞ  ﾀﾞﾝｼ 小学校 問いをもち、主体的に課題を解決していく児童の育成

－問題提示の工夫とふきだしを用いた思考の可視化を通して－翔南小学校 宮城　団志 算数
    274 糸満市立 ｼﾝｻﾞﾄ ｱｽﾐ 小学校 児童が主体的に読みを深める学習指導の工夫

－物語文教材における一人学びや学び合いを取り入れた言語活動の充実を通して－潮平小学校 新里　明日美 国語
275 糸満市立 ｼﾝｶﾞｷ ﾐﾂﾌﾐ 中学校 生徒一人一人が主体的に学ぶための学習指導の工   

潮平中学校 新垣　光史 社会 夫－思考ツールを用いた学び合い学習を通して－
    平成２８年度前期 276 糸満市立 ﾔﾏｻﾞﾄ ｼｮｳｺ 幼稚園教育 幼児が表現し、つながる楽しさを味わうための環境構成と援助の工夫

－こころの触れ合うわらべうたや手遊びうたを通して－研究報告書第46号 西崎幼稚園 山里  章子 
     277 与那原町立 ｲﾚｲ   ﾁｶｺ 小学校 一人一人が見通しをもち、主体的に学ぶ学習指導の工夫

伊禮  哉子 算数 －思考ツールを用いた数学的活動を通して－ 与那原東小学校
     278 八重瀬町立 ｱｶ    ﾏｻﾌﾐ 小学校 児童が主体的に読みを深める学習指導の工夫

具志頭小学校 阿嘉  将史 国語 －物語文における指導と評価の工夫を通して－ 
     279 南風原町立 ｵｵﾊﾏ  ﾀﾂﾔ 小学校 問いをもち、主体的に学びを深める協働学習の工夫

北丘小学校 大浜  辰也 理科 －実感を伴った問題解決学習を通して－
    280 八重瀬町立 ﾔﾏﾀﾞ  ﾘｮｳｺ 中学校 数学的な見方･考え方を育む指導の工夫

－オープンアプローチによる学びを取り入れた数学的活動を通して－東風平中学校 山田  涼子 数学
    平成２９年度後期 281 南風原町立 ｶｶｽﾞ  ｼｮｳｺﾞ 幼稚園教育 幼児が表現する楽しさを味わい主体的に活動するための環境構成と援助の工夫

研究報告書第47号 南風原幼稚園 嘉数  正悟 －いろいろな素材を使った製作活動を通して－ 
     282 豊見城市立 ﾜﾀﾅﾍﾞ ﾏｻﾕｷ 小学校 生きて働く道徳的資質･能力を育てる道徳教育の研究

－｢考え､議論する道徳授業｣と道徳的環境づくりを通して－ 豊見城小学校 渡邊　昌幸 道徳
     283 糸満市立 ﾉﾊﾗ   ﾄﾓｶｽﾞ 小学校 自ら運動に親しむ児童を育てる協働学習

－体つくり運動における場の工夫や課題解決の場面を通して－ 米須小学校 野原　友和 体育
     284 八重瀬町立 ｵｵｼﾛ  ﾅﾐｴ 小学校 児童が主体的に読みを深める学習指導の工夫

－説明的な文章における書く活動と対話的活動を通して－白川小学校 大城  奈美江 国語
    285 南風原町立 ｱﾊｺﾞﾝ   ﾀﾐｺ 中学校 生徒が主体的に英語でコミュニケーションを行う学習指導

－やり取りのある場面設定の工夫と段階的指導を通して－南風原中学校 阿波根　民子 英語
     平成３０年度前期 286 豊見城市立 ﾋﾗﾀ   ﾂﾄﾑ 小学校 主体的に課題を解決しようとする児童を育む指導の工夫

－根拠のある予想や仮説を発想する「原体験を基盤とする理科学習モデル」を取り入れた授業を通して－研究報告書第48号 豊崎小学校 平田　務 理科 
     287 糸満市立 ｶｶｽﾞ  ﾀｹｲﾁﾛｳ 小学校 自己の生き方についての考えを深め、自己実現を図ろうとする態度を育む指導の工夫

－学級活動(3)におけるキャリアパスポートを活用　した学習を通して－ 光洋小学校 賀数　武一朗 特別活動
     288 与那原町立 ｷﾝｼﾞｮｳ ﾕﾘｶ 小学校 児童に論理的思考力を育む学習指導の工夫

－物語教材文を論理的に読むための言語活動の充実を通して－与那原小学校 金城　由利佳 国語
    289 豊見城市立 ﾅｶﾑﾗ  ｲｿﾉ 中学校 生徒のコミュニケーション能力を育むための学習指導

－知識・技能の活用を図るための「目的や場面、状況などを明確にした『やり取り 」の工夫を通して－豊見城中学校 仲村　姫園 英語 』
     平成３０年度後期 290 与那原町立 ﾅｶﾓﾄ  ﾐﾕｷ 小学校 説明的な文章を「正確に理解」する資質・能力の育成

－「情報の扱い方」を関連させた「読むこと」の指導を通して－研究報告書第49号 仲本　美由紀 国語 与那原東小学校
               291 南風原町立 ｶﾐｻﾞﾄ ﾀｹﾋｺ 小学校 主体的に英語でコミュニケーションを図ろうとする態度を育む学習指導

－「CAN-DOリスト」(試案）を活用した単元構成とSmall Talkの工夫を通して－ 津嘉山小学校 神里　岳彦 外国語 
    292 糸満市立 ﾐﾔﾋﾗ  ｹｲｲﾁﾛｳ 中学校 伝え合う力を育む「スピーチ」単元の学習指導

－話す技術の観点を明確にした学習活動と「PSシート」の作成・活用を通して－糸満中学校 宮平　圭一郎 国語
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    293 糸満市立 ﾅｶﾞﾐﾈ ﾕｳｺ 中学校 主体的に英語でコミュニケーションを図ろうとする態度を育む指導
－既習の知識･技能を活用して即興で話すことの言語活動の工夫を通して－兼城中学校 長嶺　裕子  　 英語

     令和元年度 294 豊見城市立 ﾐﾔｷﾞ  ｹﾝﾀ 小学校 すべての児童が自分の思いや考えをもつための指導の工夫
国語科の「読むこと」の領域における問いを生起する問の工夫を通して－平成３１年度前期 上田小学校 宮城　健太 国語 

－研究報告書第50号 295 八重瀬町立 ﾅｶﾝﾀﾞｶﾘ ﾂｶｻ 小学校 算数科における思考力・判断力・表現力等の育成    
図形単元における数学的な見方・考え方を働かせたび合いのある授業づくりを通して－ 白川小学校 仲村渠　司 算数

     296 南風原町立 ﾀﾅﾊﾗ  ｴﾂｺ 小学校 言葉に着目し、具体的に想像する力を育む授業づくり
「内容の見える化」と「論理の見える化」を基にした言 津嘉山小学校 棚原　悦子 国語
葉への自覚を高める」言語活動と板書の工夫を通して

    297 糸満市立 ｱﾊﾚﾝ    ﾐﾅｺ 中学校 英語で思いや考えを伝え合う力を育成するための学習指導
－即興で「やり取り」する言語活動の工夫を通して－糸満中学校 阿波連　美奈子 英語

     令和元年度後期 298 南風原町立 ﾅｶﾞﾔﾏ　ﾁｶ 幼児教育 友達と協同して遊ぶ幼児を育む
協同性が育まれていく過程における見通しや振り返りの工夫を通して－研究報告書第51号 南風原幼稚園 永山　知佳 －

     299 豊見城市立 ﾃﾝｶﾞﾝ　ﾋﾛｺ 教育相談 よりよい人間関係を築く力を育成する支援の在り方
－自己肯定感を高めるための「開発的カウンセリング」を通して－ 豊崎小学校 天願　博子

      300 糸満市立 ｽｶﾞﾇﾏ　ﾊﾂｴ 小学校 自らの学びを自覚し、実感する国語科の授業づくり
「読むこと」における「自己説明」を取り入れた学習活動の工夫を通して－光洋小学校 菅沼　八重 国語 －

     301 与那原町立 ﾍﾝﾄﾅ　ﾂﾖｼ 小学校 自分の考えを数学的に表現する子どもの育成
－数学的に表現し伝え合う活動を通した授業づくりの工夫－与那原東小学校 辺土名　剛 算数

     302 糸満市立 ｱﾗｶｷ　ﾉｿﾞﾑ 中学校 英語で自分の考えや気持ちを伝え合う力を育成する学習指導
－既習事項を活用し、即興で「やり取り」する言語活動を通して－潮平中学校 新垣　望 英語

     令和２年度前期 303 与那原町立 ﾉ ﾊ ﾗ　 ﾀ ｲ ﾁ 小学校 数学的な見方・考え方を働かせ、主体的な学びを実現する授業づくり
-ファシリテーターとしての教師の工夫を通して-研究報告書第52号 与那原小学校 野原　太一 算数 

     304 豊見城市立 ﾅ ｶ ｻ ﾞ  ﾅ ｵ 中学校 生涯にわたって健やかに生きるための基礎を培う食育の工夫
-栄養教諭との連携を通して- 伊良波中校 仲座　奈穂 食育

    305 糸満市立 ﾋ ｻ ﾔ ﾏ  ﾁ ｴ ｺ 中学校 「思考力・判断力・表現力等」を育む「読むこと 「書くこと」の指導の工夫」
-単元を通した技能統合的な言語活動を通して-糸満中学校 久山　智恵子 英語

    306 八重瀬町立 ｲ ｼ ｷ　 ﾅ ｵ ｴ 中学校 目的意識を持ち主体的に学びに向かう生徒を育成する国語科の学習指導
-「生徒と創り上げる学びのプロセス」を工夫した「書くこと」の授業を通して-東風平中学校 伊敷　直恵    国語

     令和２年度後期 307 南城市立 ﾏ ﾀ ﾞ ﾝ ﾊ ﾞ ｼ ﾉ ﾘ ｺ 小学校 児童が主体的に取り組み、考えを深める道徳科の授業づくり　
-発問の構成と問い返しの工夫を通して-研究報告書第53号 佐敷小学校 真玉橋　教子 道徳 

     308 南風原町立 ｼ ﾛ ﾏ　 ﾏ ｷ 小学校 数学のよさに気付き、よりよく問題解決する児童を育む授業づくり　
-第3学年「分数」における児童の思考をつなぐ問い返しの工夫を通して-北丘小学校 城間　麻喜 算数

     309 糸満市立 ﾋ ﾗ ﾀ　 ｽ ｽ ﾞ ｶ 中学校 論理的思考力を育み、表現する国語科の授業づくり
-SDGsの視点と三角ロジックを活用した「書くこと」の指導を通して-潮平中学校 平田　すず か 国語

     310 南風原町立 ｵ ｵ ｼ ﾛ　 ﾏ ｷ ｺ 中学校 道徳的価値の自覚を深める「考え、議論する」授業づくり
-単元型学習としての教材パッケージ化とOPPAの活用を通して-南風原中学校 大城　真紀子 道徳

     令和３年度前期 311 豊見城市立 ﾄ ｳ ﾊ ﾞ ﾙ  ﾂ ﾖ ｼ 小学校 筋道を立てて考え、 論理的思考力を高める児童の育成
- -研究報告書第54号 上田小学校 桃 原  健 プログラミン グ 第 ５ 学 年 算 数 科 「 合 同 な 図 形 」 に お け る プ ロ グ ラ ミ ン グ の 活 用 を 通 し て

    312 南城市立 ｵｵｼﾛ  ｺ ｽ ﾞ ｴ 小学校 伝え合う力を高めるための国語科の授業づくり
- -馬天小学校 大城 こずえ 国語 「話すこと・聞くこと」の単元における、対話スキルを取り入れた指導の工夫

    313 糸満市立 ﾄｳﾏ   ｻｵﾘ 中学校 「正確に理解する資質・能力」を育む「読むこと」の指導
- -三和中学校 當 間  沙 織 国語 説明的な文章を「図式化」する学習活動を通して

     令和３年度後期 314 豊見城市立 ﾐﾔｷﾞ  ｼ ｭ ﾝ ﾔ 小学校 自 分 の 考 え を 広 げ 深 め る 児 童 の 育 成
-国語科の説明的な文章における「対話的な学び」を通して-研究報告書第55号 上田小学校 宮 城  俊 文 国語

    315 豊見城市立 ﾐ ﾈ ｲ   ｲ ｸ ﾏ 小学校 主体的な「問い」と自分なりの考えを持ち対話を通して学びを深める児童の育成
-第5学年社会科「自然災害とともに生きる」の学習過程におけるICTの効 伊良波小学校 嶺 井  育 馬 I C T
 果的な活用を通して-

    316 糸満市立 ﾄｸﾀﾞ　 ﾔｽﾋｺ 生徒指導 自己受容を育み自己肯定感を高める児童の育成
-生徒指導の３つの機能を生かした授業づくりと振り返る学びを通して-西崎小学校 德 田  安 彦 教育相談

    317 南城市立 ｱﾗｶｷ  ﾏ ｺ ﾄ 中学校 数学的活動の楽しさや数学のよさを実感し、主体的に学ぶ生徒の育成
-「発問」や｢振り返り」の工夫を通して-知念中学校 新 垣  誠 数学

    318 南風原町立 ﾏ ｴ ｵ   ｴﾘ 中学校 「持続可能な社会の実現」を目指して学び続ける生徒の育成　
-SDGｓ達成を目指すESDの視点を取り入れた英語科の単元ﾃ゙ ｻ゙ ｲﾝを通して-南風原中学校 前 大  え り S D Gｓ

     令和４年度前期 319 南 城 市 立 ﾐ ﾔ ｷ ﾞ  ﾕ ｷ ﾉ 幼児が遊び込むための環境の構成と援助の工夫
- -研究報告書第56号 大里南幼稚園 宮 城  由 季 乃 幼児教育 ドキュメンテーションの共同作成を通して

    320 豊 見城市 立 ﾄ ｸ ﾑ ﾗ  ｽ ｶ ﾞ ﾉ 小 学 校 多面的・多角的に考え 思いやりの心を育てる道徳の授業づくり
- -伊良波小学校 德 村  清 乃 道 徳 思考ツールの活用と交流場面の工夫を通して

    321 糸 満 市 立 ｵ ｵ ｼ ﾛ  ｼ ﾞ ｭ ﾝ ｷ 小 学 校 思考力、判断力、表現力を育む体育科における指導の工夫
-スタディ・ログを利活用したマットを使った運動遊びを通して-糸満小学 校 大 城  潤 喜 I C T

     322 糸 満 市 立 ﾅ ｶ ﾀ ﾞ  ﾀ ｲ ﾁ 小 学 校 「思考力・判断力・表現力」を育む社会科学習の工夫
- -喜屋武小学校 仲 田  大 地 社 会 I C Tを効果的に利活用した学び合いを通して

    323 南 城 市 立 ｼ ﾝ ｼ ﾞ ｮ ｳ  ﾅ ﾅ ｺ 中 学 校 音楽文化を創造する生徒の育成
- -玉城中学校 新 城  菜 々 子 S D Gｓ 音楽鑑賞とESD for SDGs

    令和４年度後期 324 豊 見城市 立 ﾐ ﾔ ｻ ﾞ ﾄ  ﾉ ﾘ ｶ 小 学 校 自己有用感を持つ児童の育成
- -研究報告書第57号 豊見城小学校 宮 里  の り か 特別活動 特 別 活 動 に お け る 係 活 動 の 工 夫 を通して

    325 与那原町立 ｷ ﾝ ｼ ﾞ ｮ ｳ  ｱ ｲ ﾘ 小 学 校 安心・成長・自立につなげるスタートカリキュラムの工夫
- -与那原小学校 金 城  愛 梨 幼児期の学びや生活を踏まえた生活科の実践を通して保幼こ小連携

     326 南風原町立 ﾏ ﾂ ﾓ ﾗ  　 ｼ ﾉ ﾌ ﾞ 小 学 校 算 数 科 の 学 び に 向 か う 児 童 の 育 成
- 第5学年「図形の面積」における「問い」を引き出す指導の工夫を通して -南風原小学校 松 茂 良  忍 算 数  

     327 南風原町立 ﾅ ｶ ﾏ  ﾀ ﾞ ｲ ｽ ｹ 中 学 校 歴史的事象の課題を追究し、主体的・対話的に学ぶ生徒の育成
- -南風原中学校 仲 間  大 輔 社 会  見方・考え方を働かせる「問い」の活用を通して

      令和５年度前期 328 糸満市立 ﾑ ﾛ ﾈ  ﾋ ﾛ ﾅ 小 学 校 ポジティブな生徒指導を核とした児童の自己指導能力の育成
自己実現の喜びを味わわせる特別活動の生徒指導及び授業実践を研究報告書第58号 高嶺小学校 室 根 広 菜 生徒指導 -
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-通して
     329 南風原町立 ﾄ ｳ ﾒ  ﾊ ﾙ ﾅ 小 学 校 自ら学びの方法を選択し、意欲的に学びに向かう児童の育成
南風原小学校 當 銘 春 菜 特別支援 -学 び の ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン （ UDL） を

教育 取り入れた算数科の授業を通し て -
令和５年度後期 330 糸満市立 ｵ ｷ ﾀ ﾞ  ｱ ﾘ ｻ 小 学 校 文 章 を 理 解 し た こ と に 基 づ い て 自 分 の     

 研究報告書第59号 高嶺小学校 沖 田 亜 梨 沙 国 語 思 い や 考 え を も ち 表 現 す る 児 童 の 育 成
- -国語科文学的な文章における個別最適で協働的な学びを通して

331 八重瀬町立 ｺ ｸ ﾎ ﾞ  ｱ ｷ ﾉ 小 学 校 授 業 者 の 授 業 観 の 転 換 に よ る 主 体 的 ・ 対    
 東風平小学校 小久保亜樹 乃 道 徳 話的な「学びのある」道徳科授 業作り

-発問とファシリテーションの工夫を通して -
      令和６年度前期 332 糸満市立 ｶ ﾜ ﾑ ﾗ  ﾁ ｱ ｷ 楽しさが広がり夢中になって遊ぶ園児 育む

研究報告書第60号 喜屋武こども園 川 村 千 秋 幼児教育 -協同性を育む共主体の保育を通し て -
     333 豊見城市立 ｱ ｶ ﾐ ﾈ  ﾋ ﾃ ﾞ ﾕ ｷ 小 学 校 持続可能な社会づくりを担う児童の育 成
上田小学校 赤 嶺 英 幸 S D G s -ESDの視点で考える社会科学習指導の工夫を　

 通して -
    334 豊見城市立 ｵ ｵ ｼ ﾛ  ﾘ ｭ ｳ ｼ ﾞ 小 学 校 全ての児童が運動の楽しさと喜びを感じられる体育学習

伊良波小学校 大 城 竜 二 体 育 -運動有能感が高まるボールゲームの授業づくりを　 
 通して-

      令和６年度後期 335 糸満市立 ｺ ﾞ ｶ ﾞ  ﾒ ｸ ﾞ ﾐ 多様な子どもたちが仲間とつながり共に楽しむ園生活
研究報告書第61号 真壁こども園 呉 我 恵 幼児教育 - 一人一人が安心し、自己発揮して遊ぶ環境の工夫- 

    336 八重瀬町立 ﾅ ｶ ｻ ﾞ  ｱ ｷ ﾗ 議題と向き合い、お互いを尊重し合う児童の育成
東風平小学校 仲 座 旦 特別活動 -児童が主体的に話合いに参画できる工夫と教師  

 の適切なフィードバックを通して-
337 南城市立 ﾐ ﾔ ｷ ﾞ  ｻ ﾔ ｶ 中 学 校 生徒が道徳的価値を自分ごととして捉え、考える    

 知念中学校 宮 城 清 香 道 徳 ことのできる授業づくり
-生徒の思考を促す発問の工夫 -

 
２　特別教育研究員（１年）

年度 番号 学校名 氏名 研究領域 研究テーマ
平成８年 特研１ ﾔﾏｼﾛ ﾅｵｿﾞｳ 教育相談  　
平成９年 山城　直三
平成10年 特研２ ｳｴﾊﾗ　ﾖｼﾋﾛ 教育相談  
平成11年 上原　義弘
平成12年 特研３ ｳﾝﾃﾝ　ﾋﾃﾞﾉﾘ 教育相談 心因性不登校児童生徒の自立をめざした適応指導  
平成13年 運天　秀紀 の在り方
平成14年 特研４ ｼﾛﾀ　 ﾖｼｶﾂ 教育相談 心因性不登校児童生徒の自立をめざした適応指導  　
平成15年 城田　由勝
平成16年 特研５ ｵｵｼ　 ﾅｵｷ 教育相談 心因性不登校児童生徒の自立をめざした適応指導  　
平成17年 大城　直樹
平成18年 特研６ ｸﾞｼｹﾝ　 ﾓﾄﾊﾙ 教育相談  　
平成20年 具志堅　源春
平成21年 特研７ ｻｷﾊﾏ　ﾋﾃﾞｱｷ 教育相談 

崎濱　秀昭
平成22年 特研８ ﾋｶﾞ　 ﾏｻｷ 教育相談　  

比嘉　正樹
平成23年 特研９ ﾐﾔｷﾞ　ﾁｴﾐ 教育相談 

宮城　千枝美
平成24年 特研10 ﾀﾏｷ　 ｻﾄｺ 教育相談　  

玉城　智子
平成25年 特研11 ﾄｸﾞﾁ　ﾅｵｺ 教育相談 

渡口　尚子
平成26年 特研12 豊見城市立 ﾏｴｶﾜ　ｽｶﾞｺ 教育相談  

伊良波中学校 前川　菅子
   平成27年 特研13 豊見城市立 ｲﾊ　　ﾏｽﾐ 教育相談 学校復帰へ向けたよりよい支援を通して

豊見城中学校 伊波　ますみ －子ども理解と多様な活動を通して－
   平成28年 特研14 南城市立 ﾌﾅﾂｷ　ﾋﾛﾐ 教育相談 様々の課題を抱えた児童生徒への支援方法の工夫－

支援シートを活用したコンサルテーションを通して－玉城中学校 船附　洋美
   平成29年 特研15 豊見城市立 ﾅｶｻﾞﾄ ﾅｵﾐ 教育相談 自己肯定感を育むチーム支援のあり方　

－ホワイトボードミーティング等を中心とした支援を通して－伊良波中学校 仲里　直美
    平成30年 特研16 南城市立 ｶﾜﾑﾗ　ﾁｶｺ 不登校児童生徒の社会的自立を目指した支援の工夫

－認知行動療法に基づく個に応じた教育相談的アプローチとソーシャルスキルトレーニングを連動大里中学校 河村　千佳子 教育相談
　させた取り組みを通して－

     平成31年 特研17 南城市立 ﾄｳﾏ　 ﾕｷｺ 不登校児童生徒がよりよく生き抜くための支援の工夫
－自立活動の充実を通して－令和元年 玉城中学校 當真　由紀子 教育相談

    令和２年 特研18 豊見城市立 ｱｻﾄ　 ﾄﾓｺ 不登校児童生徒がよりよく生き抜くための支援の工夫
－アセスメントを活用した自立活動の充実を図る手立ての工夫－長嶺中学校 安里　智子 教育相談

令和３年 特研19 南城市立 ｻｻｷ　 ｶﾅｺ 不登校児童生徒がよりよく生き抜くための支援の工夫   
－ －大里中学校 佐々木加奈子 教育相談 教育相談の３段階の援助サービスとキャリア教育の視点を取り入れた活動を通して

    令和４年 特研20 南城市立 ｳｴﾊﾗ　ﾘｴ 自己理解力を育み、社会的自立へと向かわせる指導援助の工夫
－ 支持的風土のある教室経営と体験的活動の充実を通して －佐敷中学校 上原　理恵 教育相談  

    令和５年 特研21 南風原町立 ｱﾗｻｷ　ｻﾄｺ 適応指導教室「しののめ教室」実践報告
南風原中学校 新崎　公子 教育相談

   令和６年 特研22 八重瀬町立 ﾋﾗﾅｶ　ﾏｷ 適応指導教室「しののめ教室」実践報告
東風平中学校 平仲　麻紀 教育相談
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 　こどもサポートルーム しののめ 経営計画
 
　平成28年 12月公布「義務教育の段階における普通教育に相当する教育の機会の確保等に関する法律（以下 「教育機会確、

保法」という）を踏まえ 「南部広域行政組合島尻教育研究所における不登校児童・生徒の適応指導教室の設置及び運営に関、

する規則（平成10年４月１日）第５条に基づき、令和７年度のこどもサポートルーム「しののめ」の教室経営について、以

 下の通り計画する。

 
 １　経営の目的

こどもサポートルームしののめは、原籍校の支援計画のもと、当該児童生徒の状況に応じて、集団生活への適

応、情緒の安定、基礎学力の補充、基本的生活習慣の改善等のための相談、支援を行うことにより、社会的自立に

 資することを目的とする。

 
 ２　支援の方針

　(1)  児童生徒が行う多様な学習活動の実情を踏まえ、個々の当該児童生徒の状況に応じた必要な支援を行い、当

 　　 該児童生徒にとって安心できる場とする。

、 、　(2)  個々の児童生徒の休養の必要性を踏まえ 当該児童生徒の状況に応じた学習活動が行われることとなるよう

 　 生徒及び保護者に対する必要な情報の提供、助言その他の必要な措置を講ずる。

 
 ３　入室対象者

 　(1)  島尻地区内小中学校に在籍していること（糸満市、豊見城市、南城市を除く）

　(2)  心理的要因等によって登校できず、社会的自立を促進するため 「しののめ」での支援が望ましいと判定され、

 　　 た児童生徒

 
 ４　入室条件

 　(1) 【  児童生徒  】■本人に「しののめ」に通室する意志があること。

 　(2) 【  保 護 者  】■保護者に児童生徒を「しののめ」に通室させる意志があること。

　　　　　　　　　　　■「しののめ」や関係機関の運営や学校復帰、社会的自立に向けた取り組み等に連携・協力

 　　　　　　　　　　　　 できること。

  　 　　　　　　　　　■保護者による「しののめ」への送迎と登下校の安全確保が可能であること。

   (3) 【  原 籍 校  】■原籍校の校長により「しののめ」における支援が望ましいとされた児童生徒であること。

　 　　　　　　　　　 ■原籍校または所管する町村教育委員会は 「個別の教育支援計画 「個別の指導計画」を、 」、

 　　　　　　　　　　　  作成し、支援体制が機能していること。

   (4) 【 教育委員会 】■原籍校を所管する町村教育委員会により「しののめ」における支援が望ましいとされた

 　　　　　　　　　　　  児童生徒であること。

   (5) 【　しののめ　】■入室申請に係る所定の手続きを踏まえていること。

           　          ■「入室判定会議」により 「しののめ」における支援が望ましいと判定された児童生徒で、

 　　　　　　　　　　　  あること。

 
 ５　めざす児童生徒像

 　(1)  主体的に基本的生活習慣を整え、登室のリズムが出来ている児童生徒。

 　(2)  自己理解を深め、情緒が安定している児童生徒。

 　(3)  目標をもち、主体的に学習活動や体験活動等に取り組んでいる児童生徒。

 
 ６　今年度の重点事項

 　(1)  児童生徒の状況を把握し、自立心や社会性を育む活動を行う。

 　(2)  ケース会議や情報交換など、原籍校や町村教育委員会、関係機関との連携を密にする。

 
 ７　「しののめ」の組織

 　(1)  組織図

    南部広域行政組合 町村教育委員会
   教育委員会

  
  関係機関 島尻教育研究所 原籍校

  
   協力者会議
   入室判定委員会

臨床心理士 
 

しののめ 
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　(2)  関係職員

こどもサポートルームしののめ（島尻教育研究所）

教育委員会　教育課長 久志 桂子  
所長（主任指導主事） 末吉 松祥  
指導主事 勢理客 美和子  
幼児教育担当主事 稲嶺 彰子  
担当教諭 比嘉 孝子  
支援員 島袋 祥子　儀間 奈央  
臨床心理士・公認心理師 宮城 元子  

 
 　(3)  緊急連絡体制

南部広域行政組合 教育長 金城 郡浩   
教育委員会 教育委員 赤嶺 美奈子　 垣花 英正   金城 満     

  教育次長  仲間 智紀 998-9561

教育課長  久志 桂子 
 
  島尻教育研究所 所長  末吉 松祥 998-9561 市町村教育委員会

指導主事 勢理客美和子 原籍校 
 
  しののめ教室 担当教諭  比嘉 孝子 090-3796-4972

支援員 島袋 祥子  儀間 奈央 （ ） しののめ用携帯

  保護者
関係機関

児童生徒

 
 ８　経営方針

 【経営・運営について】

 　(1)  「しののめ」は児童生徒にとって安心できる「居場所」となり、休養の必要性、一人ひとりの学びの多様さ

 　　　に合わせた支援を行う。

　 (2)　「しののめ」の運営に当たっては、南部広域行政組合教育委員会、島尻教育研究所、原籍校、保護者、関係

 　　　町村教育委員会、臨床心理士、関係機関、専門機関などが互いに協力し連携する。　

　 (3)　担当教諭及び支援員の勤務については 「働き方改革」関連法の趣旨を踏まえ、業務の内容や量、方法等に、

 　　　ついて、適正に行われるよう努める。

 　 (4)　担当教諭及び支援員の資質向上のため、適切な研修の機会を確保する。

 　 (5)　児童生徒の受入数については、施設の状況等を踏まえ、適切な人数を設定する（詳細は 16 に規定 。）

 　 (6)  教室内外での諸活動に、安心・安全に取り組むよう努める。

 　（7） 当該児童生徒、保護者に対して必要な情報を提供する （ 教育機会確保法」休養の必要性、多様な学びの場など）。「

 【児童生徒の生活について】

  　(8)  児童生徒を受容し、自己理解を促し情緒の安定、自己肯定感を高めるよう支援する。

  　(9)  学習活動、体験活動、教育相談活動など、児童生徒の実態に応じた支援を行う。

 【保護者、原籍校、関係機関等との連携について】

 　(10)  原籍校は、保護者、しののめ、関係機関との連携を図るため、特に以下のことに努める。

 　　①　当該児童生徒が安心して登校できるように支援体制、環境づくりに努める。

 　　②　当該児童生徒のニーズに合った特別な教育課程を「しののめ」と連携して作成する。

 　　③　当該児童生徒の健康及び出席状況を日々把握するよう努める。

 　(11)  「しののめ」は、保護者との連携を密にし、相互理解を図り関係性を構築する。

 　(12)  児童生徒が積極的に交流できるよう、近隣の支援教室との連携を図る。

 
 ９　指導援助方針

 　　学校・家庭・関係機関と連携を密にし、協力し合いながら、１に掲げる経営の目的の達成をめざすこととする。

 　(1)　児童生徒への対応

 　　①　児童生徒の立場に立ち、人命や人格を尊重した人間味のある温かい相談支援を行う。

 　　②　相談に関しては、共感的な理解に立ちつつ、児童生徒の自立を支援する立場から実施する。 

　　③　支援内容は、児童生徒の実態に応じて適切に定め、個別支援を基本とし、必要に応じて集団支援を実施する

 　　　ものとする。その際、児童生徒の状況に応じて体験活動を取り入れる。

 　　④　児童生徒それぞれの発達課題等をふまえ、学校の「個別の教育支援計画」と連動した支援を行う。

 　　⑤ 「教育機会確保法」の定めるところにより、児童生徒に対し、必要な情報を提供する。
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 　(2)　保護者への対応

 　　① 「しののめ」は、当該児童生徒の保護者に対して、不登校の態様に応じた適切な助言等を行う。 

　　② 「しののめ」は、相談活動、適応支援、その他の「しののめ」の状況について、保護者に対して積極的に情

 　　　報を提供する。

 　　③　必要に応じて保護者同士の話合いの場を設け、相互理解が深まるよう努める。

 　　④　必要に応じて関係機関につなぐなど、保護者支援を行う。

 　　⑤　「教育機会確保法」の定めるところにより、保護者に対し、必要な情報を提供する。

 　(3)　原籍校への対応

 　　①　原籍校と「しののめ」が協力し合って特別な教育課程を編成、実施していく。

　　　ア　児童生徒の学習の内容、評価について 「個別の教育支援計画」に沿い、児童生徒の学習と評価が適正に、

 　　　　行われるよう努める。

 　　　イ　各教科等の学習指導については、原籍校との調整のもと、児童生徒の実態に応じて適切に実施する。

　　　ウ　学習課題物の提示、体験的活動や行事等への参加の声かけなど、学校から随時、児童生徒を学級の一員と

 　　　　して働きかるよう促す。　　

 　　　エ　必要により家庭訪問による相談活動や適応支援等を行う際は、学校や関係機関との連絡調整の下で行う。

　　②　担当教諭等は、通室している児童生徒の支援のため、報告や連絡調整、ケース会議の実施など、原籍校と緊

 　　　密に連携するよう努める。

　　　ア　児童生徒の出席や活動の状況について、定期的且つ必要に応じて原籍校と情報交換を行い、共通理解を図

 　　　　り、共通実践する。

 　　　イ　担当教諭等は、不登校に関し、学校に対する専門的な指導・助言・啓発を行う。

 　　　ウ　児童生徒の状況に関する情報について、守秘義務に配慮する。

 　(4)　関係機関との連携

  　①　南部広域行政組合教育委員会、島尻教育研究所、原籍校、保護者、関係市町村教育委員会、臨床心理士、関

 　　　係機関、専門機関との連携、協力体制を確立し、児童生徒に対する共通理解のもとで支援を行う。

     ②　「しののめ」における出席状況を原籍校と関係町村教育委員会に毎月報告し、情報の共有化を図る。

    ③　関係機関、地域及び域内支援教室担当者間の連携を図り、不登校に関する地域ぐるみのサポートネットワー

 　　　クづくりに努める。また、不登校関係の民間施設、NPO法人等との連携・協力を適切に図る。

        ※　民間施設との連携については国が示している「民間施設についてのガイドライン（試案 」等に留意す）

 　　　　　るものとする。

    ④　関係機関、地域及び域内教育支援センター等担当者間の連携を図り、支援の効果性を高める。必要に応じて

 　　　合同の研修会や講演会､合同体験学習等を開催し、運営の充実に努める。

     ⑤　協力者会議を必要に応じて開催し、運営等について助言を得る。

 　(5)　その他

　　　担当教諭等は、児童生徒の進路等においても、必要に応じて在籍校との連携を図り、情報を収集するなどして

 　　継続的に支援を行うよう努める。

 
 10　支援の内容

ねらい 内　容 
  教育相談 ・児童生徒、保護者のよき理解者として受容的・共 日誌相談　
   　感的態度で臨み 情緒の安定と不安の解消を図る 定期相談　、 。
  ・自己理解を深め自分の可能性に気付き、未来に向 指導教諭等による相談　

　けて選択肢を広げる。 臨床心理士による相談等 
  体験活動 ・多様な体験活動を通して 自立心を高め 協調性 生活体験　交流体験　、 、 、
  　社会性を養い、個別最適な学びを支援する。 社会体験　自然体験　

学習体験等 
  学習活動 ・児童生徒個々の興味関心や実態に応じて学習計画 教科書や参考書による学習
  　を立て、個別支援を行い 「確かな学力」を育成 タブレットでの学習、
  　する。 プリント学習　グループ学習

学習ボランティアによる学習等 
  基本的な生 ・身体的、精神的な健康を保ち、基本的な生活習慣 生活習慣支援　挨拶支援
  活習慣の確 　の大切さを認識し、気持ちよく社会に適応してい 美化活動　身なり・食事の改善

立に向けた 　くための実践を支援する。 対人スキル 
支援 

 
 11　段階に応じた目標及び児童生徒の達成目標

 目 標 児童生徒達成目標 主な活動内容段階
   １ ○担当者との ・担当者と会うことができる ・教育相談

  ラポートを ・担当教諭等と会話ができる ・領域
、 、作り、緊張 ・挨拶ができる 自立活動(コグトレ 卓球 

  感や抵抗感 ・教室で緊張せずに過ごすことができる 栽培活動、雑談など)
  を軽減する ・安定して通室ができる ・教科　
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・保護者との相談 

  ２ ○仲間とのふ ・仲間と会話ができる ・教育相談　
  れあいを通 ・集団遊びができる ・領域

して協調性 ・仲間と共に活動ができる 自立活動(コグトレ、人生 
を高める ・教室で一日を過ごすことができる ゲーム、卓球、栽培活動、  

 ・与えられた学習課題に取り組むことができ 雑談等)
  　る 道徳 特別活動(宿泊学習、 ）

 ・ほとんどの活動に参加することができる ・教科
課題学習、調理実習、交流

 スポーツ

  ３ ○行動・体験 ・進んで準備や片付け等の仕事ができる ・教育相談　
   の場を広げ ・集団活動を楽しむことができる ・領域

活動の意欲 ・みんなと一緒に活動計画を立てること 　　自立活動(コグトレ、人生  
を高める 　ができる 　　ゲーム、卓球、栽培活動 

  ・言葉を使って自己表現ができる 　　等）
  ・他者を理解することができる 　　道徳(奉仕活動)、　
  ・友達と学び合うことができる 　　特別活動(施設訪問)

 ・教科や内容を決めて学習に取り組むことが 　　所外活動
 　できる ・教科

 　　課題学習、社会見学、
 　　交流スポーツ
 ・保護者との相談

  ４ ○自己肯定感 ・原籍校の担任と話合いができる ・教育相談　
  を高め、社 ・原籍校の行事に参加できる ・領域

会的自立へ ・学校へ部分登校ができる。 　　自立活動(コグトレ、人生 
の意欲を高 　（チャレンジ登校） 　　ゲーム、卓球、栽培活動 

 める。 ・原籍校で定期テスト等を受験することがで 　　等)
  　きる 　　道徳(奉仕活動)、　

  ・学校の話に抵抗を感じなくなる 　　特別活動(施設訪問)
 ・自分の進路について考え、話し合うことが 　　所外活動

 　できる ・教科
 　　課題学習、社会見学、

 　　交流スポーツ
・総合(高校見学、職場見学　

 ・体験、現籍校での活動)
・保護者との相談

 
 12　こどもサポートルーム しののめ の運営

 　児童生徒の状況に応じて、弾力的に運営する。

 　(1)　開室期間及び開室日時

     ①　開室期間・・・・・公立小中学校の授業日に準ずる

 　　②　開室日時・・・・・月曜日～金曜日（祝祭日は休業日とする）8 時 30 分～ 14 時 30 分

 　　　　　　　　　　　　　長期休業は学校に準ずる。

 　　③　新規入室受付・・・令和７年４月 21 日（月）より新規入室の受け付けを開始する。

 
  (2)　週時程

月 火 水 木 金

  　８：３０～　９：００ 登校

朝の活動（朝の清掃 植物・農園への散水 熱帯魚への餌やり 日誌記入　コグトレ）

健康観察　　今日の目標設定＆学習計画　　９：１５～　９：２５

活動① 活動① 活動① 活動① 活動①　９：３０～１０：２０

活動② 活動② 活動② 活動② 活動②１０：３０～１１：２０

活動③ 活動③ 活動③ 活動③ 活動③１１：３０～１２：２０

昼　食　・　休　憩１２：３０～１３：２５

活動④ 活動④ 活動④ 活動④ 活動④１３：３０～１４：２０

清掃活動　日誌記入　今日の振り返り＆明日の目標設定１４：２０～１４：３０

 １４：３０～ 下校 ※ 下校後のスタッフの活動

 　　　１５：００ 下校完 　　・学習成果物の点検・整理

 　　　１５：３０ 教室の後片付け   　・活動記録　　　・学習材の準備

 　　　１６：３０ 支援員の勤務終了　 　　・保護者、原籍校等との連絡調整

担当教諭の勤務終了 　・スタッフ会議　・研修　　　１７：１５

 
 　(3)　主な活動

  　【 教　科 】　基本的に当該学年の教科、特別の教科道徳、それに伴う体験活動

  　【 領域等 】　特別活動

  　【総合的な学習の時間】　高校見学、職場見学（体験）など
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  　【体験活動】 　①　スポーツ活動・・・・・・・・・バドミントン　卓球　ウォーキング　縄跳び等

 　　　            ②　文化・芸術的・製作的活動・・・掲示物製作　書道教室　シーサー作り　調理実習 等

 　　　            ③　自然体験活動・・・・・・・・・渡嘉敷島いきいきキャンプ　農業体験等

 　 　           　④　社会体験的活動・・・・・・・・域内・県教育支援センター主催の行事への参加

 　  　          　⑤　勤労奉仕的活動・・・・・・・・花や野菜の栽培、灌水・手入れ、草刈り等

  　【教育相談】定期相談・臨床心理士によるカウンセリング

 
　(4) 令和７年度「しののめ」の主な取り組み

月 児童・生徒の活動等 会議・研修等 島尻教育事務所・沖適連・その他

しののめの活動 沖教支等合同の活動

４ ・チャレンジ登校 ・域内教育支援ｾﾝﾀｰ ・県教育支援センター担当者連絡 
　担当者連絡会① 　会①

５ ・農業体験 ・域内平和学習 ・協力者会議① ・県教育支援センター担当者連絡  
 　※必要に応じて開催 　会②

 ・地区教育相談員等連絡会①

 ・県教育相談員等研修会①

・県教育支援センター連絡協議会

・総会

６ ・調理実習 ・合同体育 ・県教育支援センター担当者連絡

 　会③

 ・県教育相談員等研修会②

・県教育相談員等研修会③

７ ・調理実習 ・域内食育教室 ・保護者相談会 ・県教育支援センター担当者連絡   
  ・県教育支援センター ・入室判定委員会 　会④

　児童生徒スポーツ交 ・県教育相談員等研修会④

　流会

８ ・保護者相談会 ・県教育支援センター担当者連絡  
 ・域内教育支援セン 　会⑤

ター担当者連絡会 ・県教育支援センター担当者等研

 ② 　修会①

・地区教育相談員等連絡会②

９ ・渡嘉敷島いきいき自 ・県教育支援センター担当者連絡 
  　然体験キャンプ 　会⑥

・合同体育 ・県教育相談員等研修会⑤

   10 ・調理実習 ・合同体育 ・県適応指導教室担当者連絡会⑦

・域内工作教室

11 ・県教育支援センター ・入室判定委員会 ・教育支援センター担当者連絡会 
 　児童生徒スポーツ交 　⑧

　流会 ・県教育支援センター担当者等研

 　修会②

・地区教育相談員等連絡会③

12 ・調理実習 ・県教育支援センター ・保護者相談会 ・県教育支援センター担当者連絡 
 　児童生徒活動交流会 　会⑨

・域内グラウンドゴル

　フ

１ ・県教育支援センター ・県教育支援センター担当者連絡

  　展示報告会 　会⑩ 
 ・域内書き初め会

・合同体育

２ ・しののめ収穫祭 ・合同体育 ・保護者相談会 ・県教育支援センター担当者連絡 
  ・協力者会議② 　会⑪

　※必要に応じて開催 ・地区教育相談員等連絡会④ 
・入室判定委員会

３ ・修了セレモニー ・在籍校と次年度に ・県教育支援センター担当者連絡

  　むけた話し合い 　会⑫

・域内教育支援セン

ター担当者連絡会

③
     ☆　行政組合関係者、体験教室ボランティア等の協力により、体験活動や授業を行う。

 　　☆　年間を通して、随時チャレンジ登校を奨励する。

 　　☆　月２回、しののめにおいて、スタッフ会議を持ち情報交換、支援方針の確認等を行う。
 　　☆　担当教諭は、カウンセリング講座を受講する。
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 13　障害補償

　　日本スポーツ振興センターの災害共済給付契約に加入している児童生徒の場合、在籍学校長からの体験・正式入

　室申請書を本研究所が受理することで 「しののめ」での活動と行き帰りが学校管理下の扱いとなり、給付の対象、

 　となります。

　　保護者の方は、日本スポーツ振興センター災害共済給付契約に加入していることをご確認ください。また、原籍

 　校は、児童生徒が日本スポーツ振興センター災害共済給付契約に加入していることをご確認ください。

 
 14　自然災害等発生時の対応

 　　児童生徒の安全のために下記のような対応をお願いします。

 　(1) 台風発生時の対応

 　　①　通室前の対応

　　　　午前６時の段階で 「大雨警報 「暴風警報 、台風警報」の各警報あるいは「特別警報」が発令中の場合は、 」、 」

 　　　臨時休室とします。

 ②　通室時の対応

　　　　活動中に「大雨警報 「暴風警報 、台風警報」の各警報あるいは「特別警報」が発令された場合は保護者」、 」

 　　　の方が迎えに来てください。すぐに迎えることが難しい場合には、本研究所への連絡をお願いします。

 　(2) 地震などの警報発令時の対応

 　　①　通室前の対応

 　　　　在宅時に、島尻地区内で震度４以上の地震が発生した場合は自宅待機とします。

 　　②　通室時の対応

　　　　活動中に、島尻地区内で震度４以上の地震が発生した場合は保護者の方が迎えに来てください。すぐに迎え

 　　　ることが難しい場合には、本研究所への連絡をお願いします。　　　

 　(3) その他

 　　　不明な点については、本研究所にご連絡ください。

 
 15　入室判定委員会について

 　　目的：南部広域行政組合島尻教育研究所における不登校児童生徒のこどもサポートルームの設置及び運営に関す

 　　　　　る規則第３条及び第９条に基づき、体験入室中の生徒についての入室判定を行う。

南部広域行政組合島尻教育研究所における不登校児童生徒のこどもサポートルームの設置及び運営に関

 する規則

第３条　指導の対象となる者は、心理的要因等によって登校できない南部広域行政組合教育委員会管内

（ 、 、 。 「 」 。） 、糸満市 豊見城市 南城市を除く 以下 管内教育委員会 という の小・中学校在籍の児童生徒で

 第９条第１項の規定により教室における指導が望ましいと判定されたものとする。

 第９条　組合教育委員会に入室判定委員会を置き、児童生徒の教室への入室判定を行う。

２　入室判定委員会は、研究所長、指導主事、指導教諭のほか、前条第２項第３号に規定する教育長委

 　嘱した教育行政関係職員及び精神科医師又は臨床心理士等で組織する。

３　第１項の規定により入室を判定された者は、教育委員会がその者の属する管内教育委員会及び当該

　学校長に通知する。　

 
 16　こどもサポートルーム しののめ 協力者会議

   (1) 目的

       南部広域行政組合島尻教育研究所における不登校児童生徒のこどもサポートルームの設置及び運営に関する規

 　　則第８条に基づき、指導援助に当たり、助言を得る。

南部広域行政組合島尻教育研究所における不登校児童生徒のこどもサポートルームの設置及び運営に関 
  する規則

第８条　教室の運営及び児童生徒の指導援助に当たり、助言を得るため、こどもサポートルーム協力者 
  会議（以下「協力者会議」という ）を置く。。

 ２　協力者会議は、１０人以下の委員（以下「協力員」という）で組織し、次に掲げる者の内から教育

 　長が委嘱する。

 　(1)学識経験者  (2)学校関係者  (3)教育行政関係職員  (4)管内教育委員会の教育相談員

３　協力員の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、補欠協力員の任期は、前任者の残任期間とす

　る。

 
(2) 協力者会議委員    

所　属 役　職 備　考

① － － 学識経験者

② 島尻地区校長会会長 校長（小・中〔隔年輪番制 ） 学校関係者〕
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  島尻教育事務所 主任指導主事（教育相談担当）

教育行政関係職員③ 八重瀬町教育委員会 指導主事 
与那原町教育委員会 指導主事

南風原町教育委員会 指導主事

④ － 公認心理師・臨床心理士 教育相談員

 
   (3) 協力者会議 ※必要に応じて開催

 
 17　受け入れ児童生徒数  　　児童生徒の受入数については、10 名をめどとする。

 
 18　入室の手順と三者の関係

児童生徒･保護者 学校･教育委員会 教育研究所

 学校へ見学･面談の 保護者と協議のうえ 見学･面接日時の決定①相談申込   
 申し込み 来室相談の申し込み

施設見学･面談（保護者･学校職員･児童生徒）②来室相談

      ③体験入室 体験入室願い(様式１) 体験入室に係る書類  書類の受理後、面談内
       申請 を学校へ提出 (様式１･２･３)を  容を踏まえ体験入室の

研究所へ提出  可否審議･判定  
  

体験入室判定結果(様式４)     教育委員会は判定
を教育委員会へ通知    結果を学校へ通知

      
学校から保護者へ通知 体験入室の判定結果 

 の了知

  ④体験入室    本入室と同様に学校・保護者・しののめは、体験入室中の児童生徒の
       　 状況に応じ、教育相談や学習指導等、社会的自立に向けた支援を行う。
    ※在籍校と確認のうえ、手続きと体験入室を並行して行う場合がある。

  ⑤入室継続    教育委員会及び学校の 体験入室の状況報告を
判断、体験入室の状況 踏まえ、校内委員会等 体験入室の状況を   に関する
報告を踏まえ、入室継 において入室を継続す 教育委員会へ報告    協議
続についての判断 るかを協議し決定

  ⑥入室申請  学校へ入室継続につい 学校は児童生徒の指導
 ての申し込み ・支援の計画を立てる  

 
 学校は入室継続申請書
 (様式５)を教育委員会
 へ提出 
 

 教育委員会は、入室継続   
申請書（様式５）を教育 書類を受理 
研究所へ提出

入室判定委員会にお⑦入室判定     
 い
て入室継続の可否審 

査

     ⑧入室判定   教育委員会は判定結 入室継続の可否(様式
　 結果通知     果を学校へ通知 ６)を教育委員会へ通

知   

学校から保護者へ通知入室判定結果の了知
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 入室までの手順

 

１ 入室に関する話合い ①学校は「チェックリスト」を参考に、校内委員会等において、児童生徒の生活・学 

  　習環境として「しののめ」が最適か協議する。

②校内委員会等における協議 「しののめ」の経営方針等を踏まえ、校長が施設見学 、

  　を行うか、判断する

  

２ 施設見学の申し込み ①学校は保護者と協議のうえ 「しののめ」担当(所長）と調整し、施設見学を電話等 、

  　で申し込む。

  

  ３ 施　設　見　学 ①学校は、保護者「しののめ」担当(所長）と調整し、施設見学（児童生徒同伴）を行う。、

  ②施設や入室に関する説明を行う（保護者・学校職員・児童生徒 。）

③「しののめ」が児童生徒にとってふさわしい「居場所」となるか等の意見交換を行 

  　う。

  

  

  ４ 体験入室の申請 ①保護者は、体験入室願い（様式１）を学校に提出する。

  ②学校は、体験入室に係る書類（様式１、２、３）を教育委員会に提出する。

  ③教育委員会は、体験入室に係る書類（様式１、２、３）を教育研究所に提出する。

  　［流れ］保護者（様式１）⇒学校（様式１、２、３）⇒

  　　　　　⇒教育委員会（様式１、２、３）⇒島尻教育研究所

④島尻教育研究所は、実施要項に照らして体験入室の可否を判断し、教育委員会に　 

  　通知（様式４）する。

  

  ５ 体　験　入　室 ①２週間～４週間程度の体験入室を実施する。

②学校・保護者・しののめは、体験入室中の児童生徒の状況に応じ、相談活動や学習 

  　指導、学校復帰に向けた支援等を行う。

③体験入室は、児童生徒の状況をみて、学校、保護者、教育研究所の協議により、　 

  　学期の終了をめどに期間を延長することができる （体験入室判定）。

  

６ 入室継続に関する話合い ①体験入室の期間終了にあたり、学校の校内委員会等において 「しののめ」への入 、

  　室を継続するか協議する。

②校内委員会等における協議 「しののめ」の経営方針などを踏まえて、校長が入室 、

  　継続を申請するか判断する

  

  ７ 入 室 継 続 の 申 請 ①学校は、児童生徒の登校復帰に向けた指導、支援の計画を立てる。

  ②学校は、入室継続申請書（様式５）を教育委員会に提出する。

  ③教育委員会は、入室継続申請書（様式５）を教育研究所に提出する。

  　［流れ］学校（様式５）⇒　教育委員会（様式５）⇒教育研究所

  

  ８ 入 室 継 続 判 定 ①入室判定委員会において入室継続の可否について審査する。

  ②教育研究所は、入室継続の可否を教育委員会、学校、保護者に通知する。

  　［流れ］教育研究所（様式４）⇒　教育委員会・学校・保護者

  ③入室継続については、当該学年の修了時まで継続することができる。

  

９ 入　室　継　続 ①更に次年度への継続を希望する場合は、次年度の第１回入室判定委員会に申請　　 

　し、判定を受けることとする。
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 様式１（保護者→学校）

                                                          　　　令和　　年　　月　　日　

 

 

　　　　　　　　立　　　　　　学校長　殿

 
 

 こどもサポートルーム しののめ への体験入室 申請書
 
 

 下記の通り 「しののめ」への体験入室を申請します。、

 

 記

 １　児童生徒

ふりがな 　　　年　　月　　日生 性別

児童生徒名 　男　女

 

 ２　保護者

ふりがな 続柄 連絡先

保護者名 住所

主な送迎者 　父　母　祖父　祖母　その他（　　　） 連絡先

 

 ３　児童生徒の状況

 

 学校を休んでいるときの

家庭での過ごし方や様子

 

 入室に対する本人の考え

 

 

 入室に対する保護者の考え
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 様式２（学校記入→様式１、様式３、添付書類とともに教育委員会に提出）
 　 　 　（教育委員会記入→様式１、様式３、添付書類とともに島尻教育研究所に提出）

 
 南部広域行政組合島尻教育研究所

 　所長　行
 

 こどもサポートルーム しののめ 体験入室 申請書
                                                                                　

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【校　長】　　　    　年　 　 　 月　 　 　 日

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          立　　　　　　学校   　

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  校長　　　　　　　　　　印　 

 

 

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【教育長】　　　    　年　 　 　 月　 　 　 日

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          　　　　教育委員会

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  教育長　　　　　　　　　印

 
 次の児童生徒について、下記のとおりこどもサポートルームしののめへの体験入室を申請します。

ふりがな 第　　学年　　組　　　番 　男　女

   
児童生徒名 担任名

  
教育相談担当

担任以外で

主に関わる職員

（公文書）メールアドレス 

（担任用）

 不登校の様態
 

 　Ａ：いじめ　Ｂいじめを除く他の児童生徒との関係　Ｃ：教職員との関係　
 

 　Ｄ：学校生活上の影響　Ｅ：無気力　Ｆ：不安などの情緒的混乱　Ｇ：意図的な拒否
 

 　Ｈ：その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 入室させたい理由（不登校の経緯等）

 

 しののめ職員への申し送り事項（健康状態・注意すべき言葉かけや対応等）

 

（ ） 。月別出席状況 第　　学年時（ ）※５月３１日以前に提出する場合は前年度の出席状況 のみ を記入して下さい計

4 月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 計
 欠席

日数
出席すべ
き日数

 病院受診歴等（　あり ・ なし　）※不登校に関係すると思われる症状や大きな疾病についてのみ

 
  受診日　　　　年　　月頃～　　　年　　月頃まで ・ 現在通院中

 
  病院名　                      診断名　　　　　　　　　　診断日 　　　　年　　月（ ）

 【留意事項】
 　①原籍校担任は、児童生徒の学習材、課題の準備をお願いします。

 　②「家庭調査票」｢時間割｣「年間行事予定表」｢月行事｣「日課表」を添付して下さい。
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 様式３（学校記入→様式１、様式２、添付書類とともに教育委員会に提出）
 　 　 　（教育委員会記入→様式１、様式２、添付書類とともに島尻教育研究所に提出）

 
 南部広域行政組合島尻教育研究所

 　所長　行
 

 児童生徒の生活・学習等の状況報告書
                                                                                　

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【校　長】　　　    　年　 　 　 月　 　 　 日

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          立　　　　　　学校   　

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  校長　　　　　　　　　　印　 

 

 

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【教育長】　　　    　年　 　 　 月　 　 　 日

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          　　　　教育委員会

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  教育長　　　　　　　　　印

 
 次の児童生徒について、生活、学習等の状況について以下の通り報告します。

ふりがな 第　　学年　　組　　　番 　男　女
   

児童生徒名 担任名

 　各教科評定（直近を記入）　　第　　学年　　学期 知能検査等の結果（任意）

      国語 生活 算数 理 音 図工 保 技術 外国語

社会 数学 科 楽 美術 体 家庭 英語

← 任意

 学習面についての特記事項（登校が少ない場合、未記入でも可）
 
 
 
 

 生活面についての特記事項（登校が少ない場合、未記入でも可）
 
 
 
 

学校への登校復帰に向けた指導･支援の方針、展望、計画
 今後入室から

 短期 １～２ヵ月間
程度の対応

 今後数ヶ月か
 長期 ら１年間程度

の対応
 校長所見（今後の学校としての関わり方について等）

 
 
 
 

                                                　　　　　　　　　　　　
校長名 印
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 様式５（学校記入→教育委員会記入→島尻教育研究所）

 

 南部広域行政組合島尻教育研究所

 　所長　行

 

 こどもサポートルーム しののめ 正式入室 申請書
                                                                                　

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【校　長】　　　    　年　 　 　 月　 　 　 日

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          立　　　　　　学校   　

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  校長　　　　　　　　　　印　 

 

 

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【教育長】　　　    　年　 　 　 月　 　 　 日

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          　　　　教育委員会

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  教育長　　　　　　　　　印

 
 次の児童生徒について、下記のとおりこどもサポートルームしののめへの入室継続を申請します。

ふりがな 第　　学年　　組　　　番 　男　女

   
児童生徒名 担任名

  
教育相談担当

担任以外で

主に関わる職員

 継続させたい理由

 
 
 

 特記事項（特に無い場合は未記入でも可）
 
 
 

 保護者の要望（特に無い場合は未記入でも可）
 
 
 

学校への登校復帰に向けた指導･支援の方針、展望、計画
  今後１～２

  短期 ヵ月間程度
の対応

  今後数ヶ月
  長期 から１年間

程度の対応
 校長所見（今後の学校としての関わり方について等）

 
 
 

                                                　　　　　　　　　　　　
校長名 印
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